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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　プロローグ




　三大欲よつ求きゆうというものがある。

　食しよく欲よく。

　性せい欲よく。

　睡すい眠みん欲よく。

　人間の生存において特に強く湧わき上がる欲求を指しているわけだが、現代社会ではここにもう一つ加えてもいいだろう。

　それが自己顕けん示じ欲よく。

　ＳＮＳの普ふ及きゆうと発達を背景に、今や誰だれも彼もがその欲求に突つき動かされている。

【県予選突とつ破ぱ！　このまま全国まで突っ走るので見ていてください！】

【ジム通い三ヶ月目。大分引き締しまってきたぜ】

【ビーフストロガノフつくってみた。美お味いしくできてるといいな】

【お風ふ呂ろ上あがりに日課のストレッチ。スッピンでごめんね】

【♯ニューヨーク　♯上陸中　♯三日間滞たい在ざい　♯一ひと皮かわ剝むけて帰国します】

　このように、直接的に、または何かにかこつけて、世界に向けて自分を披ひ露ろうする。

　内容はそれぞれ様々だが、言いたいことは大体一いつ緒しよだ。

　褒ほめて。

　見て見て。

　もっと私に注目して！

　欲求が行き過ぎる余り、時には事件にまで発展してしまうケースもある。

　単なる人間でさえそんな有様なのだ。

　ならば──吸きゆう血けつ鬼きはどうなのだという話である。

　そもそもその存在からして自己顕示に飢うえている。

　整った容よう貌ぼう。仰ぎよう々ぎようしい服装。芝しば居いがかった言動。見み映ばえを意識している時点で、言い逃のがれは許されないし、する気などきっとないだろう。

　長く社会の闇やみを生息地としていた歴史を持つ反動からか、吸血鬼の多くは自分の存在が周囲に認にん知ちされることに喜びの感情を抱いだいている。

　実際、常識を超ちよう越えつしたその身ならば、人間では到とう底てい不可能な方法で注目を集められるので、ＳＮＳにはより熱心に取り組める。

　つまりは、大問題ということだ。

　先述の通り、ただの人間でも欲よくの果てに事件を起こす。

　吸血鬼も事件を起こすのは当然の流れだとしても、しかしその迷めい惑わくの規模は段だん違ちがい。

【今から吸います】

【勢い余って一家全員攫さらってきちゃった☆】

　写真一つを撮とるだけでも流血を伴ともない、動画を撮ろうものなら確実に犠ぎ牲せい者しやが出る。

　この表現は何も大げさではない。

　加えて、周囲への影えい響きよう力も甚じん大だい。

　最近では、自己顕示欲が高まりに高まった人間が最終手段として吸血鬼への転生を望むなどという狂くるった事態も起こっている。

　世界はどうなっているのか。

　風紀はどうなっているのか。

　一言で言おう。

　乱れている。










　第一章　カチコミ




　平年よりも一足早く梅つ雨ゆ明けした七月上じよう旬じゆん。

　容よう赦しやのない日差しが降り注ぐ真っ昼間に事件は起こった。

　現場は渋しぶ谷や駅前。観光名所にもなっているスクランブル交差点の中心に、一組の男女が現れたことから始まった。

「はいはい、どーもどーもこんにちはー、毎度おなじみ煉れん獄ごくストライプでーす。今日も元気にやって行きまっしょーう」

　男の方が如い何かにも軽けい薄はくそうな声こわ色いろで自己紹しよう介かいをする。女の方は、これまた軽薄そうな表情でその様子に携けい帯たい端たん末まつを向けている。

　どうやら動画撮さつ影えいをしているらしい。多くの人が行ゆき交かっているのも構わず大声で、さらに派手な身み振ぶり手て振ぶりまで加える。

「ちゃんと映ってる？　まあ最近のカメラは高性能だし、吸血鬼でも大だい丈じよう夫ぶっしょ」

　吸血鬼。

　その単語を聞いた通行人は咄とつ嗟さに身を引いた。今時珍めずらしくないとはいえ、見るからに危ない雰ふん囲い気きを漂ただよわせているのだ。

　こうして男女を遠巻きにしたのは不幸中の幸いだった。

「では、どっかーん！」

　撮影されている男がおもむろに取り出したのは、何と手しゆ榴りゆう弾だん。それだけでも驚おどろきなのに、その安全ピンを軽々しく引き抜ぬくのだ。

　時間差があって、爆ばく発はつ。

　どこかに投げ入れるのではなく手に持ったままだったため、男は爆ばく風ふうの直ちよく撃げきを浴びた。

「……っ、おぐおっ、お、おうふううううう、き、効くなあ、けど、全然効かないなあ」

　男の身体は重度の火傷やけどに成り果てた。だが次の瞬しゆん間かんには傷の再生が始まり、十数秒後には全快した。

「見たか、俺の再生力を！」

　カメラに向けてピースサインをする男に対し、場は騒そう然ぜんとした。

　破は片へんを広こう範はん囲いに撒まき散らすタイプの手榴弾ではなかったので、被ひ害がいは男だけに留とどまったものの、爆発は爆発である。

　だが何より恐おそろしいのはその動機だろう。

「そんじょそこらの吸血鬼じゃこんな高速再生できないんだよなあ。この俺だからこそできる神かみ業わざってわけ。あ、再生のコツについての解説は煉獄ストライプの動画リストに上げてあるんで、興味があるヒトはそっちの方もよろしくう」

　ただ目立ちたいがためだけに、あんな自じ爆ばくテロ紛まがいの行動を起こすなど、正気を疑う。

　ある意味では人の理解を超こえた鬼おにらしいのかもしれないが、やはりまず真っ先に思うのは、傍はた迷めい惑わく以外の何ものでもないということだ。

「じゃあ続いてはバケツ一いつ杯ぱいの硫りゆう酸さんを一気に浴びてみようかなーっと」

　手榴弾だけでは飽あき足らず、さらに危険な動画撮影を進めようとする吸血鬼たち。

　さすがに勝手がすぎる。

　天下の往来での吸血鬼の悪目立ちを際限なく許していては、社会秩ちつ序じよなどあっという間に崩ほう壊かいしてしまう。さりとてあくまで人間を相手にするべき警察では手に余る。故ゆえに出張るのは専門の特務機関。

「そこまでだ！」

　傍迷惑な吸血鬼に、タクティカルベストを着た黒服が攻こう撃げきを食くらわせた。

　一見するとそれこそ警察官にも見えるが、その手に持っているのはゲームのアイテムにでも出てきそうな銀色の半月斧バルデイツシユ。黒服はこれを振ふるって吸血鬼を切りつけたのだ。

「血けつ戦せん局きよくです！」

「これより吸血鬼退治を始めます」

「見物などは控ひかえて速すみやかにこの場から離はなれてください！」

　通行人の避ひ難なん誘ゆう導どうをしながら、さらに追加の黒服が駆かけつけた。

　血戦局。正式名めい称しようは対吸血鬼戦略執しつ行こう局。社会に蔓延はびこる吸血鬼の毒どく牙がから社会秩序を守るために設立された、その名の通りの特務機関である。

　黒服たちはそこに所属している。現場での戦せん闘とうに従事するその役職は猟血官ハンターと呼ばれている。専用の装備を携たずさえ、人間社会に多大な影響・被害を及およぼす吸血鬼を容赦なく狩かり立てる。

「はっは、血戦局か。意外と早かったなあ」

　しかし当の吸血鬼に危機感はない。切り裂さかれた傷はまたも綺き麗れいに再生していた。

「ちっ、耐たい性せいを持ってたか。おい、『銀』は効果なしだ」

　初めに攻撃を仕し掛かけた猟血官ハンターが仲間たちに報告する。

　その手に持つ半月斧バルデイツシユの銀色はメッキ加工ではなく混じり気のない本物。吸血鬼の弱点のはずなのに効果なしとは、由ゆ々ゆしき事態である。

「だったらこいつはどうだ」

　別の猟血官ハンターが動く。

　その装備は背負ったタンクとそこから伸のびるホースからなる放水器。特とく殊しゆな機構を採用したタンクの容量は外観を軽く超えており、使い手によっては一時間連続で放水を続けても途と切ぎれない。

「おぐお、おおお、おわあああああああああああ──」

　大量の放水の勢いは凄すさまじく、吸血鬼は耐たえられず押し流される。

「やったか！」

　結果を見るため、放水を止める。

　今の攻撃は吸血鬼の弱点である『流水』の再現。本来なら硫酸のように肌はだを爛ただれさせるのだが、地面に転がる吸血鬼はびしょ濡ぬれになっただけでまたも無傷だった。

「くそっ、駄だ目めか」

「まさかこいつって」

「ああ、だろうな……」

　猟血官ハンターの一人が思わず天を仰あおぐ。

　七月の強きよう烈れつな『日光』の下もとでも平気で動画撮影をしている時点で、ある程度の見当はついていた。

「お前、『傲慢派プライド』だな？」

　うんざりした表情の猟血官ハンターが問うと、吸血鬼が軽薄な表情で答える。

「イエスその通り。それこそ俺の『血統ブランド』だ」

　現代の吸血鬼は個々の趣しゆ味み嗜し好こう・思考傾けい向こうによって七つの『血統ブランド』に分類される。

　特殊能力を蒐しゆう集しゆうする『強欲派アヴアライス』。

　弱点の克こく服ふくを目もく論ろむ『傲慢派プライド』。

　吸血衝しよう動どうに支配された『暴食派グラトニー』。

　世せ俗ぞく的な実利を求める『怠惰派スロウス』。

　無節操に同族を増やす『色ラ欲ス派ト』。

　人間への回帰を訴うつたえる『嫉妬派エンヴイー』。

　吸血鬼優生主義を提唱する『憤ラ怒ー派ス』。

　どれもが善良とは程ほど遠とおく、等しく狩しゆ猟りよう対象である。

　ただ、やはりそこには好すき嫌きらいがあり、得手不得手がある。

「うわあ、面めん倒どうな……」

　猟血官ハンターたちは揃そろって重い溜ため息いきを吐ついた。

　ここであるランキングを発表しよう。

【現場で遭そう遇ぐうしたくない『血統ブランド』ベスト３】

　三位は『暴食派グラトニー』。理由は、行動が意い地じ汚きたない、大たい抵てい派手な流血沙ざ汰たになるので後始末が無む駄だに大変、など。

　二位は『憤ラ怒ー派ス』。理由は、組織力の高さ、人間蔑べつ視しの差別感情が強すぎて接していると胸がざわざわする、など。

　そして栄はえある一位に輝かがやいたのが『傲慢派プライド』。

　主な理由は、戦闘が長引く、である。

　単純だが死活問題でもある。猟血官ハンターの仕事は非常に過か酷こくだ。一歩間ま違ちがえれば自分が吸きゆう血けつ鬼きにされて仲間に狩られる。そんな悲劇も起こり得るので、迅じん速そくに処理できるのならそれに越こしたことはない。

　実際、的確に弱点を突つけばたった一いち撃げきで戦闘を終しゆう了りようさせることも可能であり、それが猟血官ハンターの理想なのだが──『傲慢派プライド』はとにかくしぶとい。

　弱点の克服を目論み、また進めている彼らは、他の『血統ブランド』よりも抜きん出た耐たい久きゆう性を誇ほこり、致ち命めい傷しようを与あたえるまでには相当な時間を要する。相手取る場合は往々にして時間外労働に陥おちいり、その後の仕事にも高確率で支障が出る。

「どんどん来いよ。超耐久タフな俺を見せつけてやる」

　猟血官ハンターたちの攻撃を嬉き々きとして浴びる吸血鬼。

　そしてその様子を片割れの女が撮影する。

「きゃはは、いい画えが撮とれてるわよ。これは過去最高の再生数になる予感」

　どうやら猟血官ハンターがやって来るのも計算の内だったらしい。

　確かに大立ち回りは派手で見み映ばえはするが、ただ目立ちたいがためだけに血けつ戦せん局きよくにまで喧けん嘩かを売るとは、呆あきれた性しよう根ねである。

　一方を処理しても、似たような厄やつ介かい者ものがまだ残っているのかと思うと、猟血官ハンターたちは戦闘中にもかかわらず再びの溜め息が込み上げてくる。

　だから、応おう援えんの到とう着ちやくは小こ躍おどりしたくなるほど嬉うれしかった。

「やあ」

　動画撮影をしている吸血鬼は背後から声をかけられた。

　反射的に振り向くと、そこには高校生らしき少年がいた。詰つめ襟えりの学生服に、ペンキをぶちまけたかのような鮮あざやかな赤あか髪がみが印象的な少年だ。

「誰だれよ、あんた？」

「あ、僕は新しん宮ぐう伊い吹ぶき。どうぞよろしく」

　にこやかに挨あい拶さつをする少年。

「ちなみに僕は君らのことを知ってるよ、煉獄ストライプさん。『火だるまで音楽ライブに乱入してみた』とか『ＪＤだらけのナイトプールで電流マッチ』とか、動画サイトに耐たい久きゆう自じ慢まんの過激動画を週一でアップしてる、お騒さわがせ吸血鬼コンビでしょ」

「ウチらのことを知ってるみたい。もしやこれはファンって奴やつなのでは」

　吸血鬼は少年へと携けい帯たい端たん末まつのカメラを向けた上で、実じつ況きよう風の物言いになる。本当に危機感や緊きん張ちよう感かんに欠けている。

「うん、まあ、僕は吸血鬼が好きだし、ファンってことでも何も問題はないんだけど、和なごやかな交流は無理だから」

「あら、この赤髪くんってば、何やら不ふ穏おんなことを言ってるわ」

「うちの委員長は君らみたいな連中に対してえらくご立腹でさ。灰の一ひと粒つぶも残さず始末してこいって命令が出されてるんだよね」

「君らみたいな連中とはどういう連中なのか、聞いてみるわ」

「風紀を乱す規則違い反はん者だよ。つまらない人欲よくに溺おぼれ、住むべき世界を見誤り、己おのれの存在意義を放ほう棄きした不ふ埒らち者。要は吸血鬼らしからぬ吸血鬼のこと」

　新宮伊吹。この少年は猟血官ハンターである。血戦局の所属であり、中でも極きわめつけに特殊な『風紀委員会』という部門に身を置いている。

「というわけで粛しゆく正せい開始」

　その両手にはすでに拳けん銃じゆうが握にぎられていた。

　そして躊ちゆう躇ちよなく、右手のオートマチックの引き金を引く。

「あ、ああっ！」

　放たれた銃じゆう弾だんは携帯端末を貫つらぬき、吸血鬼の鎖さ骨こつに着ちやく弾だんした。

「買い換かえたばっかの最新機種なのに、どうしてくれんのよ！」

　まず怒いかりを向けたのは自分の負傷に対してではなかった。その負傷は問題なく再生したのでそこまで頓とん着ちやくすることもないのだ。

　オートマチックに装そう塡てんされているのは粒りゆう銀ぎん炸さく裂れつ弾だん。これを立て続けに五発以上食らうと、どれだけ強きよう靭じんな肉体を持っていようと耐性のない者は水風船のように破は裂れつする。そんな恐おそろしい代しろ物ものなのだが、どうやらこの吸血鬼も弱点の克服を進めているらしい。

「そっか、『傲慢派プライド』か」

　伊吹は一発で相手を看破した。

『銀』は効果なし。

　そう理解した上で、引き金を引く。

「ぎっ、が、ぎゃ、ば、おうっ、ちょっ、ま、ぐおっ」

　耳、肩かた口ぐち、脇わき腹ばら、手首、肘ひじ、内うち腿もも、膝ひざ、脛すねと、正確に撃うち貫ぬく。

「テメッ、いい加減にしろや！　効かないってわかってんだろうが！」

　女吸血鬼は怒ど鳴なる。再生をするとはいえ、衝しよう撃げきは一々鬱うつ陶とうしいし、痛みだって感じる。何より、双そう方ほうが無駄だと理解しているはずの行こう為いに付き合わされるのは、軽けい薄はくな性根であっても苛いら立だちを覚える。

　だが伊吹は止やめなかった。全弾を撃ち尽つくすと弾倉マガジンを交こう換かんし、すぐさま連射を再開する。

「ははっ、『傲慢派プライド』はいいなあ。これだけ撃たれてるのにくたばらないなんて、見上げた耐久性だ。限りある命の人間からしてみれば、死なない、っていうその一点だけでも憧あこがれの対象だよね」

　伊吹は被サ虐デ嗜イ好ス家トではなく、相手の苦痛に快感を覚える人種ではない。

　もっと質たちが悪い。

　伊吹は吸血鬼偏愛家ヴアンプフイリア。偏へん執しゆう的に吸血鬼を愛好する、間違いなくの変人である。

　立腹の上司の命令でこの場に出張ったものの、伊吹自身は特に悪感情は抱いだいていない。

　ただし、吸血鬼との戦闘はコミュニケーションの一種だと捉とらえているので、銃じゆうを手に狩りに勤いそしむことに関しては何の抵てい抗こうもない。むしろ望むところ。一いつ般ぱん的な猟血官ハンターとは感性が大分異なり、このまま日が沈しずむまでやり合っても一向に構わない。

「面倒くせえんだよっ！」

　女吸血鬼は伊吹から距きよ離りを取る。

　自分の耐久性を見せつけようにも、カメラはもう壊こわれてしまった。好き勝手に銃じゆう撃げきを受けるのも気分が悪い。

　そこでとりあえず手近な書店の中に飛び込むことにした。遮しや蔽へい物のない交差点では良い的だ。

　しかしその行動は致ち命めい的な誤りだった。

「あらら、そっちは鬼き門もんだよ」

　伊吹の声が聞こえた時には、もう手て遅おくれだった。

「あがっ！」

　鋭するどい衝撃に襲おそわれたかと思うと、女吸血鬼は仰あお向むけに倒たおされ、身動きを封ふうじられていた。

　見ると、ステッキが腹部を貫き、床ゆかに縫ぬい止められているのだ。

　そのステッキを振ふるったのは何者かというと──

「『傲慢派プライド』ですか。くっだらない。弱点を克服しようだなんて、臆おく病びよう者ものの発想です」

　洒しや脱だつな雰ふん囲い気きを醸かもし出す少女だった。

　胸むな元もとまで伸のばした金きん髪ぱつに、黒に染まったブレザー。赤色の瞳ひとみを覆おおうのはべっ甲こう縁ぶちの眼鏡。さらに口元には二本の牙きば。

「サ、サンジェルマン伯はく爵しやく!?」

　心当たりのある顔に、女吸血鬼は大声を上げた。

　この金髪少女もまた吸血鬼である。しかも、相当な大物として知られている。

「その名はもう使ってませんので」

　少女は否定を口にする。確かにサンジェルマンという名前も持っているが、現在は佐さ伯えき燦さんと名乗っている。さらに諸事情があって、吸血鬼でありながら伊吹と所属先を同じくしている。

「ところで、逃にげないんですか？　そのステッキは唸うなるほどの高級品ですが、何か特別な魔ま力りよくがあるわけでもないですし、霧きりにでもなれば簡単に脱だつ出しゆつできますよ」

　そんなアドバイスを受けても、女吸血鬼は為なす術すべなかった。ステッキは深々と床に突き刺ささりまるで楔くさびのよう。

「はっ、簡単な『形態変化』もできないんですか。弱点克服の弊へい害がいが出てますね」

　じたばたともがく相手を、眼鏡の奥の赤眼で見下ろす。

「じゃあ始末させてもらいます。貴方あなたみたいな違反者を取り逃がすようなことがあったら、委員長から私が罰ばつを受ける羽目になるので」

　瞬しゆん間かん、燦は無数の蝙こう蝠もりに変じた。

　夥おびただしい羽音の全すべてが女吸血鬼に纏まとわりつき、その姿を完全に覆う。

「ちょ、ちょっと、何も見えないじゃない！」

　それが女吸血鬼の最さい期ごの言葉となった。

　蝙蝠となった燦は一いつ斉せいに牙を突き立て、吸血をする。

　吸血鬼を打だ倒とうする上での正せい攻こう法ほうはやはり弱点を突くことだが、それ以外にも方法はいくつかある。一つが失血死だ。血液は吸血鬼にとって生命力の源であり本体そのものとも言える。これを失っては再生も行えなくなり──最終的には死を迎むかえる。

　バサササッ！

　蝙蝠が飛び立つと、そこにはもう服だけが残されていた。

　一いつ匹ぴき一匹が吸血する量は少なくとも、一斉にやられてはひとたまりもない。せっかく弱点を克こく服ふくした身体は余さず吸い取られてしまった。

「ぺっ」

　蝙蝠が一箇か所しよに集まり、燦の姿に戻もどる。しかし整った顔立ちに勝利の喜びはない。あんな薄うすっぺらな雑ざ魚こから血を奪うばっても、何の身にもならない。

「さすが、やるね」

　書店に入って来た伊吹が労ねぎらいの言葉をかける。

「伊吹も、誘ゆう導どうありがと。私は『日光』が弱点で、こんな夏日の屋外だとまともに動けませんから助かりました」

　燦もまた礼を言う。

「それにしても、吸きゆう血けつ鬼きを吸血で始末するなんて、まるで『暴食派グラトニー』みたいな荒あら業わざだね」

「あんな餓が鬼き連中なんかと一いつ緒しよくたにされるなんて、心外なんですけど……」

「吸血鬼の血は吸血鬼の口に合わないって聞くけど、どんな感じ？」

「んー、美う味まい不ま味ずい以前の問題ですね。『傲慢派プライド』は弱点の克服のために吸血鬼の属性を削けずってることが多いんで、大たい抵ていは血が薄くなっちゃってるんですよ」

「へえ、やっぱり吸血鬼によって色々と個性があるわけだ」

　仕事を終えた二人は雑談を交かわす。

　途と中ちゆう、床に突つき刺したステッキのことを思い出し、店員に弁べん償しよう代を経費で支し払はらう。

　それからふと店の外に目をやってみると、未いまだ交戦中の吸血鬼と猟血官ハンターがいた。

「今度こそ食くらえ！」

　白木の杭くいを打ち出すパイルバンカー杭打機が吸血鬼の腕うでを吹ふき飛ばす。

　だが、またしても再生する。

　伊吹と燦はさっさと片づけてしまったが、『傲慢派プライド』との戦せん闘とうはやはり時間がかかるのだ。外野からの見立てでは、少なくとも一時間は膠こう着ちやく状じよう態たいが続くように思える。

「伊吹、どうする？」

「割って入るのはマナー違反だけど、吸血鬼の風紀を守るようにきつく言われてるしなあ。規則違反者を見かけたなら、粛正しないと」

　委員長の命令は絶対。

　規則は絶対。

　まずは伊吹が外へと銃じゆう口こうを向けた。
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　吸血鬼が蔓延はびこるこの現代社会では、関連した事件がひっきりなしに巻き起こる。

　特に東京は世界的にも稀まれな吸血鬼事件多発地域であり放置すればあっという間に陥かん落らくしてしまう。

　最悪の事態を防ぐべく血戦局は秋あき葉は原ばらの高層ビルに本部を置き、構成員のほとんどが超過労働オーバーワークの状態で奮ふん闘とうしている。

　だがそれでも吸血鬼の勢いを止めるにはまだ足りず、年々追い詰つめられているのが実情だった。

　そこで禁じ手に打って出る。

　吸血鬼の戦力導入。

　目には目を歯には歯を、というわけだ。

　対吸血鬼を標ひよう榜ぼうする特務機関の根幹を揺ゆるがしかねない措そ置ちだが、トップの独断と確かな成果を得られたことで、反対意見は封ふう殺さつされた。

　何しろ機関に引き入れられたのは、真しん祖そ。

　吸血鬼の原初にして頂点、数多あまたの二つ名と共に語られる伝説の中の伝説は、利害の一いつ致ちから血戦局と手を組むことを了りよう承しようしてくれたのだ。

　曰いわく、風紀が乱れている、とのこと。

　誰だれよりも何よりも吸血鬼らしい吸血鬼である真祖にとって、この現代社会は耐たえ難がたいものがあったらしい。

　心から憤いきどおり、憂うれえていた。ともすれば人間たち以上に。

　故ゆえに、苛か烈れつな手しゆ腕わんはただ血戦局に協力するのではなく、その内部に独自組織を設立して動き出した。

　それが『風紀委員会』。正式名めい称しようを吸血鬼風紀改善委員会。

　字じ面づらだけでも堅かた苦くるしく、実際活動目的も頑かたくなだ。

　吸血鬼を対象として確固たる規則を取り決め、乱れた風紀を取り締しまり、誇ほこり高き在り方を取り戻す。

　つまり、現代において好き勝手に振る舞まう同族の存在を一いつ切さい認めていないのだ。

　だからこその粛しゆく正せいであり粛しゆく清せい。委員会らしく『指導』をして更こう生せいへと導くこともするが、見込みのない者は規則に従って『誅ちゆう戮りく』する。

　そこはまさしく吸血鬼。

　流血沙ざ汰たは日常茶さ飯はん事じ。
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「──というわけで、二体の吸血鬼を取り締まったよ」

　伊吹が直近の活動を報告する。

　渋谷から血戦局本部へと戻った伊吹と燦は、その最上階に足を運んでいた。

　ここは『風紀委員会』の執しつ務む室。元は血戦局のトップである司令長官に割り当てられた階だったのだが、強ごう引いんにもぎ取ったのだ。

　自らの最後の拠より所どころである棺ひつぎを持ち込むだけに留とどまらず、絵画、剝はく製せい、シャンデリアなどの調度品で全体を飾かざりつけており、現在の様相はまるで悪の貴族の私室。

　そうして司令長官すら閉口させるのが、部屋の奥のデスクに座している少女。

「ふむ……」

　あらゆる彩いろどりに満ちたこの場においても、一切の異論を許さない最上の美び貌ぼうだった。

　黄金色の煌きらめきを湛たたえた瞳ひとみ。

　夜よ闇やみより濃こい濡ぬれ羽ば色いろの長ちよう髪はつ。

　艶つややかな曲線を描えがく肢し体たいは、何の変へん哲てつもない黒のセーラー服すら完かん璧ぺきに着こなす。

　その名はヴィクトリア・リード。

　真祖にして、『風紀委員会』の委員長。

「よくやった。褒ほめて遣つかわす」

　声こわ音ねもまた、まさしく鈴すずを転がすよう。魔力をも秘ひめた響ひびきに鼓こ膜まくを震ふるわせられれば、初めの一言だけでも余人の脳は蕩とろけることだろう。

「しかし、煉獄なんたら、だったか。目立ちたがり屋の『傲慢派プライド』とは見下げ果てた愚おろか者だ。しかも、そんな連中が今や珍めずらしくも何ともないのだから、頭が痛い」

　短く溜ため息いきを吐つくヴィクトリア。

　そんな様子も絵になるが、基本的には物ぶつ騒そう極きわまりない少女である。

「地道な活動は勿もち論ろん大事だが、こうなると、小物ばかり狩かり立てていても危機感を与あたえられないな。ここらで今一度、誰もが知る大物を仕留めておきたいものだ」

　見み惚とれていた者も一いつ瞬しゆんで青あお褪ざめる殺意をごく自然に放つ。

　ただし、ここ『風紀委員会』はある種の魔ま窟くつ。真祖にして委員長にも平気で文句が飛ぶ。

「そんないけしゃあしゃあとよく言えたもんですね。自分はそのデスクから一歩も動いてない癖くせに」

　そう呟つぶやいたのは燦。唇くちびるを尖とがらせ、あからさまに不満そうだ。

「仕方ないだろう。私は吸血鬼。闇やみ夜よの住民は、余よ程ほどの火急でもない限り太陽の下もとを堂々と歩くべきではないのだ」

　あくまで風紀と関連づけてヴィクトリアは切り返す。事実、執務室の窓は遮しや光こうカーテンで隙すき間まなく閉め切られている。

　だが燦は納なつ得とくしない。

「私も吸血鬼で、太陽はすこぶる苦手なんですけど」

「ああ、加えて眷けん属ぞくにして庶しよ務むにして前科持ちでもある。太陽燦さん々さんのこんな日の活動であっても甘んじて受け入れろ」

「ぐっ……」

　燦は心底から悔くやしそうに呻うめく。

　燦が『風紀委員会』に加わっているのは、罰ばつ則そくという意味合いがある。

　重大な規則違い反はんを犯おかしたのが一ヶ月半ほど前のことだ。『強欲派アヴアライス』である自らの正しさを証明するべくヴィクトリアに挑いどみ、大騒そう動どうの末に叩たたき潰つぶされた。ただそこで消しよう滅めつの憂うき目めに遭あうだけでは罰則として甘いと判断され、こうして不本意な委員会活動に従事させられているのだ。

　それ以前、サンジェルマンと呼ばれていた時代にも裏切りという大罪に手を染めている。元々真祖の血を分け与えられた眷属だったのだが、叩き潰された際に改めて主従の関係に縛しばられ、もはや命令には逆らえない。

「ええ、ええ、わかってますよ……。敗北の結果は支払ってやります。いくらか憂さ晴らしにもなってますし、委員会活動はそれなりに頑がん張ばらせてもらいますよ」

　燦は自らの現状に折り合いをつける。

　その上で、まだ不満顔だった。眼鏡を片手で持ち上げ、鋭するどく切り込む。

「でも、その間に貴方あなたは何をやってるんだって話ですよ。太陽の下もとにいるのは吸血鬼らしくない。そういう理り屈くつなら、ヴィクトリア、貴方は今、棺に入って眠ねむっているべきではないんですか？　それなのに──」

　伝承に曰いわく、吸血鬼は日中、自らが埋うまっていた墓の土が敷しき詰められた棺の中で深い眠りに落ちているという。

　とはいえあくまでカビの生えた伝承。今時の吸血鬼で自前の棺を所持している者は全体の一割にも満たないだろう。

　だから実のところ、棺に入っていないのはどうでもいい。起きているのも問題にはしない。問題なのは──

「その有ザ様マはなんですか！」

　眼鏡を持ち上げた片手を振ふり下ろし、燦は名探たん偵ていさながら人差し指をヴィクトリアに突きつける。

　悪の貴族の私室。そう表現したこの執務室には一箇か所しよだけ、妙みような空気を漂ただよわせる特異点がある。

　それがヴィクトリアのデスク。

　デスク自体は重厚な作りの高級品で、その他の調度品とも嚙かみ合っている。

　ただし、机き上じようにはデスクトップパソコンが数台並び、その周辺には書しよ籍せきが山積みになっている。

「勉強の何が悪い。幾いくつになっても何かを学ぶというのは素す晴ばらしいことだ」

　澄すました顔で言ってのけるヴィクトリア。

　この真祖は血戦局と手を組むまで封ふう印いん状態にあり、社会と隔かく離りされていた。

　その年数は百年。これだけ時間に開きがあると思考に致ち命めい的な差異ギヤツプが生じる恐おそれがあるので、知識と情報の更こう新しんは不可欠である。

「本当、いけしゃあしゃあって貴方のためにある言葉ですね……」

　デスクにずかずかと歩み寄った燦はデスクトップパソコンの一つを覗のぞき込む。

　画面の中では二人のキャラクターが刃は物ものを持って斬きり合っている。一太た刀ち入るごとにえげつない量の出血エフェクトが飛び散る。

「ふざけてますね……何ですかそれ？」

「『スラプラ』を知らないのか？　はっ、だから貴様は駄だ目めなのだ」

　ヴィクトリアは妙に得意げに言う。

「こいつは『スラッシュ・オブ・プライド』。格かく闘とうゲームとしての操作性に目新しさはほとんどないのだが、百体にも上る登場キャラクターの全すべてが吸きゆう血けつ鬼きという点に惹ひかれてな。メインもサブもシークレットも、揃そろいも揃って黒マントを羽織っていながら、何とキャラ被かぶりは一つもないときた。偏へん愛あい家の顔が見え隠かくれする開発陣じんの熱意には、不覚にも感服させられた」

　長ちよう舌ぜつの間にもヴィクトリアはずっとコントローラーを握にぎったまま。流れるようにボタンを押してコンボを発動する。さすが真祖、器用である。

「出血エフェクトは、八やつ裂ざきになってもまだ倒たおれない『不死身』の吸血鬼を再現しているらしい。過か剰じよう演出の感は否いなめないが、人間の吸血鬼に対する憧あこがれの発はつ露ろとして好意的に受け取ってやろう」

　ヴィクトリアははまっている。ゲームだけに限らない。デスクの周囲に積まれた書籍も、その全てがいわゆる「吸血鬼もの」である。

「ストーリーの方もしっかり練り込まれているから、メディアミックス待ったなしだな。まずはドラマＣＤ、次に漫まん画が化、さらにアニメ化、そして資金と期待が充じゆう分ぶんに集まったところで満を持しての『２』の発売だ。そうだ、今から改善点などを手紙にしたためて開発陣のもとに送って──」

「ヴィクトリア、その辺で。ちょっとついて行けないから」

「む、そうか。興が乗ってきたのに残念だ」

　伊吹が宥なだめ、やっとヴィクトリアの語りは収まる。

　当事者の吸血鬼が、しかも原初にして頂点たる真祖がこの手のジャンルに夢中になるのは、傍はた目めには奇き妙みように映る。

　燦はその真意がどこにあるのかと目を凝こらすが、

「……やっぱり、遊んでいるようにしか見えませんね」

「いやいやいや、ここに集められているものはあくまで教材だ。創作物にはその時々の世相や流行が如によ実じつに反映されるだろう。人間の憧れと正しき吸血鬼像の比ひ較かくは、風紀を司つかさどる身にとって重要な事こと柄がらだと断言しておこう」

　ヴィクトリアの中では理屈が通っているらしい。

　ならば頑がんとして改めるつもりはないだろう。

「まあ心配するな。こうして趣しゆ味みに、んんっ、勉強に勤いそしむのは昼時限定だ。それに先程も言ったが、火急の際は日が高くにあろうと真っ先に動いてやる」

　ヴィクトリアは豪ごう語ごする。

　ただしやはりコントローラーを握ったままなので、燦は嚙みつかざるを得なかった。

「ねえ、こっちと話してる時くらい中断したらどうですか」

「断る。今まさにハイスコアが出るか出ないかの瀬せ戸と際ぎわだ」

「ゲームばっかりやってると馬ば鹿かになりますよ」

「無知が。ゲームは脳発達に有用だと最近の研究で証明されているのだぞ」

「その研究って吸血鬼にも適用されるんですか……？」

「それはあれだ、次の研究発表会とかで明らかになるだろう」

「次っていつですか？」

「……さあ」

　風紀に関して妥だ協きようや容よう赦しやを一いつ切さい許さないが、いい加減な部分も見受けられる。

　それがヴィクトリア・リード。

　強力無比な真祖とて決して完全な存在ではなく、つけ入る隙すきはある。
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「いやあ、今日も絶好調だったね」

　黒くろ髪かみ金眼黒セーラーの姿を思い浮うかべ、伊吹は乾かわいた笑えみを作る。

　吸血鬼偏愛家ヴアンプフイリアであり、ヴィクトリアの世話係にも任命されている少年は、その在り方を大たい抵ていは受け入れる。

「絶好調というか有う頂ちよう天てんというか、端たん的てきに言えば、気に入らないです」

　一方燦はまだ文句を垂れていた。

　そもそも委員会活動自体が気に入らないのに、庶務として日々扱こき使われているおかげで解消し切れない不満を溜ため込んでいるのだ。

「ちっ、まだ準備は整ってないけど、イチかバチか挑いどんでやろうか……」

　燦が『風紀委員会』に所属している最大の理由は、ヴィクトリア打だ倒とうを目的に掲かかげているから。

『強欲派アヴアライス』である自分を認めさせ、正しき吸血鬼像に執しゆう着ちやくするその在り方を超こえて行く。

　ただし相手が相手だけにそう易やす々やすと達成できる目的ではなく、一度敗れている身でもある故ゆえに、現状はすぐ近くから『機会』を窺うかがう段階に留とどめている。

「お、やるの？　場所取りとかが必要だったら協力するよ」

　不意に殺気を纏まとった燦に、伊吹は期待の眼まな差ざしを向ける。

「……止めないんですね」

「だって真祖とその眷属の激げき突とつだよ。そんなの、何度見たって飽あきるものじゃない。鑑かん賞しようするには対価を支し払はらえって言われたら、腎じん臓ぞうの一つくらいなら喜んで差し出すよ、僕は」

「吸血鬼が好きって気持ちは悪い気はしないけど、ちょこちょこ顔を出す変態性にはその都度ドン引きしてますからね、私は」

　ちなみに場所を二階の休きゆう憩けいスペースに移しての会話である。

　夜間に本格的な委員会活動を控ひかえている中、執しつ務む室にいたらまた無茶な仕事を振られるおそれがあったので、一時的に避ひ難なんしているのだ。

「まあ、そんな伊吹よりもドン引いてるのが、ヴィクトリアなんですけどね。あんな滅め茶ちや苦く茶ちやな奴やつに風紀がどうとか説教されるなんて、まるで悪夢です」

　やさぐれ気味の燦は流れるように悪態をつく。

　するとそこに賛同の声が上がった。

「すっごい、わかる」

　声の主は一人の少女。

　休憩スペースに現れると、伊吹と気軽に挨あい拶さつを交かわし合う。

「あ、葉は月づき」

「おっす伊吹、色々とご苦労様」

　くたびれたスーツの上に朽くち葉ば色いろのロングコートを着た平ひら逆さか葉月は、年の頃ころは伊吹と同年代だが、彼女こそが血戦局の司令長官。目の下に濃こい隈くまを作りながら特務機関を懸けん命めいに運営している。

「佐伯燦」

「な、何ですか？」

　トップに指名されて身構える燦だが、別に危害を加える気などはない。

「アンタの言ってることすごいわかる。あの真祖って他ほかのどの吸血鬼よりも本当に滅茶苦茶なのよね。こっちの許可も取らずに出しゆつ撃げきしたと思ったら、数日間は平気で執務室に引き籠こもるんだから、やってられないわ」

　葉月は燦に向き直ると、愚ぐ痴ちを吐はき出す。

　伊吹とは同期かつ同年代で誰だれよりも信しん頼らいは置いてはいるものの、趣味は合わないのでこの手の話をしてもあまり共感はしてくれない。

　しかしトップの悲しさか、組織内には親しく話せる相手が他にいない。そうして愚痴を溜め込む日々を送っていたところに、まさしく自分の思いの代弁が聞こえてきたので、思わず反応してしまったのだ。

「司令長官わたしにも制せい御ぎよ不能とか、これって機関運営を揺ゆるがしかねない結構な問題よね」

「ヴィクトリアを血戦局に引き入れたのは、他ならぬ貴方あなただって聞いてますけど？」

「そ、それはそうだけど、まさかあそこまで頑かたくなな奴だとは思わないじゃない」

「まあ、それは……」

「しかも真祖の癖くせに吸血鬼ものにはまるなんて、あれが一番理解できないのよね」

「うわ、すごいわかります」
















　葉月と燦。人間と吸血鬼は相あい容いれない関係が基本だが、ヴィクトリアに振り回されているという共通点を持つ両者の会話は、意外と盛り上がった。

　燦の苦労は言わずもがな。葉月の方は司令長官と兼けん任にんで『風紀委員会』の特別顧こ問もんも務めており、諸もろ々もろの後処理に奔ほん走そうさせられていることを嘆なげく。

「でも、助かってもいるよね」

　そこに伊吹が水を差した。

「相変わらず東京の吸血鬼事情は乱れてるけど、ヴィクトリアの登場前後では確かに差があるはず。正式なデータはまだ出てないけど、少なくとも僕は肌はだ身みで感じてるよ」

　執務室にてゲームに興じている制御不能の怪かい物ぶつは、常人の理解を超えた思考回路でまさしく勝手気ままに振ふる舞まうが、結果的に血戦局に貢こう献けんしているのもまた事実である。

　例えば佐伯燦の打倒・従属は、血戦局だけでは不可能な大成果だ。

「今からヴィクトリアを手放せって言われても、正直困るでしょ？」

　そんな鋭するどい指し摘てきを受ける葉月自身もまた証しよう拠この一つと言える、

　濃い隈は未いまだ消えていないが、それでもヴィクトリアが加入する以前に比べれば血色は幾いく分ぶんか良くなっているように見える。

「今日だってお決まりの溜め息を聞いてないし」

「え、そう？」

　伊吹に言われ、葉月は口元に手をやった。

　葉月とてヴィクトリアの有用性については疑っていない。彼女が語る「風紀」が正されれば、人間社会と吸きゆう血けつ鬼きのバランスが保たれるのも理解が及およぶ。それに、独断で下した措そ置ちが世紀の大失敗にはならず、心底からほっとしている。

「今日の仕事がいつもより楽なだけよ」

　とはいえ素す直なおに認めるのは癪しやくなので強がってみる。面めん倒どう極きわまりない後処理を背負い込まされた恨うらみは隈と同様に中々消えるものでもない。

「今日って何をやってたの？」

「ん、あっ、丁度ほら、あれよ」

　葉月は伊吹に階下を指し示す。

　本部ビルは五階までが吹ふき抜ぬけとなっており、二階からは一階のロビーが見み渡わたせる。

　いつの間にかそこには女子の集団がいた。

　全員同じ制服を着ているところを見るに、どこかの学生だろうか。

　普ふ通つうの学校ではないことは一いち目もく瞭りよう然ぜん。何しろ人種が様々。欧おう州しゆう系が一番多いものの、東洋系、中東系、アフリカ系と一通りの顔がある。

「インターナショナルスクール？」

「サスディ女学院って海外の学校よ」

「海外？　海外の学校が何でここに？」

「修学旅行よ」

　ますますわからなくなる伊吹に、葉月は説明をする。

「修学旅行って言っても、そこらの三泊ぱく四日とはわけが違ちがう。七つの海を船で巡めぐる世界一周クルーズ。しかもその船ってのが自前らしいから、とんでもないわよね」

「つまり、お嬢じよう様さまってことか」

　伊吹は階下の感想を呟つぶやく。

　制服は普通の青色よりも鮮あざやかな瑠る璃り色いろのワンピース。夏の暑気に合わせたノースリーブによって演出された涼すずやかな気品は、成なる程ほど、如い何かにもそれらしい。

「ホノルルから横よこ浜はまに寄港したのが昨日。中ちゆう華か街がいとかの観光名所はあらかた回ったから、今日は近場の東京に足を運んでるのよ」

「名所の一つに血戦局うちも数えられてるんだ」

「そういうこと。それでアタシが案内役をやってたの」

「長官が？　わざわざ？」

「初めに連れん絡らくを受けた時は訪問自体をお断りしたのよ。でも、やっぱり相当なお嬢様学校らしくって、前金としてとんでもない額の寄付金を振り込まれて、本来のギャラもまさしく目玉が飛び出る額を提示されたから、仕方なくね。いやあ、お金ってあるところには本当にあるのね……」

　血戦局は特務機関。一いつ般ぱんの立ち入りは大きく制限しているのが通常である。

　だが同時に特務機関ならではの出費の多さもある。特に昨今の超過労働オーバーワーク状態は湯水のように経費が流れて行くので、臨時収入を断るのはむしろ失策と判断される。

「吸血都市なんて揶や揄ゆされるここ東京だけど、つい最近から都市情勢がいくらか安定したってことで、修学旅行の立ち寄り先に選んだんだって」

「つまり、やっぱりヴィクトリアのおかげで大金が転がり込んで来たってことだよね」

「うっさい」

　意地でも素直にならない葉月と、しつこく煽あおる伊吹であった。

「それにしても、物好きな学校もあったもんだね。血戦局の本部なんてでかいだけで特に見所なんてないはずなのに」

「現げん役えきの構成員がそんなこと言わない」

「というか修学旅行って、まだ七月の初めだよね」

「あっちの学校は六月にはもう長期休きゆう暇かに入るんだって」

「へえ……」

　葉月の説明を聞き終え、伊吹は改めて女子の集団を見る。

「えっと、何だっけ、サディ？」

「サスディ女学院」

　伊吹の言い間ま違ちがいを訂てい正せいしたのは燦だった。

「ハンガリー某ぼう所しよにある寄宿学校ですよ。セレブ御ご用よう達たしで有名なル・ロゼよりもずっと歴史があるとか」

「へえ、初めて聞く名前だ。そのロゼってのはどこかで聞いたことがあるけど」

　伊吹も心当たりがあるル・ロゼとは、スイスにある寄宿学校である。世界一高い学費と引き換かえに最高級の教育を受けられるとあって、世界中のセレブが子供を送り出している。

「知名度のなさは当然です。何しろサスディは超ちようがつく問題児ばかりが集められた、ある種の隔かく離り施し設せつですから」

　そう言って燦は、葉月よりも詳くわしい説明に入る。

「王侯貴族にマフィア、そういったいわくつきの家系の中でもさらに手に負えないわけあり。あそこにいるのは、殺人衝しよう動どうや異常性愛を問題視されて実家から厄やつ介かい払ばらいされた、いわゆる『鬼おに子ご』なんですよ」

　ロビーの方向を指差し、燦は語る。

「創立は十七世紀、ハプスブルク家の手によるもの、だったかな。当初は男子校もあったらしいけど、校内にわかりやすい暴力が蔓まん延えんした結果、早々に崩ほう壊かい。女子の方は度たび々たび猟りよう奇き的な事件を起こすも単たん細さい胞ぼうな男にはない狡こう猾かつさで切り抜け、現在まで存続」

　それが血戦局を訪おとずれた女学院の真実、らしい。

　中々に衝しよう撃げき的な内容だが、その真しん偽ぎよりも気になる点がある。

「アンタ、妙みように詳しいのね？」

　葉月は燦を睨にらむ。単なる物知りでは済ませられない雰ふん囲い気きを感じ取ったのだ。

　向けられる疑ぎ惑わくの眼まな差ざしに対し、洒しや脱だつな吸血鬼は不敵な笑えみと共に答える。

「だって、私の潜せん伏ぷく先の候補でしたから」

「潜伏？」

「伊吹にはいつか話しましたよね、学校っていう閉へい鎖さ環かん境きようは限られた人間しか出入りしないから、隠かくれ家がとして考えたら最適なんです。特にサスディ女学院は最さい高こう峰ほう。悪どい権力者共が我が子の醜しゆう聞ぶんを隠すために運営してる隔離施設は、ひとクラス丸ごとの妊にん娠しん騒そう動どうが起きても世間にはまったく漏もらさない」

　軽くどぎついワードを放ほうり込んでくる燦。

　葉月がどう反応するべきか迷っていると、伊吹が素っ気なく言う。

「でも、あくまで候補だった、と」

「そう。何たって書類審しん査さの段階で落選しちゃいましたから。詐さ欺ぎ師しスキルをフル活用して理想的にして渾こん身しんの願書を送ったのに落とされるなんて、さすが最高峰だなあって感心しましたよ」

　あっさりと白状する燦。

　ヴィクトリアの打だ倒とうを目指すこの吸血鬼は、すでに数年前からその封ふう印いん場所がある東京に居を移していた。故ゆえに、今さらヨーロッパの隔離施設などには欠片かけらも未練は抱いだいていないのだ。

「遠目からだとあくまでお嬢様で、そんなやばい感じはないけどなあ。隔離施設なのに修学旅行をしてるくらいだし」

「閉じ込めて抑よく圧あつしてばっかりだと、いつか爆ばく発はつして取り返しのつかないことになると思ってるんじゃないですか。まあ、本当のところどうなのかはわかりません」

「あんなに説明しておいて無責任な」

「所しよ詮せんは部外者ですもん」

　すでにもう興味が失うせたのか、緩ゆるい会話をする伊吹と燦。

　その横では反省する葉月がいる。

　機関運営のためとはいえ、金に目が眩くらんだ自分の何と愚おろかなことか。

　今後は接せつ触しよくする相手の調査を徹てつ底ていしようと思いつつも、結局何事もなくロビーから外へ出て行く女子生徒たちを見て安あん堵どする。

　──とりあえず臨時収入の一部は情報収集の部門に回そうかな。

　そして視線を外そうとしたその時──

「え？」

　事態は動いた。

　集団から離はなれた女子生徒の数名がエレベーターに乗ってしまったのだ。

　普通のエレベーターなら誰だれかしらを向かわせれば済むことなのだろうが、女子生徒が乗ったのは、直通だった。

　行き先は最上階。『風紀委員会』の執しつ務む室。

「ちょっ、やばいでしょこれは」

　葉月たちはすぐさま後を追う。

　伝統的に、乙女おとめと吸血鬼の組み合わせは危険の一言。

　さらに言えば、向かう先にいるのはただの吸血鬼ではない。両者が遭そう遇ぐうの末にどんな展開に至るのか、想像するだけでもう頭が痛い。
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「だあ畜ちく生しよう！　ハイスコア逃のがした！」

　デスクから大声が轟とどろく。反射的にコントローラーを投げ飛ばそうとして寸前で踏ふみ止とどまるヴィクトリアである。

　そのもとへ来客があった。

「ん？」

　豪ごう奢しやな扉とびらが開き、執務室に三人の女子生徒が足を踏み入れた。

　一人は地味なおかっぱ頭。顔立ちは東洋系。

　一人は派手に髪かみを結ゆっている。こちらも東洋系。

　一人は褐かつ色しよく肌はだの高身長。大きなサングラスをかけていて顔立ちは窺うかがい知れない。

　三人は室内を見渡すや携けい帯たい端たん末まつを取り出し、カシャカシャ、と写真撮さつ影えいをし出した。他に類を見ないほどに飾かざり立てられた様相を記録に残したくなるのは確かにわかるが、一言の断りもないその振ふる舞まいは中々に無礼である。

　だがヴィクトリアは、

「どちら様かな？」

　まずそう吞のん気きに問いかけた。

　それは強さ故の鷹おう揚ようか。

「…………」

　ヴィクトリアは特に追つい及きゆうしたりはしなかった。

　──どうせ下のミスか何かだろう。

　──数分後には引き取り手がやって来るはず。

　そう思って早くもゲームに戻もどろうとする。

　幸いにも現在は喉のどが渇かわいておらず、乙女に用はない。

　その態度は鷹揚というよりはもはや大おお雑ざつ把ぱ。埒らち外がいの『不死身』を有するこの真祖は、脅きよう威いにならないと判断した相手にはとことん油断し慢まん心しんする傾けい向こうがある。

　不意の来客を躍やつ起きになって追い返すことなく、それどころか、デスクのすぐ前までの接近を許した。

「むおっ？」

　思わずのけぞったのは、三人にまじまじと顔を覗のぞき込まれたから。

　しかしそれでもまだヴィクトリアは対応をしない。単純に面めん倒どうくさがっているようにも見える。

　そんな様子に呆あきれたのか、褐かつ色しよくの女子生徒がやっと声をかけてきた。

「こんな天気のいい日に部屋にこもってゲームに没ぼつ頭とうするなんて、勿もつ体たいなくない？」

　馴なれ馴れしさ全開の物言いはさすがに癇かんに障さわり、ヴィクトリアもゲームの画面から顔を上げ──目を剝むく。

「お、気付いちゃった？」

　そう言って女子生徒はサングラスを外す。

　これがまた駄だ目め押おしだった。

「私がわかる？」

　驚きよう愕がくの理由は、口元と瞳ひとみの色。

　そして何より、少女らしさもある顔立ちの馴な染じみ深さ。

「貴様は!?」

　これを見せつけられてはヴィクトリアとてゲームを中断せざるを得なかった。
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　直通エレベーターとは別ルートで執務室を目指すのは大変だ。多た忙ぼうな人間を多数抱かかえる高層ビルのエレベーターは常に全すべてが稼か働どうしており、最上階に到とう着ちやくするまでは各階で一々停とまって煩わずらわしい。

　よってベタだが、急ぎの用なら階段を駆かけ上がる羽目になる。

　現げん役えき猟血官ハンターと吸きゆう血けつ鬼きはともかく、前線から離れている司令長官には重労働だった。

　しかも災難は畳たたみかける。

　息を切らして駆け込んだ先で、衝撃の光景を目まの当たりにすることになる。




　女子生徒の胸を貫つらぬくヴィクトリア。




　想像していたのはせいぜいが吸血まで。

　高貴なる乙女の血は吸血鬼にとって何よりの御ご馳ち走そうだというし、柔やわらかな首筋に牙きばが突つき立ってはいけないと急いだのだが──

「わあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ！」

　想像を絶した展開に、葉月は絶ぜつ叫きようを張り上げた。

　監かん督とく不行き届き。

　国際問題。

　引責辞任。

　様々な未来が一気に脳のう裏りを駆け巡めぐるが、次に聞こえてきた声が全てを押し流した。

「気付いた途と端たんに急しん所ぞうを潰つぶすなんて、マジに、まったく変わってないね」

　平然と喋しやべる女子生徒。

　褐色の胸には確かに貫ぬき手てが突き刺ささっている。

　頭部に矢を射られても角度によっては命に別状はない、そんな事例もある。

　だがあのヴィクトリアが仕損じるとは思えない。放つ一いち撃げきのどれもが間ま違ちがいなく致ち命めい的。

　故に相手そのものにこそ原因がある。

　つまり常人ではない。

　では何者なのか。

　それは、双そう眸ぼうに満ちた赤色と口内に生えた二本の牙が物語っている。
















「ちっ！」

　ヴィクトリアは次の一撃を叩たたき込むべく貫手を抜ぬく。

「おっと、それじゃあ話は進まないし」

　だがその前に、結ゆい髪がみの女子生徒が動いた。その手をかざすと、触ふれてもいないのに真祖の身体を吹ふき飛ばした。

「邪じや魔まを！」

　ヴィクトリアは造作もなく着地する。ダメージはないようだが、距きよ離りを大きく開けられてしまった。

「あれは『念動力』、ってことはあっちも……」

　今の光景を見た伊吹は、おかっぱの女子生徒にも目をやる。

　必然、彼女もそういうことになる。

「吸血鬼……！」

　葉月が呻うめく。

　何たる失態。

　まさか本部への侵しん入にゆうを許すとは。

　瑠る璃り色いろのワンピースということは、先さき程ほどまでビル内を見て回っていたということになる。

　自分の迂う闊かつさにほとほと嫌いや気けが差すが、血戦局司令長官は失態を嘆なげいて思考放ほう棄きをするまでの無能ではない。

　三人それぞれを観察し、情報を引き出そうとする。

「ヒルデガルド……」

　すると燦が赤あか眼めを見開き呟つぶやいた。

　その視線の先にいた同じく赤眼の少女が応じる。

「そっ。私はヒルデガルド・バートリー。本名は堅かた苦くるしいから、気軽にヒルダって呼んでくれる方が嬉うれしいかな」

　自己紹しよう介かいの後、長身は颯さつ爽そうとデスクに飛び乗り、自分を見せびらかす。

　この時にはすでに貫かれていた胸は綺き麗れいに、何事もなかったかのように塞ふさがっていた。

「バートリーって『傲慢派プライド』の……」

「うんうん、長官ちゃんの思ってる通り、時には『鉄血姫アイアンメイデン』なんて呼ばれることもある私だったりして」

　吸血鬼の言葉に、葉月はついに絶句する。

　二つ名の所有は強者・難物の証あかし。中でも彼女こそは大物も大物。

「これはまた、らしくない吸血鬼だね」

　見せびらかされているのをいいことに、伊吹はその姿を思う存分に堪たん能のうする。

　亜あ麻ま色いろの髪は動き易やすそうな短さに切り揃そろえられ、すらりとした長身は程よく引き締しまっている。その肌は褐色というより小麦色と表現する方が相応ふさわしく思う。

　全体的に潑はつ溂らつとしており、健康的な印象を覚える。

　死と退たい廃はいのイメージを持つ正しい吸血鬼像とは真逆。

　その点がまず、吸血鬼らしい吸血鬼には気に入らなかった。

「ヒルダ、貴様、その有ザ様マはどういうことだ」

　当然のように名を呼ぶヴィクトリア。

　しかしその声こわ色いろに親しみは微み塵じんも含ふくまれていない。むしろ憎にくしみの類たぐいをありありと感じられる。

「あれ、ヴィクトリアは前の方が好きだった？」

　小麦色の少女はあくまで軽かろやかに。

「ヴィクトリアに眷けん属ぞくにしてもらったのはもう四百年以上も昔になるのかな。あの頃ころの私は、色白で華きや奢しやで病的で、まるでお墓から掘ほり出したばかりの死体そのものだったよね。あれはまあ、らしかったんだろうけど、私本来の好みは今の方面だから、よろしくどうぞ」

　ヒルデガルド・バートリー。

『傲慢派プライド』。

『鉄血姫アイアンメイデン』。

　彼女に関する話題はいくつかあるが、この場における最大の焦しよう点てんを上げるなら、どうしても真祖の眷属であるという一点に絞しぼられる。

「ああ、顔を見ているだけで苛いら々いらする」

　血を分け与あたえた少女を、ヴィクトリアは鬼おにの形ぎよう相そうで睨にらみつける。

　なぜなら眷属こそが、ヴィクトリアを百年の封ふう印いんに追いやった元げん凶きよう。吸血鬼へと転生させてくれた大恩を忘れた裏切りを、決して許してはならない。完かん膚ぷなきまでに叩き潰し、その存在の一いつ片ぺんまでを屈くつ服ぷくさせてやらなくては、真祖の名が泣く。

「それは日焼けだな。褐色の吸血鬼など珍めずらしくもないが……天敵であるはずの太陽で肌を染める奴やつなど、聞いたことがない」

　そこがここまでの接近を許した原因でもあった。

　日焼けした吸血鬼はありえない。

　容姿の変化もそうだが、そんな先入観が判断を遅おくらせた。

「規則違い反はんだ。故ゆえに殺す」

　厳然と告げるヴィクトリア。情は一いつ切さいない。

「遥はる々ばるハンガリーから、しかも航路でやって来たんだからさ、そんな邪じや険けんにしないでよ。せめて眷属の紹介くらいさせてくれない？　眷属の眷属となれば、ヴィクトリアにとっては可愛かわいい孫みたいなものでしょ？」

　ヒルデガルドは共に入室した二人に目を向ける。

　おかっぱ頭と結い髪。ヒルデガルドの素す性じようが明らかになった以上、この二人もきっとただ者ではないのだろう。

　しかしヴィクトリアは、

「知るか」

　一切注意を払はらわない。自身を『念動力』で吹き飛ばした結い髪の少女をも完全に無視し、最優先の粛しゆく正せい対象を見み据すえる。

「ありゃま、ねえサンジェルマン、我らが真祖様ってここまで頑がん固こだった？」

　ヒルデガルドは知ち己きの少女へと話を向ける。

「……ここ最近になってさらに自分を確立しちゃった印象がありますね。あと、サンジェルマンじゃなくて、燦だから」

「はいはい、あ、そう言えば燦、燦はヴィクトリアに負けたんだって？」

「……………………………………………………そうですけど」

「めっちゃ溜ためたね」

「ええ、ええ、負けた、負けたよ、負けましたとも。挙句に大事なモノを散々奪うばわれてね。『傲慢派プライド』として貴方あなたも挑いどむっていうなら止めませんけど、せいぜい私の二にの舞まいを演じないように頑がん張ばってください」

「んん？　何言ってんの？」

　燦の言葉に、ヒルデガルドが異論をぶつける。

「私は別に争う気はないよ。燦みたいに、真祖にコンプレックスを持ってないもの」

　ヒルデガルドは抜け抜けと言う。

　しかしまったく相手にしていないというわけでもないはず。

　だから伊吹は思わず割り込んだ。

「わざわざ修学旅行生を装よそおってまで潜せん入にゆうしてきた癖くせに？」

「あーちょっと待った、一応言っとくけど、私は実際に女学院に通ってるから。元々地元ってことで居い心ごこ地ちが好よくて、もう何年も何年も留年してたりして」

　ヒルデガルドはそう補足してから、

「なんて話をしてたら、ホームシックになってきた。久しぶりのヴィクトリアとは全然会話が嚙かみ合わなくてつまんないし、もうひとまず船に帰ろっかな。うん帰ろう」

　あっさりと宣言した。

　あまりにも唐とう突とつに言い放つので、それは益やく体たいもない軽口にしか聞こえない。

　だがヒルデガルドは本気だった。

　彼女が自ら何か行動を起こすことはなかったが、代わりにおかっぱ頭の少女が示し合わせたかのように動いた。

「あらよっと」

　そんな掛かけ声と共に、窓を覆おおうカーテンを一気に剝はぎ取る。

　時刻はまだ夜には遠く、室内は強きよう烈れつな『日光』に照らされる。

「ぐっ！」

　ヴィクトリアは反射的に一いつ瞬しゆんだけ怯ひるむ。

　そしてまさしく、そこからは一瞬の出来事だった。

　カーテンを剝がすのが合図だったのか。

　まず窓の外に影かげが現れた。どこか歪いびつだが、手と足があるシルエットは人ひと影かげだ。

　高層ビル最上階と同位置という高高度にて、その人影は執しつ務む室に向けて筒つつ状じようの武器を構えている。

　ボシュッ！

　発射音らしきものが聞こえたかと思うと、窓を突つき破り、室内に飛ひ翔しよう物体が襲しゆう来らいした。

「げっ!?」

　人間離ばなれした動体視力を持つ伊吹は声を上げた。

　ヴィクトリアと燦も見た。

　だが、それがロケット弾だんだと判別できたからといって、爆ばく発はつを防げるわけではなかった。

「────」

　誰だれかが何かを言ったのかもしれないが、聞こえない。

　爆ばく炎えんと爆ばく風ふうが執務室を蹂じゆう躙りんする。

　調度品も、デスクも、一面の窓ガラスも吹き飛ばされる。その上追い打ちのように黒こく煙えんが室内に充じゆう満まんする。

　そんな大惨さん事じ。

　それでも。

　唐突すぎるほど唐突な事態に直面しても、目立った負傷者は出なかった。

　ヴィクトリアと燦は吸きゆう血けつ鬼きだ。ロケット弾の爆発程度では死にはしない。

　伊吹もまた吸血鬼に類する超ちよう人じん的挙動によって回かい避ひに成功。

　ただ一人だけ常人並みの身体強度の葉月も、その伊吹に咄とつ嗟さにかばわれたことで無事命拾いした。

「げほっ、ごほっ、ロケットランチャーか、無茶するなあ……」

「あ……ありがと、伊吹……」

　やがて煙けむりが晴れる。破は壊かいされた窓から入り込む風と光が、部屋の様相を露あらわにする。

　早い話が酷ひどいものだった。時間の風化によって朽くち果てるのならまだ趣おもむきがあっただろうに、爆発によって一瞬で散らかされ汚よごされた室内に数刻前の豪ごう奢しやな面おも影かげは一切ない。

　そして同時に気付くことがある。

「いない……」

　葉月が周囲を見回して呟く。

　瑠る璃り色いろのワンピースの姿は室内のどこにもなかった。

　ふと破壊された窓を見る。枠わく組ぐみだけの大穴。恐おそらくそこから離り脱だつしたのだろう。心臓を潰つぶされても平気な身体なら、高層ビル最上階だろうと道みち端ばたの段差から飛び降りるのと大差ないに違いない。

「いやはや、鮮あざやかな手て際ぎわだったね」

「それは、そうかもしれないけど、アイツ、何がしたかったの？」

　惜おしみなく称しよう賛さんする伊吹に対し、葉月は首を傾かしげる。

　吸血鬼の行動は突とつ飛ぴが常。そこに理由付けをするのは大たい抵ていが無む駄だな作業で終わるものだが、それにしてもわからない。ロケット弾一発で即そく退散とは。煙が充満している内に一人くらいにでも致ち命めい傷しようを負わせて行けばいいものを。

　そんな風に葉月が思い悩なやんでいると、

「ない！」

　大声がした。

　声の主はヴィクトリア。

　日差しの届かない部屋の奥に陣じん取どり、視線を忙せわしなく周囲に巡めぐらせている。その表情には焦しよう燥そう感がある。

「ないって何が？　お気に入りの漫まん画がが爆散でもしました？」

　同じく日差しを避さけた燦が物もの陰かげから尋たずねる。

　確かに、吸血鬼もののコレクションは散々だった。まず現在進行形で燃えている。爆炎を免まぬかれた品々も煤すすで汚れてしまい、ほぼ全すべて買い直しが必要になる。

　その散々な光景を目にした瞬しゆん間かんは怒いかりが湧わき上がった。

　しかし替かえが利きく以上、そこまで焦あせりはしない。

　つまりなくなったのは、替えが利かない逸いつ品ぴん。

「棺ひつぎを盗ぬすまれた！」










　第二章　出航




　由ゆい緒しよ正しき吸血鬼にとっての棺とは、最さい期ごの拠より所どころ。

　人間時代の全てを捨てた果てに唯ゆい一いつ残った遺産こそ、この世ならざる身をこの世につなぎ止めるための安全装置セーフテイなのである。

　故ゆえに盗とう難なん被ひ害がいに遭あったヴィクトリアは焦った。

　あれを失っては吸血鬼を名乗れない。

　爆発によって燃え散ったとは思わなかったし、思いたくもなかった。

　実際のところ、破は片へんの一つすらなく消え去った現状は不自然極きわまりなく、ヴィクトリアは盗難と状じよう況きようを断定した。




　そして同様に、我が慢まんならない者たちがいた。

　血けつ戦せん局きよくである。

　こちらはより単純な話だ。本部最上階にロケットランチャーをぶち込まれておきながらこれを見み逃のがすなど、そんな特務機関があるものか。

　司令長官の号令で報復部隊が編制され、出しゆつ撃げきする。

　向かうは横よこ浜はま港。サスディ女学院所有の豪ごう華か客船。




　　　[image: ばつまーく]




　全高六十四メートル。全長三百四十メートル。

　巨きよ大だいな船体が港に停てい泊はくしている。

　宿泊施し設せつは当然、レストラン、プール、シアター、スケートリンク、果てはカジノまでも備えた豪華客船は、ほとんど水上宮きゆう殿でんといった趣おもむきである。贅ぜいに彩いろどられた内外は、そこらの一流ホテルであってもそうそう太た刀ち打うちできない。

　しかもこれらの全てがたった一つの女学院の修学旅行のためだけに使われているのだから驚おどろきだ。

　巨大な威い容ように加え、そんな異様さにも惹ひかれたのか、港には多くの野や次じ馬うまが集まっていた。ただし、それは先刻までのこと。今は解散させられ、代わりに物々しい黒服の団体がやって来た。

　血戦局の報復部隊である。

　銀製の半月斧バルデイツシユや放水器で武装した猟血官ハンターたちは隊列を組み、陣じん形けいを敷しく。本来なら百単位の吸血鬼集団にも通用するこの規模を少数に当て、反はん撃げきを一いつ切さい許さない間断なき波状攻こう撃げきを仕し掛かけてやる。

　気き炎えんは万ばん丈じよう。

　しかし部隊はすぐさま船内へ突とつ入にゆうすることはしなかった。

「連中は何をもたもたやっている？」

　報復部隊の様子を眺ながめ、ヴィクトリアは眉まゆ根ねを寄せた。

『風紀委員会』の三人は隊列に加わっていない。現在はスモーク張りの人員輸送車の中にて待機中である。

「お行ぎよう儀ぎよくタラップが下りるのを待っているのか？　海上を航行しているならともかく、停とまっている今ならロープでも何でも使って踏ふみ入ってやればいいものを」

「いやあ、そんな乱暴なマネは中々できないよ」

　横の席から伊い吹ぶきが言う。

「あの船の中には人ひと質じちがいるからね」

　人質の存在は常に局面を左右し得うるが、血戦局に対しては特に効果を発揮する。

　一いつ般ぱん人じんに危害加えるべからず。

　吸血鬼に対たい抗こうする手段として数多くの武装を所有している血戦局は、ともすれば不当な批判に晒さらされることもある。単なる暴力装置と見み做なされて社会的立場を危あやうくされては吸血鬼退治どころではないので、構成員は先の規則を厳守している。

「わけありの女学院だとしても一般人は一般人。その上親元は金持ちの権力者。掠かすり傷一つだけでもどんなクレームが飛んで来ることか、って葉は月づきがぼやいてたよ」

　伊吹はふと目をやる。

　部隊の陣じん頭とうには葉月が立っている。蒸むし暑い夏日にあってもロングコートを脱ぬがず、額に汗あせして指揮を執とっている。

　司令長官自らが前線に出張るほど、事態は深刻なのだ。

　人質の解放に失敗したなら、社会的信用を大きく損そこなうことになる。

　しかも相手は『鉄血姫アイアンメイデン』ことヒルデガルド・バートリー。

　必殺の陣形と謳うたっても、半分は削けずられるのは覚かく悟ごしておかなくてはならない。

　さあ、この事態をどう切り抜ぬけるかで、血戦局の明日は大きく動く。

『あー、あー、こちら血戦局。ヒルデガルド・バートリー、アンタは包囲されている。そこにいるのなら無駄な抵てい抗こうはせず、速すみやかに投降することをお勧すすめする』

　拡声器を用いて船に向かって呼びかける葉月。

　恐らく無駄だが、形式的な順序として行う。

「何だあれは、茶番か？」

　その様子を見て、ヴィクトリアは貧びん乏ぼうゆすりをする。

「そんなに焦ってるなら、真っ先に突つっ込めばいいのに」

　伊吹が煽あおる。

　相手の居場所が明らかな以上、ヴィクトリアは猪ちよ突とつ猛もう進しんに仕掛けるものかと思っていたが、意外にもひとまずは報復部隊に出番を譲ゆずったのだ。

「……確かに焦っているし、相当に怒おこってもいる。だが、冷静冷れい徹てつな思考を失ってはいけない。激情に突き動かされて視野狭きよう窄さくになった結果、痛い目を見ているからな」

　ヴィクトリアはちらりと燦さんに目線をやる。

　真しん祖そにとって眷けん属ぞくは見下すべき相手だ。

　だが同時に侮あなどれない難敵とすでに認めてもいる。

　固く握にぎり締しめた拳こぶしを見るに、本当なら豪華客船ごと叩たたき潰してやりたいのだろう。だが迂う闊かつな行動は命取りだと身に染しみてもいるので、必死に己おのれを律しているわけだ。普ふ段だんはだらけていても、そこはやはり風紀委員長らしい。

「それに環かん境きようが悪い。著いちじるしくな」

　スモーク張りの窓の外を向き、ヴィクトリアは憂ゆう鬱うつな表情を浮うかべる。

「見ろ、『日光』、『流水』、『敷しき居いの呪のろい』、弱点だらけだ」

「まだ昼だし『日光』はわかる。『流水』はまあ港だし海だよね。でも『敷居の呪い』はどこに？」

「船だ。あれだけ巨大だと乗り物でありながら建築物との認にん識しきも生まれ、呪いが適用されてしまう。私はあそこに家主の許可なく立ち入れない。ちっ、洒しや落らくさい真ま似ねを」

　このように、ちりばめられた弱点が抑よく止し力りよくともなってヴィクトリアの激情を寸前で踏み止とどまらせている。

「ヒルデガルドはああ見えて完かん璧ぺき主義の気が昔から強かったですからね。迎むかえ撃うつ準備は怠おこたらないでしょう」

　燦のどこか他ひ人と事ごとのような言葉に、伊吹が指し摘てきを入れる。

「そういえば、争う気はないって言ってたよね？」

「あんなのは口から出任せ、戯たわ言ごとに決まっている。私の眷属ならば、私が棺をどれだけ大切にしているか知っているはずだ。それをあろうことか、盗むとは……。これは明確なる宣戦布告だ」

　ヴィクトリアは静かに語気を強める。

　しかし理性はまだ働いている。

　逆にこの状態から我を忘れるようなことがあったら一体どうなってしまうのか。伊吹は人知れず身み震ぶるいをする。

「何か出たぞ！」

　と、部隊の中から声が上がる。

　船から投とう擲てきされるものがあったのだ。

　ガシャンッ、と部隊のただ中に落下したのは、筒つつ状じようの武器──ロケットランチャーだった。弾だん薬やくは装そう塡てんされていなかったため衝しよう撃げきで爆ばく発はつするようなことはなかったが、これはそもそも攻撃を意図していない。

　これは意思表示。

　本部を爆ばく破はしたのは誰だれか。

　船にいるのは誰か。

　撃ち放った後だろう空のロケットランチャーが全てを示している。

「……舐なめくさってるわね」

　こめかみを引き攣つらせながら、葉月は指揮のため後方に下がる。

　戦せん闘とうがまもなく始まる。

　部隊全員の予感は当たる。

　客船の出入り口に人ひと影かげが現れる。タラップを下ろし、港へと降りてくる。

「何だ、何者だ、お前は！」

　女子生徒ではない。

　姿を見せたのは、くすんだ金髪の壮そう年ねん男性。

　とても大おお柄がらな上に体格も優すぐれ、スーツの上下を着ていてもまずサラリーマンの類たぐいには見えない。女学院の引いん率そつ教師にも客船の乗務員にもまるで見えない。その全身から発散される雰ふん囲い気きはどこか獣けものじみている。

「私はヒルダ様の眷属、ラインホルツ・グライリッヒと申します。ええ、お察しの通り、善良な人間ではありません」

　大男は風ふう体ていに似つかわしくない丁てい寧ねいな口調で挨あい拶さつした後、口角を吊つり上げ、牙きばを披ひ露ろうする。

　吸きゆう血けつ鬼き。

　ヒルデガルドの眷属。

　執しつ務む室に連れ立っていった二人の少女以外にもまだいたらしい。現段階では詳しよう細さいな情報はないが、『鉄血姫アイアンメイデン』の血を分け与あたえられた存在が雑ざ魚こであるはずがない。

　血戦局の面々は自らの使命に従い、武器を構える。

「ああ、敵対はまだ早い。まず我が主あるじの言い分を聞いてから、事を始めるかを判断してください」

　そう切り返した大男改めラインホルツは、客船の出入り口を指し示す。

　さすがにこの場面でまた知らぬ顔が現れることはなかった。

　本命は軽かろやかに客船から降り立つ。

「みんな、私のために集まってくれてありがとー」

　照りつける太陽の下もとでは、瑠る璃り色いろのワンピースと小麦色の肌はだのコントラストはより鮮あざやかに映はえる。

「あは、なんてね。あまりに物々しいから思わずふざけてみちゃった」

　眩まぶしい笑えみを浮かべてみせるヒルデガルド。

　物々しいなどと言ってみても、その実、まるで脅きよう威いに感じていないのは明白だ。武装した部隊全員に一挙手一投足を注目されようと余よ裕ゆうを崩くずさない態度は、真祖と通じる部分がある。ただし比ひ較かくすると、些いささか以上に軽さが目立つが。

「まったくさあ、ちょっとロケットランチャーをぶち込んだだけでこんなに押し寄せて来るなんて、血戦局って暇ひま人じんの集まりか何かだったりするの？」

　吸血鬼と人間の感性の違ちがいか。

　平然と、ちょっと、と言ってのける。

「テメエ、ふざけんな！　どれだけ喧けん嘩か売れば気が済むんだ！」

　部隊の中から怒ど声せいが上がる。

　猟血官ハンターの生なり業わいは文字通り吸血鬼の狩しゆ猟りよう。仕事として淡たん々たんとこなす者もいれば、趣しゆ味みとして全力で楽しもうとする変わり者もいる中、特に声が大きいのは憎にくしみを原動力にしている者。ただ吸血鬼であるという事実だけでも我が慢まんできないその手の連中にとって、ヒルデガルドの態度は憤ふん慨がいに値あたいした。

「いきり立ってるね。でも相手するのは嫌いやだなあ。私って戦闘そのものはそんな得意じゃないし、血戦局にも全然興味ないから」

　しかし当のヒルデガルドは向けられる敵意と真ま面じ目めに取り合う気はないらしい。

「そこでどう、手打ちにしない。武器を下ろしてくれるなら……そうだ、この船に乗せてあげる。うら若き女子生徒たちが同どう伴はんする世界一周クルーズを堪たん能のうさせてあげる」

　そんなふざけた提案をする始末。

　交こう渉しようの真似事だとしてももっと体てい裁さいを整えるべきだろうに。

　この時点で血戦局のプライドはズタズタに引き裂さかれた。

　個人的な憎しみの有う無むはもはや関係なく、部隊全員が混じり気のない殺意を漲みなぎらせる。

「放て！」

　初手は放水器。

　二十人からなる一団がタイミングを合わせ、ヒルデガルドへと一いつ斉せいに『流水』を浴びせかける。一点集中された威い力りよくは正しく鉄てつ砲ぽう水みず。攻こう撃げき対象を押し流すどころか砕くだき割る勢いがある。

　生半可な吸血鬼なら、一秒と耐たえられず泣きを入れるだろう。

　だが今回の対象は生半可とは程ほど遠とおい境地に立っている。

「ひゅう、すーずしいー！」

　まるで効いていない。

　弾はじける水みず飛沫しぶきが小麦色の健康美を引き立たせる。

　ヒルデガルドは弱点克こく服ふくを目もく論ろむ『傲慢派プライド』を代表する吸血鬼。

　耐たい久きゆう性に関しては随ずい一いち。

　初手で仕留められるような甘い相手ではないことは説明済みであり、この程度ではまだまだ部隊に動どう揺ようの色は広がらない。

「放水止やめ！　Ｇスモーク投げろ！」

　次に、ヒルデガルドの足元にスプレー缶かんに似た物体が複数投げ入れられる。

　それらは発煙弾スモークグレネード。一つ一つから夥おびただしい煙けむりが噴ふき出し、ヒルデガルドの姿をすっぽりと覆おおい尽つくす。

　Ｇとはガーリック。それには『大蒜にんにく』の成分が大量に含ふくまれている。吸い込んでみれば臭においは当然として、味すらも感じられる濃のう密みつな仕様だ。

　弱点に該がい当とうするのなら、これはある種の毒ガスとして作用する。行動不能になるまで弱体化するならマシな方で、霧きりになって逃とう走そうを図はかろうとしたところにこれを食くらおうものなら、全身に同化・癒ゆ着ちやくして目も当てられない惨さん状じようを晒さらす羽目になる。

「うっわ、めっちゃ精力つきそうなんだけど」

　だが、これも効果がなかった。ヒルデガルドは愉ゆ快かいそうに鼻をひくつかせる。

　だとしても単純に煙えん幕まくとしても利用できる。

　敵の視界が塞ふさがっている内に、さらなる弱点を突く。

「結界班、配置につけ！」

　ヒルデガルドを囲うようにして四方に大型の『十じゆう字じ架か』が設置される。

　貴重な聖遺物は一つだけでも充じゆう分ぶんな魔ま除よけの効能を発揮するが、重ね掛がけによって強力な結界が敷しかれる。『十字架』が放つ重圧に加え、さらに結界を疑ぎ似じ的な建物と見み做なすことで『敷居の呪い』をも適用し、囲われた内部はあらゆる邪じや悪あくの存在を否定する。

　耐たい性せいのない吸血鬼ならば一いつ瞬しゆんで灰と化す部隊の切り札。

　ヒルデガルドに関してはさすがに即そく死しとはいかなかったが、わずかでも動きを止められたなら御おんの字じ。

　こちら側はすでに動いている。

「──っ！」

　二人の猟血官ハンターが結界に踏ふみ込む。

　共に装備しているのは巨きよ大だいなトンファー状の武器──パイルバンカー。持ち手部分にある引き金を引くことで先せん端たんから爆発的な勢いで『白木の杭くい』が打ち出される。

　使用者は吸血鬼とほぼ零ぜろ距きよ離りまで接近しなくてはならないが、弱点を突つくと同時に威力それ自体が非常に高く、耐久性を誇ほこる『傲慢派プライド』であってもこの一いち撃げきを食らっては平気な顔でいることは難しい。

「死ねえ！」

　猟血官ハンターたちは斜ななめ前方と後方から、十字砲ほう火かの要領でヒルデガルドの心臓目掛けて引き金を引く。

　いくら真祖の眷けん属ぞくといえども、これにはひとたまりもないはず。

　猟血官ハンターの表情に必殺の笑みが浮うかぶ。

　そして──すぐに消え去る。

　手元に伝わる違い和わ感かん。否いな、伝わってこない違和感。ただ仕留め損そこねたのではなく、もっと絶望的な何か感じる。

　と、その時、不自然な突とつ風ぷうが吹ふき、煙幕が散った。

　ヒルデガルドの状態が全体に晒される。

「どういうことだ……」

　打ち出された杭は心臓どころか肌にさえ届いていない。

　耐性を持っている場合であっても、単純な威力によって肉体を穿うがつのがパイルバンカーであるはずなのに。

　しかも至近にいる二人が見る限り、特とく殊しゆ能力を発動した様子はない。

　ただそこに在っただけ。

　損傷の再生という手順にすら至っていない。例えば『怪かい力りき』で受け止めるだとか、『念動力』で弾き返すだとか、『形態変化』ですり抜ぬけるだとか、そういった手段を取っていた方が驚おどろきはするが納なつ得とくはできる。

　本当に、どういうことなのか。

「私は傷つかない。一いつ滴てきたりとも血を流さない」

　ヒルデガルドは言う。

「故ゆえに我が二つ名は『鉄血姫アイアンメイデン』。当たり前の弱点を突く程度で殺せるとは、努ゆめ々ゆめ思うな」

　その言葉にはそれまでの軽さとは一転して威い厳げんに満ちていた。

　血戦局の面々は気け圧おされ、静まり返る。

　しかし沈ちん黙もくが流れる前に、別方向から甲かん高だかい声が多数上がる。

　いつの間にか客船のデッキには女子生徒たちが集まっており、ヒルデガルドと血戦局の衝しよう突とつを眺ながめているではないか。

　一いつ般ぱんの女子では思わず目を背そむけたくなる場面でも、サスディ女学院という隔かく離り施し設せつに在ざい籍せきする女子たちは嬉き々きとし、むしろ流血を望んでいる節すらある。

「ふふ、やっぱテンション上がる、歓かん声せいがあると」

　手を振ふるヒルデガルドの態度も元に戻もどっていた。そのまま猟血官ハンターを押し退のけ、ごく自然な足取りで結界から出て行く。

「さて、この通りまったくの無傷とはいえ、これだけやられたら慈じ悲ひ深いって評判の私でもさすがに頭にくるよね」

　けれども、現段階のその身はあくまで耐たい久きゆう自じ慢まんであって戦せん闘とう能力に重きを置いていない。

　だから──

「ここは眷属の出番だね」
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「応！　待ってましたあ！」

　集中攻撃を受ける主を見守っていたラインホルツは命が下されるや、いきなりスーツの上半身を脱ぬぎ捨て、隆りゆう々りゆうたる筋肉を露あらわにする。

「ウオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ──」

　咆ほう哮こうと共に大男の全身がざわつき、髪かみ色いろと同じ灰色の剛ごう毛もうが見る間に体表を覆っていく。加えて元々大おお柄がらだった体たい軀くが縦にも横にもさらに一回り大きくなる。

　そしてもっとも目立った変化をしたのが顔面だった。

「人狼ウエアウルフ！」

　誰だれかが叫さけんだ。

　その通り。

　ラインホルツの顔面は人のそれではなく、野性味溢あふれる狼おおかみのそれとなっていた。

　人狼ウエアウルフ。

　吸きゆう血けつ鬼きの源流の一つにも数えられるが、現代では吸血鬼の側面の一つとして取り込まれた魔ま性しよう。

　その脅威は単純明快。獣けもののごとき、ではなく、そのものと言って間ま違ちがいのない強きよう靭じん極きわまる身体能力である。

「オオオッ！」

　予備動作なしの一瞬の加速から、ラインホルツは体当たりをする。

　小細工も何もないその攻撃手段で部隊の一角が弾け飛ぶ。そうして敵てき陣じん深くに切り込んだ巨きよ体たいは剛ごう腕わんを振るい、被ひ害がいを撒まき散らす。

　特殊能力としては『形態変化』と『怪力』。

　狼ろう面めんに変じた『形態変化』は見ての通り。特に注目すべきは『怪力』である。吸血鬼の身体能力は人の限界を超こえているものだが、ラインホルツの程度はそこすらも大きく突とつ破ぱしていた。百人力と表現してもまだ過小評価。見る者が見れば、瞬しゆん間かん的には真祖をも上回っていると気付くはずだ。

　目視困難な速度で駆かけ、圧あつ倒とう的な腕わん力りよくで蹂じゆう躙りんする。

　しかも、仮に捉とらえたとしても簡単ではない。

「今度こそ風穴開けてやらあ！」

　幸運にも動きが止まった瞬間を見極めた猟血官ハンターが、巨体の脇わき腹ばらにパイルバンカーを押しつけ、引き金を引く。

　ヒルデガルドのように届かないということはなかったが、

「ガフッ！」

　ラインホルツは打ち出された『白木の杭』を受け止め、これを打ち破った。堅けん牢ろうに鍛きたえ上げられた筋肉の前に杭は折れ、パイルバンカー自体も過負荷で破は壊かいされる。

「くそっ、半月斧バルデイツシユ班、出ろ！」

　しかし敵かなわないと望みを捨てるのはまだ早い。

　人狼ウエアウルフには一点、致ち命めい的な弱点が存在する。

　それが『銀』。

　伝承においては有名。吸血鬼の弱点はここに影えい響きようを受けていると指し摘てきされている。

　現実においてもその有効性は確かく認にんされている。人狼は体内に『銀』が入ると強きよう烈れつな拒きよ絶ぜつ反応を起こし、為なす術すべなく絶命する。

　故に半月斧の出番であった。

　それは銀製。掠かすり傷でもいい。あの巨体のどこでもいいから切りつけろ。

「はっ！　やはりそうきたか！」

　ラインホルツも当然、自分の弱点については認識しているらしい。銀色の閃ひらめきを見ると、天を仰あおいで咆哮を響ひびき渡わたらせる。

　だが気合でどうにかなる問題ではない。

　半月斧を手にした猟血官ハンターたちはラインホルツを取り囲み、捨て身の覚かく悟ごで刃やいばを振り下ろす。

「……っ！」

　果たして刃はラインホルツを見事切りつけた。

　これが銀製だったなら、確かに勝負はついていただろう。

「危き機き一いつ髪ぱつでしたな」

　未いまだラインホルツは健在であり、しかしその身には明らかな異常があった。

　体表を覆う剛毛が輝かがやきを放ち、黄金へと変じていたのだ。

　それに触ふれた途と端たんに半月斧は錆さびるように黒ずみ、『銀』の特性を失った。そして『銀』でないのなら、いくら研ぎ澄すまされていようと人狼には通用しない。

「私は『傲慢派プライド』でありますぞ。唯ゆい一いつにして最大の弱点に対して何の対策も施ほどこしていないはずがないでしょうに」

　そしてラインホルツは三み度たび吠ほえ、ほとんど狂きよう喜き乱らん舞ぶの勢いで暴れ回る。

　客船からは歓声が上がる。

　そこに、ヒルデガルドがさらに盛り上がりを追加する。

「おーい小蕾シヤオレイ。ラインホルツばっかりにやらせてないで、ちゃんと手伝ってあげなー」

　呼びかけに応じるものがあった。

　突風、否、衝しよう撃げき波はが部隊へと走り、猟血官ハンター数名を軽々と吹き飛ばす。

　何者かと思えば、空中にゆらゆらと浮ふ遊ゆうする少女がいた。

「はいはい、やってやるし」

　瑠る璃り色いろのワンピースを着て、髪を派手な形に結ゆったその姿は、ヒルデガルドが執しつ務む室へと連れ立っていた眷属の片割れだった。

　ラインホルツによって大打だ撃げきを受けた部隊は確認作業をする余よ裕ゆうもなく、反射的に攻こう撃げきを仕し掛かけていた。

　浮遊する相手には遠えん距きよ離り武器。

　放水器から噴ふき出す激流に対し、結ゆい髪がみの少女──小蕾は手をかざす。

　すると激流は見えない壁かべにぶつかるように堰せき止められる。さらに手を横へと振れば、それと同じ方向に逸それる。勿もち論ろん、放水器の使用者の意思ではない。

「お返しをあげる」

　再び衝撃波が走る。

　今度は突風のような形ではなく連続かつ同時の小爆ばく発はつ。しかも一人一人が別方向に吹き飛ばされるので、隊列はもはや見る影かげもなく乱れに乱れる。

「事前報告で聞いてるだろ、そいつは『念動力』の使い手だ！」

　どこからか注意が飛ぶ。

　小蕾は執務室にてその能力を一度披ひ露ろうしている。

　しかしそれが自分の全すべてだと思われるのは甚はなはだ心外だった。

「確かに『念動力』は『念動力』に違ちがいないけど、そこらの一発芸と一いつ緒しよにしないで。私って奴やつはもっと高こう尚しような存在なんだから」

　そう言って、小蕾は武器を構える面々の前に着地する。

　猟血官ハンターたちは一いつ瞬しゆん呆あつ気けに取られるが、その慢まん心しんを叩たたき潰つぶすべく接近戦に挑いどむ。

　だが──斧も杭くいも、その身体を素す通どおりする。どれだけ振り抜いても肉を断たつ手て応ごたえは一向に感じられない。

「こいつ、もしかして霊れい体たいか……」

　吸血鬼という存在はいくつかの属性を内包しており、その中の一つに『霊ゴースト』がある。文字通り肉体を持たない幽ゆう霊れいである。この属性に着目して開発された『物理透過インヴイジブル』という特殊能力は、発動するとあらゆる物理的干かん渉しようを無効化できる。

「くそったれ！」

　業ごうを煮にやした一人の猟血官ハンターが『十じゆう字じ架か』を持ち出して殴なぐりかかってみるも、またもすり抜ける。

　これは驚きよう愕がくの出来事だった。

　物理的干渉ができないからと言ってそこで詰つみになるのでは、人間社会はとっくに終わっている。『霊ゴースト』を祓はらう技術・道具を血戦局が用意しないはずがない。例えば聖遺物などはその霊れい威いによって悪あく霊りようの類たぐいを霧む散さんさせる必殺の兵器となる。

　そのはずなのに──

「幽霊とか、だから、そんなくだらないものと一緒にするなっての」

　文句を言いつつ、小蕾は自らの正体を明言はしなかった。

　猟血官ハンターたちにしてもこれ以上の追つい及きゆうは叶かなわなかった。

「消し飛べ」

　両手を広げた小蕾は、一瞬の衝撃波としてではなく継けい続ぞく的に『念動力』を発動する。

　有効半径を二メートル、五メートル、十メートル、五十メートル、百メートルと拡大させて、人も武器も攻撃も何もかもの接近を許さない。外敵を拒絶するその様はそれこそ結界のようだった。

「くそ、くそ、くそ、こんな、こんな奴ら相手に、俺らはどうすればいいんだよ！」

　叫びたくもなる。

　吸血鬼は強大だ。

　致命的な弱点を数多あまた抱かかえていようとも、脆ぜい弱じやくな人間が対たい抗こうするのは極めて困難。

　それが紛まぎれもない事実だというのに、弱点を克こく服ふくされてしまっては対抗の難易度が不可能の領域にまで踏ふみ込んでしまう。

「反則だ……」

　誰にともなくそう呟つぶやいた。

　猟血官ハンターは吸血鬼を狩かる者。

　血戦局は対吸血鬼を標ひよう榜ぼうする特務機関。

　しかし今、自分たちの眼前に立ちはだかる連中を果たして吸血鬼と認識してもいいのだろうか。

　それ以上に遠い何か。

　人間が必死に手を伸のばしても届かない何か。

　思わずそんな錯さつ覚かくを起こしてしまうほどに追い詰められた結果、負け惜おしみを呟いてしまったのだ。

　あるいはもっと声こわ高だかに怒いかり狂くるってもいいのかもしれない。

　──反則だ！

　──反則だ！

　──規則違い反はんだ！

　しかしもはや部隊は崩ほう壊かい寸前。

　故ゆえに業ごう腹はらだが、代行者を立てる必要がある。

　吸きゆう血けつ鬼きを吸血鬼として成り立たせているかけがえのない弱点を削そぎ落とす『傲慢派プライド』に対し、人間以上に怒りを抱いだいている者がいる。

「見ていられないな」

　静かな怒りを湛たたえ、ヴィクトリア・リードは太陽の下もとへと現れた。
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　勿論、無防備に現れたのではない。

　ヴィクトリアの傍かたわらには伊吹が立ち、日ひ傘がさを差している。

「退どけ。後は私がやる」

　影に守られながらヴィクトリアは部隊を下がらせる。

　指示系統が違うのでその言葉に従う義務はないのだが、この局面を覆くつがえせるのは真祖しかいない。猟血官ハンターたちはプライドを封ふうじ込こめ、大人しく戦場から離り脱だつする。

　その様子を見届けてから、ヴィクトリアは向き直る。

「見ていられない、と言ったのは二つの意味でだ。一つは血戦局のやられ様。もう一つは、改めて目まの当たりにした貴様らのその有ザ様マだ」

　金色の瞳ひとみが視線を巡めぐらせる。

　ヒルデガルド。

　ラインホルツ。

　小蕾。

　そしてまたヒルデガルドへと戻もどる。

「その金きん狼ろうと邪じや仙せんは貴様の眷けん属ぞくで間ま違ちがいないな？」

「そうだよ。ヴィクトリアを封ふう印いんした後に、私がこれはと見み込こんだ鬼き才さいに血を分け与あたえてあげたの」

　ヴィクトリアの問いに、ヒルデガルドは朗ほがらかに答える。

　まるで自じ慢まんの逸いつ品ぴんを紹しよう介かいするように。

　しかしヴィクトリアにとっては見るに堪たえない駄だ作さくでしかなかった。

「つまり、耐たい久きゆう性については貴様が『指導』を施ほどこした結果というわけだ」

「イエス。懇こん切せつ丁てい寧ねいに教えてあげたよ」

　即そく答とうするヒルデガルドに、ヴィクトリアは溜ため息いきを吐つく。

　それは押し殺した怒りであった。ともすればすぐにでも飛びかかってしまいそうになる。

「弱点克服を目もく論ろむ『傲慢派プライド』か。何とも本ほん末まつ転てん倒とうな連中がいたものだ……」

　ヴィクトリアはヒルデガルドに向けて、その眷属に向けて、あるいは全ての吸血鬼に向けて語り出す。

「吸血鬼は不死であるが、死と無む縁えんになったわけではない。むしろもっとも身近に死を感じているべきだ。なぜなら我々は本来この世にいるべき存在ではない。当たり前の生態系から外れ、時には物理法則すら超ちよう越えつするこの身は、許されざる罪が形を成しているのだ」

　自じ戒かいのような響ひびきは、もしかしたら自分にも向けているのかもしれない。

「故にこの世へのある種の滞たい在ざい権として弱点は必要なのだ。どれだけ脅きよう威いを誇ほこっていようと、吸血鬼は条件次し第だいでいとも容易たやすく死ぬ。これは心情の問題でもある。つけ入る隙すきも何もなくては、接していてもつまらないではないか」

　吸血鬼の始まりを知るだけあって、説得力のある言葉だった。

　その死生観は、千年を超こえる時を歩む実体験から導き出されたのだろうか。現代を生きる吸血鬼にも感かん銘めいを受ける部分は大いにある。

　ただし、ヒルデガルドに関しては毛程ほども響いていなかった。

「生だとか死だとか、そんな低次元には興味はないんだけど……」

　今度はこちらが溜め息は吐く番だった。

「そもそも起点からして道を違たがえてる感があるよね。私は、ヴィクトリアみたいに吸血鬼をそこまで大それた存在とは思ってないもの」

「何だと？」

「私が志向するのは、吸血鬼の奥底。先じゃなくて奥」

　ヒルデガルドは言い放つ。

　軽かろやかに、涼すずやかに、しかしその声色には決意が込こめられてもいた。乱れた風紀を正そうというヴィクトリアにも匹ひつ敵てきし得うる確固たる決意が。

「どういうことだ？　ヒルダ、貴様何を考えている？」

　ヴィクトリアは自らの眷属の在り方に危険以上の危機を感じ取った。

　渾こん身しんの睨にらみで問い質ただすが、ヒルデガルドはもったいぶる。

「ふふん、教えて欲しかったら、ちょっと私に協力してくれないかな？　言ったよね、私は別にヴィクトリアと進んで敵対する意思はないって」

「協力？　何だこの期ごに及およんでふざけているのか？」

「真ま面じ目めも真面目、大真面目だよ。ヴィクトリアと別れてから百余年。私はひたすらに吸血鬼の奥底を目指してたんだけど、どうにもこうにも行き詰づまってるのが現状なんだよね。これはたぶん、眷属の限界ってことなんだと思う」

　目を伏ふすヒルデガルド。

　そして開いた目で今一度見み据すえる。

「だから私は真祖に協力を要よう請せいするの。ヴィクトリアがその身を預けてくれれば『傲慢派プライド』はさらに深い次元に至ることができる」

「……………………」

　ヴィクトリアは思わず絶句した。

　この真祖は基本的に『血統ブランド』の認にん定ていを受けた吸血鬼を嫌けん悪おしている。眷属ならその性質を理解しているはずなのに、これ見よがしに『傲慢派プライド』の名を出すとは。

「外で話すのも何だし、とりあえず中に入ろうよ。迎げい賓ひん館かんよりも厚いオモテナシをしてあげる」

　ヒルデガルドは片手で客船を指差し、もう片方で手招きをする。協力するのは当たり前だと言わんばかりに。

「ふうううううううううううううう…………」

　長い溜め息を吐くヴィクトリア。怒りのまま突とつ貫かんする寸前で何とか踏み止とどまる。

「話にならない。なぜ粛しゆく正せい対象と馴なれ合わなくてはならない」

「そっか。じゃあ強制連行だ。調査する前に無む駄だに傷つけるのは控ひかえたかったけど、こうなったら仕方ないね」

　ヒルデガルドの言葉を受け、ラインホルツと小蕾が身構える。

　まずはこの二体が前座を務めるようだ。

　眷属の眷属とはまた生意気な。太陽の下もとでも自由に活動するこの規則違反者たちをヒルデガルド諸もろ共とも叩たたき潰つぶしてやる。

「伊吹、貴様は手を出すなよ」

「うん、堪たん能のうさせてもらうよ」

「燦……は、どうした？」

「あれ、えーっと、あ、まだ車の中に」

「……まあいい、ここは庶しよ務むに頼たよる場面ではない」

　部下に指示を出した次に、ヴィクトリアは宣言する。

「では、正しき風紀、真の吸血鬼の何たるかを見せつけてやろう」

　そして、日傘の外へと出る。

　瞬しゆん間かん、その全身が燃え上がった。

　ヴィクトリアは『日光』に対する耐たい性せいを持っていない。不用意に影かげから顔を出せば当然こうなる。

　だが埒らち外がいの再生力は持っているため即そく死しして灰になることはない。焼滅と再生の速度は拮きつ抗こうしている。つまり『日光』に晒さらされている限りその身は燃え続ける。

「ぐおおおおおおおおおあああああああああああああああああああああああああ──」

　逆巻く炎ほのおに包まれ、ヴィクトリアは絶ぜつ叫きようする。

　まるで地じ獄ごくの責め苦を受けているかのような。

「醜みにくい……」

　その様子を見て、ヒルデガルドは露ろ骨こつに顔をしかめる。

　これは当てつけだ。普ふ通つうの人間ではこんな惨さん事じにはならない。弱点を持つが故にやはり吸血鬼は吸血鬼なのだ。

「──ああああああああああああああああああああああ」

　ただし、この状態でやり合おうとはさすがに思っていない。

　耐性はないヴィクトリアだが、対策はある。

　日傘ではない。もっと数倍、数千倍以上に規模が大きいモノを広げてやる。

「あ、ああお、お」

　ヴィクトリアはおもむろに片手を持ち上げ、天を指差す。

「覆おおえ」

　そして燃える舌でそう発音した。

　するとありえない現象が起こる。

　空を見よ。

　まるで動画の早回しのように、自然の流れとはかけ離はなれた動きで大量の雲が集まり、ヴィクトリアの頭上に広がる。

　天気予報によれば本日は終日晴天のはずなのに。

　たちまちの内に、空には分厚い黒雲が垂れ込める。

　曇くもり空ぞらというよりもほとんど夜。太陽は完全にその姿を覆われ、昼間とは思えない暗くら闇やみに周辺一帯は包まれる。

　異常気象とはまた違ちがう。

　吸血鬼が誇る特とく殊しゆ能力『天候制せい御ぎよ』。

　自然現象すら支配下に置いてみせる、風紀規則に認められた正式な特殊能力の中でも抜ぬきん出た非常識。

　神々の領域にも通じるこの能力を十全に行使できる吸血鬼は、全世界を見み渡わたしても片手で数えるほどもいないだろう。ヴィクトリアならここからさらに雨でも雷かみなりでも降らせることが可能だったが、そこまではしなかった。

「派手に過ぎるが故ゆえにあまり使わないようにしているのだが、今回は特例だ。憎にくき太陽は追いやった。これで存分に委員会活動ができる」

　ヴィクトリアは早くも炎えん上じようから立ち直っていた。

　軽く身なりを整えると、敵方に向けて力強く歩を進める。

「オウッ！」

　そこに攻こう撃げきを仕し掛かけたのは、ラインホルツ。

　獣けものの脚きやく力りよくによって金色の疾しつ風ぷうと化し、握にぎり締しめた拳こぶしを全力で振ふり抜く。

　ヴィクトリアもまた拳で迎げい撃げきする。

　二つの『怪かい力りき』がぶつかり合い、盛せい大だいな衝しよう突とつ音が響き渡わたる。

「ぬぐ!?」
















　ヴィクトリアの腕うでが千切れ飛ぶ。

　助走をエネルギーに変えたとあってか、打ち勝ったのはラインホルツだった。

　ただしその拳もまた砕くだき割れる。

　そして体勢の立て直し、再生速度に勝まさるのはヴィクトリアだった。

「ふんっ！」

　肩かた口ぐちから血を撒まき散らしつつ、巨きよ体たいの腹に蹴けりを入れる。

「ガッ！」

　直ちよく撃げきしたパイルバンカーをも逆に破は壊かいする筋肉の鎧よろいが大きくぐらつく。

　隙を見み逃のがさず追つい撃げきを叩き込む。再生した拳で放つアッパーによって巨体が宙を舞まったところに、さらに流れるような動作で踵かかと落としを入れる。

「頑がん丈じようだな、ここまでやってもまだ目立った外傷がないとは。筋肉だけではなく、その金毛が防御力を底上げしているのか。はっ、そんな立派なガタイをしている癖くせに、死にたくなくて必死だな」

　地面にめり込んだラインホルツを見下ろし、ヴィクトリアは片足を振り上げる。そのまま間かん髪はつを容いれず、心臓を踏ふみ潰さんと無造作に振り下ろす。

　だがラインホルツは何とか寸前で回かい避ひ。

　空から振ぶりとなった踏みつけは地面を粉ふん砕さいするだけに留とどまる。

「おっと」

　ヴィクトリアは場ば違ちがいな困った声を出した。踏みつけの威い力りよくが強すぎて、今度は自分の足が深くめり込んでしまったのだ。

　無論、ここは好機である。

「哈ハ！」

　小蕾が猛たける。

　両目を見開き、両手をかざし、『念動力』による衝しよう撃げき波はを放つ。

「誰だれが邪じや仙せんだこらあ──！」

　大声を張り上げさらなる力を込める。

　これがまた効果がある。『念動力』とは意志を外界に波は及きゆうさせることで物理的干かん渉しようを行うものなので、感情や気合いなどは出力に直接影えい響きようする。

　実際、小蕾のそれは凄すさまじかった。

　この場に部隊がまだ残っていたなら、丸ごと吹ふき飛ばしかねない。

「図星を突つかれると痛いだろ」

　それでもヴィクトリアは悠ゆう然ぜんと立っていた。

　衝撃波に晒された範はん囲いの地面は残らず砕かれているというのに、ヴィクトリアの周囲だけは無事。これもまた『念動力』の行使によるもの。『念動力』を衝撃波として放つのではなく、滞たい留りゆう・循じゆん環かんさせることで防護力場を作り出しているのだ。

「意思の強さで私に適かなうと思うな！」

　ヴィクトリアは衝撃波の中に飛び入る。防護力場を纏まとったまま速度と勢いを一いつ切さい殺さず、小蕾に突貫する。

「──なっ！」

　壮そう絶ぜつな気き迫はくに小蕾は自らの身体の特性も忘れ、大きく後退する。あまりにも行きすぎて、気付けば海の上に浮ふ遊ゆうしていた。

　蝙こう蝠もりや霧きりに変化して追いすがることもできたが、より屈くつ辱じよくを与あたえるためにヴィクトリアはあくまで同じ能力で圧あつ倒とうしたいという腹積もりがあった。

　防護力場に使っていた『念動力』を解放し、前方に射出。

　狙ねらいは僅わずかに逸それて小蕾には当たらなかったが、代わりに、神話の再現のように海が割れた。

「この程度か」

　報復部隊を蹂じゆう躙りんした二名を相手取りながら、力量差を断じる。

　ラインホルツと小蕾も相当な実力者であることに間ま違ちがいはない。

　だがしかしヴィクトリア・リードの規格外ぶりは常じよう軌きを逸いつしていた。

　これに対たい抗こうするには、その血を分け与えられた者でなくては無理な話なのか。

「…………」

　ふと、ヒルデガルドの方に目をやってみる。

　護衛にもなっていた眷けん属ぞくたちを蹴け散ちらしたことで、間合いはがら空きだった。

　ヴィクトリアであれば一足で接近できる。

　だがまだ動かない。迂う闊かつに踏み込みはしない。

「来ないの？　こんな隙すきだらけなのに」

　ヒルデガルドはにこやかに言う。

「私たち『傲慢派プライド』を臆おく病びようって罵ののしる割に、その姿勢はないんじゃない？　ブーメラン発言は大分格好悪いよ」

「臆病ではない、思し慮りよ深いと言え。得体の知れないハラワタに飛び込むのは、蛮ばん勇ゆうですらない愚ぐ行こうだ」

　実際ヴィクトリアは言葉を交かわすごとに警けい戒かいを強めていた。

　なぜなら、ヒルデガルドからは脅きよう威いの類たぐいをまるで感じない。

　その眷属たちにはまだ特有の気配がある。しかしヒルデガルドにはそれがない。

　──こいつは吸きゆう血けつ鬼きであっているのか？

　自分が転生させたのにもかかわらずそんな疑いを持ってしまうほどに、今のヒルデガルドは不気味だった。目的か中身。そのどちらかが判然とするまでは、感情の爆ばく発はつを抑おさえる。

　そんな姿勢に痺しびれを切らしたのはヒルデガルドの方だった。

「このままだと埒らちが明かないね。出航の時間も迫せまってることだし、ここら辺で『切り札』を使おうかな」

　そう言って客船に向けて呼びかける。

「おーい、長なが瀬せー、おねがーい」

　すると女子生徒でごった返すデッキに、おかっぱ頭の少女が現れた。その少女は執しつ務む室にも姿を現したヒルデガルドの眷属。長瀬とは恐おそらく名字だろう。

　その長瀬は、デッキにて銃じゆうを持っていた。

　位置取り絶好の狙そ撃げきポイントだが、引き金を引くことはせず、銃自体を投げ渡した。

「それが切り札か？」

「違うよ。これはただのショットガン。本命はあっち」

　華か麗れいに受け取ったヒルデガルドはデッキを指し示す。

　見ると、長瀬はまた何かを持ち出していた。

　否いな、何かではない。

　ヴィクトリアがそれを見間違うはずがない。

「あれは、私の棺ひつぎか……！」
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　ヴィクトリアは止まった。

　動かない、ではなく、動けない。

「……人ひと質じち代わりにでも使うつもりか？」

　棺とヒルデガルドを交こう互ごに見て、ヴィクトリアは問う。

　こうして気勢を削そいだ時点ですでに人質の代わりとしては機能している。そもそもこれを取り返すためにも、ヴィクトリアはこの本来眠ねむりについているべき昼日中から活動しているのだ。

　ヒルデガルドも当然わかっている。

「そんなケチな使い方はしないよ。せっかくの『切り札』なんだし」

　小麦色の顔に嗜虐的な笑えみが浮うかぶ。

　嫌いやな予感に溢あふれた表情だ。

　そんな笑みのまま赤色の視線をデッキ方面に移すと、棺を持つ長瀬がその蓋ふたは開けた。ヴィクトリアがここにいる以上、内部には何も入っていないはずなのだが──

「何だ、おい、貴様ヒルダ、私の棺に何をした？」

「ロケットランチャーの弾だん薬やく。もう詰つめ込めるだけ詰め込んでおいたよ」

　ヒルデガルドは悪びれもせず言ってのける。

　中にはぎっしりと、少なく見積もっても十個以上は確実にある。

　自分の寝ね床どこがロケット弾で満まん載さいになる日が来ようとは、さすがの真祖にも想像の外の事態だった。

　無断で持ち出しただけでも許し難がたいというのに。ここまでしておきながら敵対する気はないとはあまりにもふざけている。

「貴様……！」

「あ、責めるのはまだ早いよ。何をしたっていうか、まさに今から何かをしようっていうんだから」

　奥歯を嚙かみ締しめ今日一番の眼光で睨にらみつけるヴィクトリアだが、ヒルデガルドはさらに想像を超こえた行動に打って出る。

　こちらの要求を吞のまないのなら爆ばく破はする。

　そんな段階を経ることもなく、問答無用だった。

「ヒルダー、いいかーい」

　デッキの上から長瀬が呼びかけてくる。棺の蓋を閉め、ひょいと持ち上げてみせる。

「オッケー。いつでもどうぞー」

「そんじゃあ、あら、よっと！」

　軽いやり取りをしてから、長瀬は振ふりかぶった。

　長瀬もまた吸血鬼であり、人の域を超えた腕わん力りよくを有している。

　中身が詰まっていようと、棺一つを投げる程度わけもない。

「な、あ……！」

　空中に投げ出された『最さい期ごの拠より所どころ』を目にし、ヴィクトリアはみっともなく大口を開けてしまった。

　だが呆ほうけている場合ではない。

　予測落下地点は丁度ヴィクトリアとヒルデガルドの中間辺りだろうか。

　間に合うか。

　ただし状じよう況きようは棺にばかり意識を集中させてもくれない。

「射しや撃げきの腕うではあくまでそこそこな私だけど。ショットガンこれなら弾たまがバラけるし、まあ、大だい丈じよう夫ぶだよね」

　銃を構えるヒルデガルド。

　銃じゆう口こうが向けられているのは、空中、つまり棺である。

　この時、ヴィクトリアの思考は不覚にも硬こう直ちよくしてしまった。

　構わず棺を取りに行くべきか。

　それとも射撃を阻そ止しするべきか。

　あるいは銃じゆう弾だんを受け止めるべきか。

　その全すべてが罠わなに思えてならない。

「止やめろおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお──」

　だからか行動が遅おくれ、最悪の事態を阻止できなかった。

　ダァン、ダァン、ダァン、ダァン、ダァン！

　惜おしみなく五発を連射。放たれた散さん弾だんは棺に着ちやく弾だんする。

　散弾というものは往々にして貫かん通つう力が低いが、ゼロなわけではないし、何より下手な鉄てつ砲ぽうは数を撃うてば当たる。

　五発の散弾がばらまいた鉛なまり玉だまの合計は七十個以上。その一個でも内部に衝しよう撃げきを伝えてくれればいい。

　果たして、ヒルデガルドの狙い通りに事が運ぶ。

　鉛玉に撃ち抜ぬかれたロケット弾は起き爆ばくし、誘ゆう爆ばくし、棺は内部から大爆発。

　無残とはこのこと。替かえの利きかない世界に一つだけの逸いつ品ぴんは、わずかな破は片へんだけを残して破は壊かいされた。修復はまず不可能だろう。

「…………………………………………」

　爆ばく風ふうを浴びて黒くろ髪かみをたなびかせる美び貌ぼうは、数すう瞬しゆんは無表情となり、そして牙きばを剝むいた憤ふん怒ぬに染まる。

　ここに至り、ヴィクトリアの感情は振り切れた。

「殺す！」

　自律も冷静も後こう悔かいもかなぐり捨てる。

　今はとにかく一刻も早くヒルデガルドを殺害してやる。

　粛しゆく正せいではなく殺害。

　この時ばかりは風紀の何たるかを示すべき委員長の立場も忘れた。

「ようやく間合いに入ってくれたね」

　しかしヒルデガルドは焦あせらない。

　棺の破片すらも踏ふみつけ猛もう然ぜんと迫るヴィクトリアに対して無防備に身を晒さらし──

「ひれ伏ふせ」

　ただ一言。

　否、その一言すらも必要なかったのかもしれない。

「がっ、あ──」

　対たい峙じしただけで、ヴィクトリアは無力化された。

　極大の殺意は噓うそであったかのように、ヒルデガルドの足元に無様に倒たおれ込む。

　文字通り力が入らない。指一本とて動かせない。しかも単に身動きを封ふうじられたのではなく、太陽に焼かれる以上の耐たえ難い苦痛に襲おそわれている。身体よりも存在そのものが塵ちりに帰すかのような、真祖をしても経験したことのない感覚だった。

「これが私の一いつ端たん」

　ヒルデガルドが頭も上げられないヴィクトリアに語りかける。

　外見に変化はない。

　だが、先刻までとは明らかに別物。

　その全身に吸血鬼にはありえない聖なる気配を漂ただよわせている。

「何でそんな風に這はいつくばってるかわかる？」

　変わらない口調にも圧が宿る。

「勿もち論ろん私の仕し業わざなんだけど、大本の原因は、ヴィクトリアが吸血鬼だからだよ」

　それは大本というよりは根本的な話であった。

「吸血鬼、何て不完全な在り方なんだろうね。いくら力を溜ため込んでたって、たくさんの弱点を放置している限り、その不完全さに甘んじている限り、このヒルデガルド・バートリーには永遠に届かないよ」

　勝利宣言は同時に、真っ向からの否定だった。

　ヴィクトリア・リードは吸血鬼である、真祖である。

　自分自身に誇ほこりを持ち、同様の誇り高さを他ほかにも求める厳しさ。

　そんなヴィクトリアにとってヒルデガルドの発言は、先の棺の爆破をも上回りかねない侮ぶ辱じよくだった。これを許容できるのなら『風紀委員会』など立ち上げていない。

「──、…………っ！」

「へえ、まだ動けるんだ。でもそれを自分の実力だと勘かん違ちがいしてもらったら困るな。まだ本領を発揮してない私のおかげなんだから」

　渾こん身しんの力でわずかに顔を上げたヴィクトリアに、ヒルデガルドは容よう赦しやない仕打ちをする。

　ショットガンが火を噴ふく。

　散弾は銀製でも何でもない鉛玉であり、真祖どころか普ふ通つうの吸血鬼であっても容易にやり過ごせる代しろ物もののはずだが、今のヴィクトリアの状態なら話が違う。撃ち込まれた背中の傷は再生してくれず、絶え間なく血を流し続ける。

「あの執しつ務む室で貫ぬき手てをお見み舞まいされた時にもやりようはあったんだよ。でも確実に事を進めるには、ここじゃないといけなかったんだ」

　そう言ってこれ見よがしに銃口に息を吹ふきかけるヒルデガルド。

　すると一いつ瞬しゆん、その姿が消え入るかのようにぶれた。

　錯さつ覚かくではない。ヒルデガルド自身も自覚する現象だった。

「っと、やっぱり今の私じゃそこまで乱用できないなあ。ああ、もどかしい……」

　本気で顔をしかめる。

　こうも見事に真祖の無力化に成功したというのにまだ満足していない。つまりこの結果は彼女にとって目的ではないのだ。

「ヒルダ様」

「そうだね、落ち込むなんて私らしくもない」

　ラインホルツに声をかけられ、ヒルデガルドは気を取り直す。

「んじゃ、さっさと運んじゃおっか、長瀬ー」

　呼びかけに応じ、客船のデッキから二つの人ひと影かげが飛び降りる。

　どちらともおかっぱ頭の少女。棺ひつぎを投げた長瀬とまったく同じ容姿。

　二人は倒れ伏すヴィクトリアに近寄ると、その身み柄がらを左右から持ち上げる。さらにそのまま荷物扱あつかいをして客船へと向かう。

「協力を断ったんだから正式には招かないよ。強制的に中にぶち込んであげる」

　ヒルデガルドは運び込まれるヴィクトリアと一いつ緒しよにタラップを上り、入船する。

　そして汽笛が鳴る。出航の合図だ。

「待て待て待て、返せ！」

　拳けん銃じゆうを取り出しつつ、伊吹が走る。

　待機を命じられていようと、この状況はさすがに見過ごすことができなかった。

　船はすでに波を砕くだき動いているが、伊吹の脚きやく力りよくならまだ飛び移れる。

「っ！」

　ただし、妨ぼう害がいがなかったらの話である。

「行かせはしない」

　立ちはだかったのはラインホルツ。伊吹の進路にその剛ごう腕わんが振るわれる。

　鼻先を掠かすめた威い力りよくに伊吹は戦せん慄りつしながらも、回かい避ひと同時に発はつ砲ぽう。

「そうか、『銀』は効かないんだった！」

　言葉にしながらも引き金を引く。

　通常の吸きゆう血けつ鬼きを水風船のように破は裂れつさせる粒りゆう銀ぎん炸さく裂れつ弾だんの連射も、ラインホルツには効果がない。

　そこでもう一丁、リボルバーを取り出し発砲。

　その銃口から放たれるのは吸血徹てつ甲こう弾だん。強きよう靭じんな吸血鬼の身体の中でも最硬部位──牙を核かくにして製造された魔ま弾だんは類たぐい稀まれな貫通力を有している。

　だが──

「これも駄だ目めか……っ！」

　筋肉の鎧よろいに数センチ突つき刺ささっただけで貫つらぬくには足りなかった。

　巨きよ体たいは回避も防ぼう御ぎよもせず、依い然ぜんとして立ちはだかる。

　しかもその後ろでは、結ゆい髪がみの少女──小蕾が空中から睨にらみを利かせている。

　真祖には圧あつ倒とうされたヒルデガルドの眷けん属ぞくだが、あくまで比ひ較かくしてのことであり、強力である事実は揺ゆるがない。そもそも『傲慢派プライド』の耐たい久きゆう性は時間稼かせぎには最適だ。

　実際、攻せめ手を見み出いだせない内に、船はもう伊吹には到とう達たつ不可能な距きよ離りにまで遠ざかっていた。

「さらば」

　ラインホルツは跳とんだ。伊吹を遥はるかに凌りよう駕がする脚力にて船へと着地する。

　浮ふ遊ゆうする小蕾も問題なく後を追う。

　こうしてヴィクトリアは連れ攫さらわれた。

　掠め取った棺は誘おびき寄せるための餌えさ。これこそがヒルデガルドの真の狙ねらいだったのか。










　第三章　委員長不在




　・ラインホルツ・グライリッヒ。

　ドイツ出身。傭よう兵へい派は遣けん会社『Ｓ＆Ｈスコル・アンド・ハテイ』を運営する社長。中東、湾わん岸がん、イラク、その他の紛ふん争そうも含ふくめて過去現在の数多あまたの戦場に傭兵を送り込み、また自らも参加する生きつ粋すいの戦せん闘とう狂きよう。人狼ウエアウルフ由来の残ざん虐ぎやく性を発揮して過か剰じような虐ぎやく殺さつを繰くり返す。

　・藍ラン小蕾シヤオレイ。

　香港ホンコン出身。大陸の道どう士しの元もと締じめである『八仙会バーシエンウイ』に所属していたが、吸血鬼へと転生する禁きん忌き破りの果てに追放処分を受ける。追っ手を差し向けられているが、悉ことごとく返り討うちにしており、その様子の画像を定期的にネットへ上げている。

　・長なが瀬せ文ふみ佳か。

　高こう知ち出身。強ごう盗とうから暗殺まで様々な悪行の代行業を営む。単独ではとても達成不可能と思われる依い頼らいも高確率で成功させてみせる。本当は複数グループではないのかとの噂うわさもある。死体が確かく認にんされたその現場に、何食わぬ顔で姿を現したとか。

「調べてみれば、どいつもこいつもとんでもない経歴だったね」

　伊い吹ぶきは煤すすけたソファに座り、同じく煤けた長テーブルにノートパソコンを置いている。画面には血けつ戦せん局きよくのデータベースが開かれ、壮そう年ねん男性、結い髪の少女、おかっぱ頭の少女の情報が表示されている。

「しかも、こいつらを束ねるさらに上がいるんだもんなあ。これは手に負えない」

　嘆たん息そくし、身体を伸のばす。

　緊きん急きゆう事態にもかかわらず吞のん気きなものだ。

　しかし責める者は誰だれもいない。

　最終兵器ともいえるヴィクトリアをまんまと攫われてしまった血戦局だが、すぐさま取り返しに行くことはしなかった。

　蹂じゆう躙りんされた報復部隊はすでに機能しない。新たな部隊を編制するにせよ、海上への移動手段を用意するにせよ、とにかく準備が必要なのだった。ひとまずは横よこ浜はま港から秋あき葉は原ばらの本部ビルへと引き上げた。サスディ女学院という特とく殊しゆな施し設せつが絡からんでもいるので、各所へと諸もろ々もろの連れん絡らくを入れなくてはならない。

　よって戦せん闘とう特化の伊吹はその時が来るまで待機。

　具体的には、破は壊かいされた窓だけをビニールシートで塞ふさいだ執務室で、相手方の情報を確認しているところだった。

「燦さんはもしかして知ってたんじゃない？　あの眷属たちも含めたヒルデガルドの実力について」

　伊吹はテーブルを挟はさんで対面に座る金きん髪ぱつの少女に話しかける。

　ヒルデガルドと同じ真しん祖その眷属の佐さ伯えき燦である。

　彼女は命じられていたとはいえ、横浜港での戦闘を終始傍ぼう観かんしていた。ヴィクトリア打だ倒とうを狙うその姿勢から、もしや故意に状じよう況きようを放置していたのではとの疑いがあった。

「まあ、それなりに奮ふん闘とうするとは思ってましたよ」

　彼女は何やら書類にペンを走らせながら、質問に答える。

「でも、あんな結末を迎むかえるとは想定外でした。ヒルデガルド、あれはあれで抜ぬけ目めない」

「裏で密ひそかに結けつ託たくしてたわけじゃないんだ」

「まさか。同じ血から成った眷属同士だから仲良しだなんて幻げん想そうですから。特に私とヒルデガルドは『強欲派アヴアライス』と『傲慢派プライド』。志向の違いから、眷属の中でも一番折り合いが悪い組み合わせですよ」

　真祖の周りにはやはり殺さつ伐ばつとした事情が渦うず巻まいているらしい。

　知られざる吸血鬼の一面を知れて嬉うれしい伊吹だが、今もっとも欲ほしい情報は得られなかった。

「じゃあ、あの無効化能力については把は握あくしてないわけだ」

「無効化能力ねえ……」

　燦はふとペンを止める。

　眼鏡に指をかけ、神しん妙みような顔つきになる。

「確かに、何も知らない。けど遠目からでもあれの脅きよう威いははっきりと感じた。あれは吸きゆう血けつ鬼きにとって弱点というよりも天敵の類たぐいですね」

　吸血鬼に効果がある弱点は数あれども、ヒルデガルドはそれ以上の『何か』を有している。燦の見解はそういうことだった。

「あんな有効手段をどうやって手に入れたんだか。伝授してもらう、のは癪しやくに障さわりますね。隙すきを見て血液内から情報を抜き取ってやりますか」

　特殊能力に目がない『強欲派アヴアライス』らしい宣言をして、燦はまた書類に向かう。

　カリカリ、とペンを走らせる音が室内に響ひびく。

「ところで、さっきから何書いてんの？」

「ん、ああ、これですか。これは申しん請せい書しよですよ」

「申請書？」

「吸血鬼が保有するべき正式な特殊能力は七点。『怪かい力りき』『形態変化』『念動力』『使い魔ま』『幻げん術じゆつ』『天候制せい御ぎよ』『不死身』──これ以外のものの使用は認めないってのがヴィクトリアの方針だけど、申請書を提出して許可を受ければその限りではないんですよ」

　燦は得意げに口の端はしを吊つり上げる。

　伊吹も知らないわけではない。ヴィクトリア自身が言っていたし、彼女が定めた風紀規則の中にも明記されている。

「いやでも、許可を与あたえるヴィクトリアはいないわけだけど……」

「ええ、だから事後承しよう諾だくになりますね。普ふ通つうなら体たい罰ばつものですけど、自分が救い出された後だったなら、文句なんか言えずに黙もく認にんするはずです」

　その時、ぎらりと眼鏡が光った。

「ふふ、くふふ、見下してる眷属に攫われたくせに、また別の眷属に救出された日には、あの委員長はどんな顔をするんでしょうね。やばっ、想像しただけで涎よだれが」

　ちなみに申請書は紙一枚だけではなく数十枚もある。書かされる文字数は合計で一万字にも達し、ほとんど嫌いやがらせの仕様になっている。

　しかしサンジェルマンという詐さ欺ぎ師しの名を持っていた燦にとって書類をでっち上げるなどお手のもの。話しながらも見る間に余白を埋うめていく。

　真祖打倒ならぬ真祖救出。

　一見真逆の二つの行こう為いは屈くつ辱じよくを与えるという意味では同一。何しろヴィクトリアである。天よりも高いプライドの持ち主にはそれはそれは効果的だろう。

「動機は何であれ、やる気があるのはいいことだ。こっちも滾たぎってくる」

　伊吹が座るソファの横にはゴルフバッグほどに大きなバッグが置かれている。その中に収納されているのはサイズに見合った武器。強力な吸血鬼とさらに触ふれ合うべく、市街地では使用を憚はばかられる凶きよう悪あくな代しろ物ものを持ち出している。

　両者共に船を追う気は満々。

「よし、できた！」

　燦は申請書を見事に書き上げた。

　後は移動手段の確保を待つのみ。

　時計の針は進む。

　作業に手間取っているのか、中天にあった日はどんどん沈しずんでいく。

　そして夕刻も終わろうとした頃ころに、ようやく葉は月づきが執しつ務む室へと現れた。

「ああ、ちゃんといるわね……」

　色いろ濃こい隈くまに縁ふち取どられた瞳ひとみで、伊吹と燦の姿を確認する。

　滲にじみ出る辛しん気き臭くささはさながら怨おん念ねんに縛しばられた幽ゆう霊れい。ヴィクトリアが加入する以前、超過労働オーバーワークに陥おちいっていたかつての状態に戻もどったとも言える。

「随ずい分ぶんと時間がかかったみたいだけど」

　さっさと出発したい伊吹は苦労をわかった上で聞いた。

「……何しろ完敗しておめおめと逃にげ帰った身ですから。こんな役立たずが二度目の機会を得るには、すぐにとはいかないわよ」

　葉月は血戦局の司令長官トツプではあるが、何もかもを思い通りにできる絶対権力者ではない。失態の後には説明と根回しが必ひつ須すであり、それは時に吸きゆう血けつ鬼きを相手にするよりも面めん倒どうで命いのち懸がけであったりする。

「最大のネックになったのはサスディ女学院ね。やっぱりあそこって相当な厄やくネタが渦巻いてるみたい」

「そりゃあ人ひと質じちだからね」

「事はそう単純な話じゃないの」

　人間に関してはそう興味のない伊吹に対し、葉月は首を振ふる。

「例によって血戦局がしくじったって情報が拡散されて、世界各地の『お偉えらいさん』から抗こう議ぎが殺さつ到とうしたのよ……」

「自分の子供なわけだし、当然なんじゃない？」

「違ちがうのよ。『下手に刺し激げきして世に放たれたらどうする？』『吸血鬼に囚とらわれているならそれはそれで安心だった』『むしろ吸血鬼になってくれた方が親子の縁えんが切れる』って通常のクレームとは百八十度違う方向から叫さけばれるのよ。金と権力があるだけに無視もできないし、対応には大分苦く慮りよさせられたわ」

　サスディ女学院の生徒は皆みな、実家から厄やつ介かい払ばらいされた『鬼おに子ご』らしい。それでも血戦局にとっては守るべき一いつ般ぱん人じんであり、これを見過ごすことはできない。ただし、複雑な背景があるせいで真っ先にとはいかなかった。血戦局が現実社会で公然と活動している以上、しがらみには往々にして囚われる。

「そういう対応の遅おくれもヒルデガルドの計算の内かもしれませんね」

　と、燦が口を挟む。

「すぐに追って来られないようサスディ女学院って要素を状況に持ち出したんでしょう。わざわざ手が込んでます。今思えば、私が過去に落選したのだってヒルデガルドがもう学院にいたからかも。そう考えれば、あいつも、もう何年も前からヴィクトリアに目をつけてたってことになりますね」

　どこか苛いら立だちを含んだ声こわ色いろだった。

　燦もまた、ヴィクトリアに挑いどんだ際は徹てつ底てい的に下準備をしていた。最終的に敗れたものの、今一歩まで追い詰つめた。

　つまりヒルデガルドを放置すれば、ヴィクトリアの安否は一いつ切さい保証されない。

「真祖を失うわけにはいかない」

　葉月は何とも形容し難がたい表情でそう言った。

「情でも湧わきました？」

「んなわけないでしょ。あの黒セーラーがいなくなったら、血戦局うちはまた過労者続出の悪夢に逆ぎやく戻もどり。そんなの絶対無理。やっと隈が薄うすくなってきたところなのに」

　燦の軽口を切り捨て、宣言する。

「だからさっさと取り返しに行くわよ」

　次いで補足する。

「言っとくけど、部隊はもう投入しないから。人材不足の中で無む駄だに被ひ害がいを出すのは馬ば鹿からしいし、今回は少数精せい鋭えいで乗り込むわよ」

　少数精鋭。

　そのメンバーを指差す。

「伊吹と燦、そしてアタシ」

　最後には自分を。

　これには燦が怪け訝げんな顔で尋たずねた。

「葉月、貴方あなたって戦力になるの？」

　伊吹と自分はわかる。この本部ビルでも指折りだ。だが普ふ段だんは専もつぱら機関運営に従事している司令長官については疑問視せざるを得ない。

「舐なめたらいけない。歴戦の猟血官ハンターが集つどう血戦局のトップだよ」

　答えたのは伊吹だった。

「実力は僕が保証する。特にタフな『傲慢派プライド』の相手にはうってつけだ」

　同期の二人はかつて背中を預け合ったこともある間あいだ柄がらだ。自分ともまた違った独特な手法で強大な吸血鬼を狩かり立てるロングコートの姿には、全ぜん幅ぷくの信しん頼らいを置いたものだ。基本的には人間関係に淡たん白ぱくな伊吹にしては珍めずらしいことに。

「これは心証プライドの問題よ」

　葉月は厳しい表情で言う。

「まんまと本部への侵しん入にゆうを許し、直接編制・指揮をした部隊も散々に蹴け散ちらされ、虎とらの子この真祖をも連れ去られた。……自分で言ってて頭の奥が痛くなるわね。このままだとあのヒルデガルドのみならず世間にも、さらに構成員連中にまで舐められる。こうなると司令長官の立場を守ったとしても意味が薄い。誰だれがトップに相応ふさわしいのか、見せつけてやらないと」

　今回の一件はとっくに知れ渡わたり、ＳＮＳでは血戦局及および司令長官へのバッシングが大量に飛び交かっている。失態の事実は事実なので削さく除じよ依い頼らいはよりみっともない。

　結局、この業界はまず第一に実力主義。特務機関を率いるには力不足と判断されれば段階を飛ばした容よう赦しやない罷ひ免めんもあり得る。実力について同期は知ってくれてはいるが、前線から一年以上も離はなれていれば周囲はすっかり忘れてしまう。

「というわけで、はいこれ」

　と、葉月はロングコートから取り出し、伊吹と燦に押しつけてきた。

「これって、カメラ？」

「小型の装着式よ。上半身の胸より上の位置につけなさい」

　葉月は怪訝そうに受け取った伊吹に応じつつ、自分はさっさと装着する。

「何をする気？」

「ずばり生配信よ。吸血鬼退治の様子を血戦局の公式チャンネルで特別に公開してやるの」

「それって、何の効果が？」

「血戦局の有用性と健在さのアピールよ。吸血鬼ばっかり持て囃はやされてたんじゃあ、人間社会の脆もろさがますます強調される。そんな悪条件へのカウンターとして、血戦局所属の実力者たちが活かつ躍やくする様を大々的に見せつけるわけ。狩る側と狩られる側、どちらがどちらなのかはっきりさせましょう」

　もっともらしく言い切る。

　やろうとしていることは往来ではしゃぐ吸血鬼とそう変わりはないのだが、そこには並々ならぬ意志を感じ取れる。浮うわついた気持ちなどない。行為こそ同じだが、進退と責任がかかっているだけに必死さが違う。

「燦も、ちゃんとつけて」

「まあ、このくらいなら荷物にもなりませんし……」

　言いつけられ、燦は特に抵てい抗こうなくカメラを装着する。

　同時に葉月の同行も認めていた。

　足を引っ張らないなら何でもいい。引っ張ったならその時は見捨てるだけ。

　そんな薄はく情じようなことを内心で思いながら、話を移す。

「ところで、移動手段あしはどうなってるんですか？　まさかボート一隻せきとかなんてせこいオチじゃないですよね」

「当たり前でしょ。海路に海路で対たい抗こうするなんて、海かい賊ぞくじゃないんだから」

　葉月はビルの外へ目を向ける。

　すると強風が吹ふき、窓を塞ふさぐビニールシートがバタバタと暴れる。しかもその暴れる音よりもさらに騒さわがしい音が外から聞こえてくる。

「ヘリを調達したわ。屋上に着陸するから三十秒以内に支し度たくをして」

「ん？　調達って、血戦局うちって確かヘリは持ってたよね？」

　ソファから腰こしを上げた伊吹が疑問を口にする。

　自分は乗ったことはないが、血戦局のマークが入ったヘリコプターが飛んでいる映像はニュースなどで何度か見た記き憶おくがある。

「普ふ通つうの輸送用はね。でも、二度もコケにされてるのに普通じゃいけないわ」

　葉月は溜ため息いきを吐つく。そこには毎度の疲ひ労ろう感かんと一いつ緒しよに、確かな殺意も混じっていた。

「軍用で目に物見せてやる」
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　血戦局本部ビルからヘリコプターが飛び立つ数時間前。

　まだ日の高い洋上を行く一隻の船があった。

　全十四層のデッキからなる巨きよ大だい豪ごう華か客船ナーダシュディ・フェレンツ号。

　船内には多種多様な娯ご楽らく施し設せつが設けられており、特にプールに力を入れている。公共用から個人用も含ふくめ二十以上が存在し、中でも一番人気は甲かん板ぱんにある。

「きゃーっ」

「やったわねー！」

「もうっ、びしょ濡ぬれじゃない」

　自然な波を再現したプールは海よりも海らしいと評判。甲板全体の半分を大だい胆たんに使っているのでサイズも充じゆう分ぶん。実際に海を行き波間を視し認にんできる環かん境きようにこのような施設を用意されては、否いや応おうなしに気分が高まる。

「みんなー、写真撮とるから集まってー」

　水着姿ではしゃぐ乙女おとめたちは照りつける太陽よりも眩まぶしい。

　こうしていると可愛かわいいものだが、その本質はやはりどうしようもなく危険。

　刃にん傷じよう沙ざ汰たでもあったのかプールの片かた隅すみには生々しい赤色が漂ただよっているというのに、乙女たちは誰も気にも留めていない。

　ただし、その他の人間に関してはその限りではない。プールサイドには旅行に随ずい伴はんさせた取り巻きや乗務員たちが直立不動で並ぶ。夏の日差しに当てられながらも頰ほおには冷ひや汗あせが垂れている。

「ぷあっ」

　と、プールから上がる少女が一人いた。引き締しまった小麦色の肢し体たいにスポーティな競泳水着がよく似合っている。

「あら、ヒルダさん。写真には入らないの？」

「ちょっと用事があるからまた今度ね～」

　女子生徒たちは普通に応対しているが、取り巻きたちは縮み上がった。

　誰よりもの問題児である。

　横浜港でのやり取りによって、小麦色の少女──ヒルデガルドの正体は白日の下もとになった。比ひ喩ゆではない正しよう真しん正しよう銘めいの吸きゆう血けつ鬼きに恐きよう怖ふを覚えるのは人間として正しい反応だ。

「用事用事っと」

　周囲からの視線を受け止めつつ、自室へと足を向けるヒルデガルド。

　この豪ごう華か客船において女子生徒たちには高層のＶＩＰルームを宛あてがわれているが、ヒルデガルドが占せん拠きよしているのはさらに上。ここ甲板、つまり最上部に建てられたペントハウスこそ『鉄血姫アイアンメイデン』には相応しい。
















「休きゆう憩けいはお済みで？」

「うん。何とか鎮しずまったよ」

　執しつ事じさながらにラインホルツがエスコートをする。

　ペントハウスの内部は豪ごう奢しやの極きわみ。それこそ爆ばく破はされる前の『風紀委員会』の執しつ務む室と比ひ較かくしても引けを取らない。

　グランドピアノにバーカウンター、広々とした庭園も確認できる。

　そして中でももっとも目を引かれるのがリビングルームの中央に設置された『十じゆう字じ架か』。

　そこに磔はりつけにされたヴィクトリア・リード。

「さすがの真祖も為なす術すべなしって感じ？」

「いっそ哀あわれだねえ」

　リビングルームには小蕾と長瀬の姿もあった。惨さん憺たんたるヴィクトリアの現状を眺ながめてそれぞれ感想を漏もらす。

　一言で表現するなら、雁がん字じ搦がらめ。

　確かな霊れい威いのある『十字架』が磔の要かなめ。

　胸と両手の三点を『白木の杭くい』が貫つらぬく。

　全身を縛しばる『銀』の鎖くさり。

　足元には『大蒜にんにく』の花が大量に敷しき詰つめられている。

　加えて豪華客船という環境も牙きばを剝むく。

　海という最大の『流水』の上では平へい衡こう感覚が常時揺ゆさぶられる。

　正式に招かれていないために適用された『敷しき居いの呪のろい』が行動を著いちじるしく制限する。

「この状態のまま『日光』に満ちた外に連れ出したなら、いよいよお終しまいですかな」

　ラインホルツが冷静に言う。

　ヒルデガルドの眷けん属ぞくたちは皆みな余よ裕ゆうの表情だった。全七つ中の六つもの弱点に搦め捕とられたヴィクトリアに数時間前までの威い勢せいはない。ここに脅きよう威いを見み出いだすのはか弱い乙女であろうと難しい。

「ある意味自じ業ごう自得かな。見苦しい弱点なんかを後ご生しよう大事に放置してるから、こんな無様を晒さらす羽目になってるんだよ」

　ヒルデガルドはヴィクトリアの真ん前まで歩み寄る。

　この磔を実行したのは彼女である。

　眷属に命じるのではなく自ら杭と鎖を手に持った。花を敷き詰める時などはフラワーアートの参考書を読みながら配置にまでこだわる始末。

「さて、ぼちぼち始めよっかな」

　そして今再びヒルデガルドは手を伸のばす。

「はっ、無様は、どっちだ」

　その声に眷属たちは身構えた。

　死にかけが口先だけとはいえ動かしたのだから、当然の反応だ。

「ふうん、まだ喋しやべれるんだ」

　しかしヒルデガルドは表情を変えない。鼻で笑い、死にかけのヴィクトリアの顔を覗のぞき込んでやる。

「何か言いたいことでも？」

「山ほど、ある」

　顔を上げるヴィクトリア。切れ切れの言葉から衰すい弱じやくは明らかだが、睨にらみつける眼まな差ざしには殺気が満ちていた。

「私を、無力化、した、結果だけに関しては、褒ほめてやる。だが、こうやって弱点を、持ち出している、時点で、たかが知れる」

　無力化。

　それは横浜港でこの真祖を一いつ切さいの抵抗を許さずに平へい伏ふくさせた現象、あるいは能力を指している。

「貴様の、それは、乱用、できる代しろ物もの、では、ないのだろう。日に、一度、だけでも、相当な無理、に、違ちがいない」

　平伏したヴィクトリアは呻うめきすら発せられず、磔にされるまでもなかった。ならばあのままの状態の方が無む駄だ口ぐちを叩たたける今よりも拘こう束そくするには都合が良かったはずだ。

　それなのに、ヒルデガルドは能力を解いている。

　面めん倒どう、気まぐれ、そういった簡単な話ではないのは明らか。

「さすがの観察眼。まさか一発で見み抜ぬかれるなんて」

　ヒルデガルドは指し摘てきを認めた。

「そこまでわかってるなら、無力化のからくりについてもすでにご存じかな」

　ギッ、と、奥歯を嚙かみ締める音がした。雁字搦めのヴィクトリアにはそんな行こう為いですら大変消しよう耗もうするのだが、怒いかりの余りせざるを得なかった。

「『大蒜』から『十字架』まで、吸血鬼の主な弱点は七つ。一見統一感のない取り合わせだけど、これらには確固とした共通点がある。それは何か？」

　問いかけてみるヒルデガルドだが、瀕ひん死しの相手に返答は期待していない。

　故ゆえに自ら語り出す。

「それこそは聖せい性せい。邪じや悪あくなる者を退ける聖なる性質」

　例えば『十字架』は言わずもがなの象しよう徴ちようである。その他の六つについても古くから魔ま除よけの効能が信じられてきた。伝承に曰いわく、強い匂においは邪じや気きを祓はらう、この世ならざる者は境界を渡わたれない。

「怪かい物ぶつ・魔ま性しようが聖人の類たぐいに撃げき退たいされるのはお約束だしね。あ、真祖にはこの辺の話は釈しや迦かに説法だったかな」

　わざとらしくおどけてみせるヒルデガルド。吸血鬼に対して釈迦を引き合いに出すところなどは完全に馬ば鹿かにしている。聖人とかけているところもまた憎にくたらしい。

「さて問題は……その聖性がどうして私から放出されたのかってことだよね」

　軽かろやかな態度は依い然ぜんとして変わらない。

　ただ空気が変わる。

　眷属たちも口を挟はさまない。主あるじの性質を知らぬわけではないものの、自分たちが行き着く到とう達たつ点については改めて聞いておきたかった。

「私は『傲慢派プライド』として弱点の克こく服ふくを推おし進めてる。吸血鬼らしい属性を削そいで、削いで、削いで、削ぎ落とすことで、弱点も捨て去るってのが、ざっくりとした方法論。結果、この身はほとんどの特とく殊しゆ能力を扱あつかえなくなっちゃったんだけど、引き換かえに図ず抜ぬけた耐たい久きゆう性を手に入れたってわけ」

「それは、もはや吸血鬼、では、ない……！」

　声を振ふり絞しぼるヴィクトリア。

　怒りと悔くやしさと苛いら立だちがないまぜになった感情が室内に重く漂う。

　だが悲しいかな、彼方あちらの重大事は此方こちらの些さ末まつ事。

「うん。そうかもね」

　ヒルデガルドは相あい槌づちを打つ。

　答えを曖あい昧まいにしているのではなく、確固とした解答を持つが故の対応だ。

「私は自分が吸血鬼であることにこだわりはない。どころか、むしろ辟へき易えきとしてる。弱点だらけのこんな不完全な存在が自分だなんて、まったく耐たえ難がたい」

「だから、神、を、目指すのか？」

　やむを得ずその単語を口に出すヴィクトリア。

　内心では荒こう唐とう無む稽けいと笑い飛ばしてくれと思う。

　だがヒルデガルドは一いつ拍ぱく置いてから、

「元々怪物とは、新教の侵しん略りやくによって土着の神々が零れい落らくした姿、っていう見方もある。あらゆる神話・伝承を取り込んだ末に成立した吸血鬼が、余分な属性を削ぎ落とした果てに神格を得るのはある意味では必然の道筋だと思わない？」

　聖性の正体こそがそれだった。

　神格。

　魔性に満ちた怪物とは対立してしかるべき概がい念ねんだが、吸血鬼にはその素養が秘ひめられていた。

「……………………っ」

　真祖としても心当たりはある。

　特殊能力の一つ『天候制せい御ぎよ』にはまさしく片へん鱗りんを窺うかがえる。オーディン、ユピテル、エンリル、古今東西『天を御ぎよする』は至高の存在のみに許された特権と決まっている。

　さらに吸血鬼の繁はん殖しよく方法にも着目点がある。

　吸血鬼は自らの血を他者に分け与あたえることで同族を増やす。

　末まつ端たんでも有しているその生態はしかし恐おそるべきものだ。たった一工程で生物をまったく構造の異なる別物に作り変えるのは、得てして禁断の領域に踏ふみ込む、神をも恐れぬ、あるいは神そのものの所業である。現代においてこれを転生と呼ぶのは、意外にも的を射ていたりする。

　気付く者は気付いている。

　その上で、ヒルデガルドは言う。

「あ、一応断っておくけど、私は別に神様になりたいわけじゃないから。そこのところ誤解しないで」

「な、に……」

「吸きゆう血けつ鬼きからの脱だつ却きやく、その結果の形がたまたま神ってだけ」

「なぜ、そこまで、吸血鬼を、嫌きらう？」

　苦痛の中、ヒルデガルドはどこか悲しげに問う。

　さらなる力を求めて──とのことなら、まだ理解できる。特殊能力ばかりを追い求める燦のような『強欲派アヴアライス』がいるくらいだ。

　だがヒルデガルドは違う。

　その理由はもっと軽く、さらに浅ましい。

「私は私を周囲に万ばん人にんに世界に、見せつけたい。そしていっぱいちやほやされたい」

「は…………？」

　啞あ然ぜんとするヴィクトリアに構わずヒルデガルドは続ける。

「けれども、こんな不完全な吸血鬼のままだと、みっともなくって堪たまらない。ちょっと人前に出るくらいならまだしも、全世界に向けた配信なんて考えるだけでも怖おぞ気けがする。その証しよう拠こに、私は今の今まで自分の写真とか動画は一切晒してないから。ＳＮＳ全ぜん盛せいのこの時代に」

　高らかに叫さけぶ。

「吸血鬼らしさなんて知らない！　完全に完成された私こそ私らしい！　その方がみんなが褒めてくれる！」

　詰つまるところ、それは自己顕けん示じ欲よく。

　昨今では食しよく欲よく・性せい欲よく・睡すい眠みん欲よくの三大欲よつ求きゆうの中にも食い込まんとする浅ましい欲求を、ヒルデガルド・バートリーは渇かつ望ぼうする。

　ヴィクトリアとてその手の欲求をまったく持っていないわけではない。だがだからと言って、何をも押しのけて前面に現れることは滅めつ多たにないし、まして吸血鬼を捨て去ろうという結論には決して至らない。

　完かん璧ぺき主義と言えば聞こえは良いが──

「馬鹿、げて、いる」

「わかってくれなくても結構。相そう互ご理解は不可能だから、眷属わたしはヴィクトリアのもとから去ったんだし」

「だっ、たら……」

「だったら何でこうやって近づいてるのかって？　それはね、ヴィクトリアの考え方はまったく唾だ棄きすべきものの反面、その身体、いや、存在には利用価値があるからだよ」

　ここでヒルデガルドは一いつ旦たん息を吐はいた。するとその顔に常ならざる、吸血鬼には似つかわしい陰いん気きを帯びた。

「私は完全になる。そのために長い年月を費ついやしてきて、実際目覚ましい成果も出してる。だけど──眷けん属ぞくの限界かな。私だけだと、どうもここらが頭打ちみたい」

　結果とは、横浜港での聖性の発現。吸血鬼に秘められし神格を顕けん在ざい化させることで真祖すら一方的に無力化してみせたが、ヒルデガルド自身にとってはまだまだ満足できる段階には至っていないらしい。

「ご指摘の通り、あれの乱用は現時点では不可能。残念なことに未いまだ吸血鬼のこの身のままだと自家中毒さながらに蝕むしばまれて、最悪消しよう滅めつしちゃうんだよね。ああ、何とも不完全、みっともないことこの上ない」

　卑ひ下げはしているものの、自じ虐ぎやくに陥おちいらない辺りにヒルデガルドの性質が窺える。

　そして次の瞬しゆん間かんには顔から陰気を消し、また軽やかに言う。

「そこでヴィクトリアだよ。全吸血鬼の中でも恐らく最高の神格を秘めたその存在にヒントを問おうと思って」

　するとラインホルツがヒルデガルドに何かを差し出した。

　それは工具箱のようで、開けば中身もまた工具の類だった。

　しかしあくまで類だ。鋏はさみ、鋸のこぎり、ペンチなど、正しい用よう途との上では決してつくはずのない血けつ痕こんがべったりとこびりついている。さらに悍おぞましいのは、全すべてが明らかに使い込まれているという点だ。

「私は吸血鬼の属性を削ぎ落とした結果、生態として血を吸う必要はほとんどなくなったけど、性せい癖へきとして血を見るのは好きなんだよね」

　ヒルデガルドは片手に鋏、片手に鋸を持つ。

　それらは拷ごう問もん具。悪名高きバートリー家に属していた頃ころから使っている愛用品である。

　だが苦痛と凌りよう辱じよくによって口を割らせようなどとは思っていない。拘こう束そくされたヴィクトリアはすでに極ごく上じようの苦しみに喘あえいでいるし、そもそも簡単に言葉に落とし込めるような事こと柄がらでもない。

　故に今から行うのは調査である。

　肉を裂さき、臓ぞう腑ふを分け、神経を掘ほり、吸血鬼と神格の関係性を徹てつ底てい的に調べ上げるのだ。

「さあ、その内側、存在の深しん奥おうに潜ひそむ真祖の本質を、私に公開しろ」

　まずは鋏が美び貌ぼうに向けられる。

　その時ヴィクトリアがもっとも強く覚えた感情は、悔しさだった。

　何が真祖の本質だ。

　確かに吸血鬼と神格とは深くつながる部分がある。だが吸血鬼の偉い大だいさ、壮そう麗れいさ、素す晴ばらしさはそこではない。弱点だらけだからこそ、不完全だからこそ、吸血鬼は完成されているのだ。

　これを理解しない輩やからは何としてでも粛しゆく正せいしなくてはならない。

　そして逆に見せつけてやらなくてはならない。

「う、う、う、う、う、あああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ──」

　雁がん字じ搦がらめの拘束を、ヴィクトリアは振り解ほどいた。

　勿もち論ろんだが、『傲慢派プライド』のように無効化したわけではない。

　ただただ力ちから尽ずくである。

　よって巻きつく鎖くさりと突つき刺ささる杭くいはさらに深く食い込み、身体の半分が崩くずれ落ちる。敷しき詰められた花々を一つ踏み潰つぶす度たびに足裏が焼け爛ただれる。

　しかしそんな状態であっても動けるのがヴィクトリア・リードという吸血鬼である。

「な、ひ──!?」

　ヒルデガルドは思わず鋏を落とした。

　耐久性には自信がある。現に心臓を貫つらぬかれてもまったく無事だった。

　だが、眼前に迫せまるヴィクトリアには、まさしく一切合切を無効化せんとする勢いがある。いや、本当のところはどこまで可能なのかはわからないが、想定を凌りよう駕がしたヴィクトリアの行動に気け圧おされる。

　だからここはその眷属たちが対応した。

　小蕾が足元に咲さき乱れる花々を浮うかせて攪かく乱らん。

　人狼ウエアウルフの形態となったラインホルツの巨きよ体たいが背後から羽は交がい絞じめにする。

　長瀬が数人がかりでさらなる数の杭を打ち込む。

「かあっ、…………」

　全力の総出で何とか取り押さえられた。断っておくが、ヴィクトリアは半身が崩れた状態である。

「大だい丈じよう夫ぶかい、ヒルダ」

「う、うん、当然だよ」

　長瀬の呼びかけに平気な顔で応じるヒルデガルドだが、尻しりもちをついてしまっているため説得力はない。

「くそ……」

　吸血鬼だとか完成形だとかとは関係なくみっともない自分に悪態をつく。

　このやるせなさを解消するべく、鋏を拾い上げる。
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　某ぼう国こくの某研究機関にて行われたとある実験がある。

　被ひ験けん者しやは二体の吸血鬼。

　神話幻げん想そうに耽たん溺できする文系。

　工科大学出身の理系。

　何もかも嚙かみ合わない両者の共通点は、弱点が『日光』であることくらい。

　そんな吸血鬼たちを真っ暗な地下の一室に連行する。

　暗くら闇やみの中、何が行われるのかの説明もなく待たされていると、天てん井じようの照明が灯ともって室内が照らされる。

　その瞬間、理系の全身は燃え上がり、灰と化した。

　つまり死んだのだ。

　突とつ如じよとして起こった虐ぎやく殺さつに恐れおののく文系への配はい慮りよもなく、実験は続行される。

　その地下室は教室だった。机があり、黒板があり、モニターがあり、教材があった。

　抵てい抗こうする文系を机に縛しばりつけると、程ほどなくして講師が現れ、講義が開始される。

　講義内容は太陽と紫し外がい線せんについて。

　波長、周波数、反射など、黒板とモニターには文章と画像が目まぐるしく羅ら列れつ・表示される。

　太陽とはアポロンでありアマテラスとの認にん識しきを持つ時代錯さく誤ごも甚はなはだしい吸血鬼には難解極きわまるものだったが、泣き言も休きゆう憩けいも許されず講義が行われる。

　何と百六十八時間連続で。

　一週間が過ぎる頃には、太陽についてだけは立派な理系が出来上がっていた。

　力なく机に突っ伏ぷす吸血鬼。精神は大分疲ひ弊へいしたが、強きよう靭じんな肉体のおかげでどうにか生き延びることができた。

　そこに講師が上を向くよう指示する。

　反はん抗こうする気力もなく見上げてみれば、何の変へん哲てつもない天井がある。

　模様も何もないコンクリートの一面には照明だけが取りつけられており、自然とそこに視線が吸い寄せられる。

　そして見てしまった。

　照明にはご丁てい寧ねいに『ＵＶ』と記されている。

　一いつ瞬しゆん前までは何の問題もなかった。

　しかし弱点である『日光』とそれが同一だと知ってしまった吸きゆう血けつ鬼きは次の瞬間、灰と化した。
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「──ってな実験があるんですよ」

　と、燦がすらすらと話した。

「知ってるよ。吸血鬼と人間、本当に恐おそろしいのは果たしてどちらなのか、なんて議論の時によく聞くからね」

　伊吹が頷うなずく。

　吸血鬼に人権はなく、非道な実験は数多く行われている。

　何を隠かくそう伊吹自身もその成果の一つである。

　吸血鬼器官の人体移植。過去の血戦局が主導した実験の被験者として、片かた腕うで、両足、両目、内ない耳じを取り換かえられ、人間を超ちよう越えつした身体能力を文字通り身につけたのだ。

　ただし成功例は五人にも満たず、多大な犠ぎ牲せいを払はらっている。器官を提供させられた吸血鬼は無事なわけはなく、被験者となった人間の方も移植体との拒きよ絶ぜつ反応によって大半が再起不能となった。

「ええ、まあ、血も涙なみだもない人間のあれこれについてはいつか話し合ったりもしてみたいけど、今話した実験の肝きもはそこじゃないです」

　燦は首を振ふる。

「吸血鬼は認識一つで一変する」

　断言する。

　実験は本来、紫外線の有効性を証明したかったのだろうが、吸血鬼は消滅してなおその超越性を示した。

「自分で言うのも何ですが、こんなおかしな存在が現実にいるなんて頭を抱かかえたくなりますよ。ちょっと知識をかじったくらいでそれまで何ともなかった弱点に当てられるとか、ありえなくないですか？」

　わかった上で燦は言葉にする。

　吸血鬼にありえないことなどない。

　自分も然しかり、ヴィクトリアも然り、さらに──

「ヒルデガルドは、何かを知ることで変わろうとしてるってこと？」

　話の流れを読み、伊吹はそう問うた。

「だと思います。でなければ、吸血鬼に関するあらゆる知識・情報を血中に含ふくんでいるヴィクトリアをわざわざ攫さらったりはしないでしょう」

　肯こう定ていしつつ、燦は自らの見解を語る。

「その血を飲めば手っ取り早くパワーアップはできるはず。でも、あの健康系日焼け女はどうも吸血鬼らしさを忌き避ひしてる節がある。だからたぶん、回りくどい方法で丹たん念ねんに自分の知りたいことを調べてるんではないでしょうか」

「ははあ、つまり、ヴィクトリア奪だつ還かんまでの猶ゆう予よはまだあるってことか」

「あくまでたぶん、私の予想ですけど」

「そっか、間に合うかな。……まあ、実のところ、ヒルデガルド・バートリーほどの大物が何に変わるか見てみたいって気持ちもなきにしもあらずなんだよね、僕は」

　危険な願望を口にする伊吹。

　そんな吸血鬼偏愛家ヴアンプフイリアに燦は注意をする。

「……あんまり期待しない方がいいですよ」

　さまざまな特とく殊しゆ能力をその身に蓄たくわえていた『強欲派アヴアライス』の観点から、横浜港で見せたヒルデガルドの能力についていくらかの推測を立てていた。いや、あれは厳密には能力ではない。聖せい性せいとは『格』を持つ者ならばただそこに在るだけで発するのだから。

　そこまでわかっていれば自おのずと相手方の目的にも結びつくのだが、対吸血鬼の範はん疇ちゆう外と判断されて撤てつ退たいしてもらっては困るので明言は避さける。

「無む駄だ口ぐちはそこまで！　見えてきたわよ！」

　と、葉月が大声を出した。

　眼下に追つい跡せき対象の豪ごう華か客船を認めたからだ。

　伊吹、燦、葉月は現在ヘリコプターに搭とう乗じようしている。

　他ほかの操縦手の二名が運転し、時速二百七十キロで海面上三百メートルの高度を飛行。

　発進から追いつくまで一時間とかからなかったが、発進まで諸もろ々もろの準備があったせいでヴィクトリアが攫われた直後からは三時間以上が経過しており、空はすっかり夜よ闇やみに覆おおわれている。

「さあて……お返しをくれてやるわ」

　回転翼ローターが騒そう々ぞうしい音を響ひびかせながら客船の周囲を大きく巡じゆん回かいする中、葉月は舌した舐なめずりした。

　本部ビルにロケットランチャーをぶち込まれた借りはここで返す。

「撃うて！」

　葉月の指示に、射しや撃げき手しゆは頷きもせず応じる。

　このヘリコプターは人員輸送専用ではなく強きよう襲しゆうの武装も兼かね備えた軍用である。

　まず火ひ蓋ぶたを切ったのは対戦車ミサイル。夜闇を切り裂さき飛ひ翔しようし、客船直近の海面にて爆ばく発はつし派手な水柱を立てる。

　間かん髪はつを容いれず機き関かん砲ほうが火を噴ふき、さらに機体左右に装備されたロケットポッドの全ぜん弾だんを発射する大おお盤ばん振ぶる舞まい。衝しよう撃げきの連発によって客船の周辺だけがまるで時し化けに見み舞まわれているかのように波打つ。

「あっはっはー、人がまるで虫のようですよ」

　吸血鬼の視力で燦が確認する。

　揺ゆれに揺れる船体ではさすがの問題児たちも慌あわてている様子だ。甲かん板ぱんのライトアップされたプールで楽しんでいた女子生徒たちは一転した悲鳴と共に避ひ難なんする。

　そう、避難する。

　血戦局の標的は当然ながら吸血鬼であり、一いつ般ぱん人じんに危害を与あたえることは許されていない。

　故ゆえにこれは威い嚇かく射撃である。船体には一発も当ててはいない。戦場から標的以外の邪じや魔ま者ものを遠ざけるために、必要以上に騒さわがしくしているだけ。

「全弾撃うち尽つくしたわね。ではこれより船に降りる、んだけど、真祖の奴やつはどこに囚とらわれてるのやら……」

「あっ、きっとあそこじゃないかな。あの豪ごう邸ていみたいなところ」

　顔をしかめた葉月に、伊吹が客船の最上部にあるペントハウスを指し示す。

　確かに如い何かにも構えていそうな場所だ。

　降りるのはとりあえず甲板の一択たくなので、そこから初めに踏ふみ込むには都合がいい。

　そうと決まれば即そく断だん即そつ行こう。

「よし、降下開──」

　開始と言う前に、今度はヘリコプターが大きく揺れた。

　操縦ミスではない。操縦手にそのような行動は仕し込こんでいない。

　となれば外的要因、敵てき襲しゆうである。

　相手方とてむざむざと奪還を許すわけがない。

　そんな当たり前の事実を考こう慮りよしての軍用である。頑がん丈じような防ぼう弾だん装そう甲こうは生半可な銃じゆう弾だんなら雨霰あられほどの量の直ちよく撃げきを受けたとしても飛行に影えい響きようはなく、無理矢理にでも降下できるよう設計されている。

　ただし──今この時、機体の側面に張りつく毛むくじゃらの巨きよ体たいは、いくら何でも許容範はん囲いを超こえていた。

「ラインホルツ・グライリッヒ！」

　人狼ウエアウルフにして金きん狼ろうの名を葉月が叫さけぶ。

「ははっ、まさか、跳んできたっての？」

　思わず感動してしまった伊吹の推測は正しい。

　客船の甲板から上空のヘリコプターまで二百メートル以上の距きよ離りを、『念動力』による浮ふ遊ゆうでも『空間転移テレポート』のような便利な特殊能力でもなく、ラインホルツは跳ちよう躍やくによって埋うめたのだ。

　血戦局本部にロケットランチャーを放ったのも誰だれあろう彼である。周辺から頭一つ抜ぬけた高層ビルの最上階に向け、近くのビルの屋上から跳ぶことで、ピンポイントの爆ばく撃げきを実現させている。

「ようこそおいでくださいました」

　礼れい儀ぎ正しく挨あい拶さつをしながらラインホルツは鋭えい利りな爪つめを装そう甲こうに突つき立て、容易たやすくドアを剝はぎ取った。

「ですが歓かん待たいはできませんな。我が主あるじヒルデガルド・バートリーはそちらが奪うばい返さんとするヴィクトリア・リードを使った作業の最さ中なかです。恐きよう縮しゆくですが、速すみやかにお引き取り願います」

　その上、ロケットポッドが取りつけられた短たん翼よくを握にぎり潰つぶす。

　これでもまだ墜つい落らくには至らないが──

「待った待った、それはウソでしょ!?」

　回転翼に手を伸のばさんとする様子に、葉月が制止の声を上げる。

　無論、聞くはずもないが。

　図ず抜ぬけた身体能力は脚きやく力りよくと腕わん力りよくと同様に頑がん強きようさをも誇ほこる。通常の人間が触ふれようものなら死の刃やいばとなる回転翼も、ラインホルツがその剛ごう腕わんを振りかざせば縁えん日にちの風車と大差なくなる。

　ベギリ。

　嫌いやな音がした。

「だああああああ──！」

　最悪の事態を避さけるべく、伊吹が捨て身の体当たりを敢かん行こうする。

　吹ふきさらしとなったドアから飛び出し、ラインホルツを機体から引き剝がす。

「伊吹！」
















　引き戻もどす葉月の手は届かず、赤あか髪がみの少年は落下していた。

　だがそんな勇ゆう敢かんさも虚むなしく、ヘリコプターは致ち命めい的なまでにバランスを崩くずす。

　回転翼を現代アートのように捻ねじ曲げられては仕方がない。

　如い何かに優ゆう秀しゆうな操縦手であろうともはや立て直しは不可能、瞬またたく間まに高度を下げていく。

「ちっ！」

　機体の中に最後に響いたのは救難信号ではなく舌打ちだった。

　その後に軍用ヘリは海面に叩たたきつけられあえなく大破する。中に残っていては機体本体よりもずっと悲ひ惨さんな目に見舞われるだろう。




　とはいえ、この場に集つどった猟血官ハンターと吸きゆう血けつ鬼きは誰も彼も一ひと筋すじ縄なわではいかない難物ばかり。三百メートルの高度から墜落した程度でどうにかなるのなら、ここに至る前のつまらない場面でとっくに息絶えている。










　第四章　船中大乱闘




「……っつう」

　甲板へと落下した伊い吹ぶきは、どうにか無事だった。

　人間離ばなれした身体能力以上に、頑丈なクッションのおかげだった。

　だからと言って二百メートル以上の高度から落ちて骨折一つないのは大たい概がいだが、そのクッションとなったラインホルツの方こそ余よ程ほど尋じん常じようではない。この人狼ウエアウルフには衝撃を殺してくれるクッションとなるものなどなかったというのに掠かすり傷一つない。

「うわっと」

　伊吹はすぐに剛腕の間合いから離れる。

　防弾装甲を素す手でで剝ぐ『怪かい力りき』といつまでも密着してはいられない。

　一方ラインホルツはゆっくりと体勢を整えて、

「救出には行かれないのですかな？」

　ヘリコプターが墜落した海面の方向へと目線をやる。

　自らの手で撃げき墜ついしておきながら、その声こわ色いろには気き遣づかいが感じられる。

　如何にも凶きよう暴ぼうな狼ろう面めんに似合わぬ礼儀正しさを、しかし伊吹は不要と切り捨てる。

「あの二人はどちらとも優秀だからね。格好つけて駆かけつけたところで、余計なお世話だって𠮟しかり飛ばされるよ」

　海面に浮うかぶ残ざん骸がいには一いち瞥べつもくれない。

　それは信しん頼らいであると同時に、優先順位の低さでもあった。吸血鬼と一対一で相対したこの状じよう況きようにおいて脇わき目めを振ふる伊吹ではない。

「人狼ウエアウルフ形態を取る『傲慢派プライド』。これは何とも愉ゆ快かいだ。五年に一回行き当たるかないかの逸いつ材ざいは、どれだけこっちの期待を上回ってくれるのやら」

　二丁拳けん銃じゆうを構え、獰どう猛もうに笑う。強がりではない心からの表情は、真っ赤な髪色と怖こわいほど一いつ致ちしている。

「偏へん愛あい家という奴ですか。厄やつ介かいだが、面おも白しろい」

　相手が本ほん性しようを露あらわにしたことからラインホルツもまた体裁を捨て去る。

　数多あまたの戦場を渡わたり歩いた経歴を持つ人狼ウエアウルフは、狂くるおしいまでに血に飢うえている。

　敵も意い欲よく的ならば待ったなし。

　体表を覆う金毛をざわつかせ、一直線に突とつ撃げきする。高空を飛ぶヘリコプターまで跳躍してみせたその脚力なら、ここ甲板程度の面積であればどこであろうと瞬く間に間合いを詰つめられる。

　体当たりとはこれと言わんばかりに、頭から思い切り突っ込む。

　対する伊吹は、超ちよう人じん的な動体視力と反射神経を発揮して回かい避ひ。

　さらに擦すれ違ちがい様ざまにオートマチックを撃つ。放たれた粒りゆう銀ぎん炸さく裂れつ弾だんは巨体の脇わき腹ばらへと向かい、しかし輝かがやく金毛に触ふれた途と端たんに黒ずみ、呆あつ気けなく弾き返される。

　勢いを反転させたラインホルツと、伊吹は正面で視線を交かわす。

　ここでもう片方の手に収まったリボルバーを向け、眉み間けんと喉のど元もとを狙ねらう。

　吸血鬼徹てつ甲こう弾だんは過あやまたず二箇か所しよに着ちやく弾だんするが、堅けん牢ろうな筋肉の前には吸血も徹甲も果たせず、数ミリだけの小さな傷を肌はだに負わせるだけに留とどまる。

「ハアッ！」

　一連の銃じゆう撃げきに対し、ラインホルツは一いつ切さい構わず攻こう撃げきを行う。

　再びの突撃で接近。右みぎ脚あしの動きから横よこ薙なぎの蹴けりを予測し、伊吹は後方に跳ぶ。

　が、その予備動作はフェイクだった。素人しろうとならぬ鋭えい敏びんな観察力だからこそ騙だまされる。

「ど、う──っ！」

　蹴りと見せかけた踏み込みからの右ストレート。

　これは躱かわせないと判断した伊吹は、拳こぶしと接せつ触しよくした瞬しゆん間かんにその勢いに逆らわず合わせるようにして身体を捩ねじる。いくらか衝撃は殺せたが、当然全すべてではない。上半身が微み塵じんに砕くだけたのではないかという錯さつ覚かくと共に、意識が飛びかける。

　それでも、一般人なら全身が四散しかねない一いち撃げきをやり過ごした。

　片かた腕うで、両足、両目、内ない耳じと吸血鬼器官の移植をするに当たり、それら以外の箇所にも手が加えられているのが伊吹の身体である。移植体の剝はく離り防止、また人体の常識を超えた高速挙動に耐たえられるよう各部に補強機器が埋め込まれているため、少年の外見以上に丈じよう夫ぶな構造をしている。

「……っ、やっぱり、効かないか」

　急ぎ間合いを取り、息を整えるついでに呟つぶやく。

　効かない、とは自分が受けた攻撃ではなく、自分の放った銃撃に対しての感想である。

　ヴィクトリアが連れ去られる直前にも同様の光景を目にしているものの、改めて事実を確かく認にんしてみればより鮮せん明めいに見えてくるものがある。

　粒銀炸裂弾と吸血徹甲弾。

　伊吹の攻撃手段は無効化されているわけだが、しかし二つとも同じ末路を辿たどったわけではない。

　炸裂弾は弾はじき返され、徹甲弾は防ぎ止められた。

　この違いは大きい。

「どういったネタなのか、そっちから明かしてくれたりはしないかな？」

「丁てい重ちようにお断り致いたします。自らの生命線を高らかに説明する度胸を持てない臆おく病びよう者ものを、どうぞ笑ってやってください」

「戦争犯罪者がよく言う……」

　共に含ふくみ笑いを浮かべる両者は、臨戦態勢を維い持じしながらも、一時その場で止まる。

　意図的に生じさせた戦せん闘とうの間かん隙げき。

「ネタは錬れん金きん術じゆつだ」

　そこで伊吹から切り出した。

「吸血鬼退治を生なり業わいにする猟血官ハンターには錬金術なんてほとんど専門外なんだけど、幸運にも最近、その専門家みたいなのが同じ委員会に入って来たから、いくつか詳くわしい話を聞いてあったんだよね」

　専門家とは、佐さ伯えき燦さんのことだ。彼女の過去であるサンジェルマン伯はく爵しやくは錬金術に関する逸いつ話わを後世に残す程度にはその分野に精通している。

「一番印象的だったのはやっぱり、賢けん者じやの石かな。何でも、卑ひ金きん属ぞくを貴金属に変えてしまうとか」

　恐おそらくもっとも代表的な事例だろう。一いつ般ぱん人じんであろうと漫まん画がにゲームに登場するアイテムとして耳にしたことがあるはす。伝承においては、鉛なまりを黄金に変える、人間に不老不死や究極の知識を与あたえるなどの用よう途とが語られている。

「専門家が言うには、賢者の石っていうのは錬金術理論の究極の一つが具現化したものらしい。ただ、ここでのミソは、卑金属と貴金属って分類だ。元々ある分類らしいけど、錬金術の場合はさらに露ろ骨こつだ。卑ひ賤せんと高貴の差を明確に表すことで、そこに存在としての力関係すら生み出せる。例えば銅は銀に勝てず、銀は金に勝てず、って具合に」

　何となく名探たん偵ていの心持ちだった。自らの見解を並べ立てて相手を追い詰めるのは、中々得え難がたい快感がある。その相手が吸血鬼となれば尚なお更さらである。

「ああ、つまり──その金色は見せかけじゃない」

　伊吹は相対する巨きよ体たいを指差す。正確にはそこに生え揃そろった金毛を。

「贅ぜい沢たくな鎧よろいもあったもんだよ。最大にして唯ゆい一いつの弱点を防ぐためとはいえ、全身を本物の黄金で覆おおうなんてさ」

　黒く錆さびつき、本来の用をなさない粒銀炸裂弾を思い起こす。

　吸血鬼につまらない常識など通用しない。そんな非常識を今まさにまざまざと見せつけられている。

「概おおむね、その認識であっています」

　ラインホルツは伊吹の指し摘てきを認める。

「そう、認識です。ただ単に『形態変化』で体毛を黄金に変えたところで、『銀』を無効化することはできはしない。『黄金こそ金属の至高』という錬金術の理論を頭の中に叩き込み、脳のう髄ずいにまで刻み込むことでようやく、この無欠の身体を手に入れたのです」

　弱点の克こく服ふくのために存在そのものを高めるかのような手法は、聖性の発現によって真祖を無力化したあの瞬間に通じる部分がある。何しろヒルデガルドの眷けん属ぞくである。きっと彼女の『指導』も入っての結果なのだろう。

「しかしネタが割れたところで、突とつ破ぱに足る威い力りよくがなくては意味がない」

　ラインホルツは言ってのける。危機感など欠片かけらも抱いだいていない様子だ。

「そちらも手の内を全て晒さらさねば勝ち目はありませんが」

　今度は伊吹の方が指を差された。

　無効化については初見ではないのだから、何の対たい抗こう措そ置ちもなくこの場に降り立ったはずがない。

　実際、伊吹はゴルフバッグよりも大きなケースを背負っている。よくこれを離さないまま人狼ウエアウルフの体当たりを回避してみせたものだと感心するほどに、外側からも中身の重量感を見て取れる。

「まさかそっちから促うながしてくれるとは。余程殺し合いが好きと見た」

　伊吹は二丁拳銃を収める。開かい封ふうしたケースから取り出した得え物ものは、常人を凌りよう駕がする腕わん力りよくであっても両手でしっかりと持たなくては扱あつかえない。

「ほう、対物ライフルですか……」

　ラインホルツは目を細める。全体的な作りから種別を言い当てるが、記き憶おくにある既き製せい品ひんとは形状が大分異なる。

「フルカスタムの特注品だよ。これならお前みたいな耐たい久きゆう自じ慢まんにも充じゆう分ぶん肉にく迫はくできると思って備品室の奥から持ち出したんだけど、どうかな？」

　伊吹は腰こしだめに構える。

　長大な銃じゆう身しんの先に備わった銃じゆう口こうは今にも火を噴ふかんとしているが、ラインホルツはあえて一歩を前に踏ふみ出し、両の拳を構える。

「そいつは実際にやり合ってみなくてはわかりませんな」

　この金色の人狼ウエアウルフは徹てつ頭とう徹てつ尾びの戦せん闘とう狂きようである。

　耐久性を追求したのは、血みどろの殺し合いを一分一秒も長く楽しむため。

　存外、伊吹とは相性が良い。度を超こえた吸血鬼偏愛家ヴアンプフイリアは、何時間であろうと吸きゆう血けつ鬼きと触ふれ合っていられる。

「ははっ！」

　笑えみを漏もらすのを止められない。

　これは胸躍おどる展開になると両者が確信する。

　まるで打ち合わせでもしていたかのように、引き金が引かれるのと巨体が跳ちよう躍やくするのは、まったくの同時だった。
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　墜つい落らくするヘリコプターが海面に激げき突とつする寸前──何とか脱だつ出しゆつした平ひら逆さか葉は月づきは、適当な客室のバルコニーに飛び込んだ。

　そこから船内に入った葉月がまず取った行動は、家や捜さがしだった。

　お嬢じよう様さまが宿しゆく泊はくしていると思おぼしい室内には金目の物が無造作に散らばっていたが、勿もち論ろん火か事じ場ば泥どろ棒ぼうが目的ではない。

　目当ては避ひ難なんマニュアルである。有事の際にはどこに避難するべきなのか記された資料を手に、段取りを一分以内に組み立てる。

　それから客室を飛び出しての避ひ難なん誘ゆう導どうである。

　真しん祖そに、その眷属に、さらにその眷属、おまけに度を超えた吸血鬼偏愛家ヴアンプフイリアまでもが乗り込んだこの豪ごう華か客船は、一時間後にはもうどうなっているかわからない。

　気位の高いお嬢様たちは命令されることに拒きよ否ひ反応を示すこともあったが、葉月自身の家いえ柄がらも決して劣おとっていないので物もの怖おじはしない。同種の気位は元より、社会に揉もまれに揉まれた者だけが持つ気苦労を前面に押し出す迫はく力りよくを行使してやれば、大たい抵ていの人間は逆らえない。

「乗務員にも言いつけておいたし、後は流れで勝手に避難するわね……」

　客船上層の廊ろう下かを行く葉月は、部屋の一つ一つを確認する。

　共にここまでやって来た伊吹と燦はこういった些さ事じには興味を持たない性質なので、自分がやるしかない。

　むしろ余計な茶々が入らなかったからこそ、スムーズに進んだのかもしれない。

　人の気配はマニュアル通り避難場所に向かっている。

　ならば自分もそろそろ本格的に動こう。

　ヴィクトリアの監かん禁きん場所の最有力候補は客船最上部のペントハウスだったか。

「はっ、はっ、はっ……」

　上へ上へと階段を駆かけ上がる。

　今後も血けつ戦せん局きよくを正常かつ健全に運営するためにも、何としてもヴィクトリアの奪だつ還かんは果たさなくてはならない。

　だが、途と中ちゆうで足が止まる。

　疲つかれた、からでは断じてない。

　自らに向けられる敵意を感じ取ったからだ。

「…………」

　そこはレストランだった。

　いくつもの丸テーブルが並べられたフロアは、平時ならば客とウェイターとコックによる賑にぎわいが形成されているのだろうが、今は寂さびしく静まり返っている。

　人の姿はない。

　いるのは吸血鬼のみ。

「惜っしい。気付かないで素す通どおりしたら、次の階段ごと押し潰つぶしてやろうと思ってたのに」

　派手な形に髪かみを結ゆった少女である。

　名を藍ラン小蕾シヤオレイ。ヒルデガルド・バートリーの眷属。

　行ぎよう儀ぎなど気にせずテーブルに座り込んだ吸血鬼は、ゆるりと持ち上げた片手を葉月の進行方向へと向けている。止まるのが一歩遅おそければ命はなかった。事前に確かく認にんされたその能力ならば、階段を破は壊かいする程度わけない。

「わざわざ待ち構えててくれるなんて、ご苦労なことね」

　言いつつ、葉月は自然な足運びでレストランへと入る。

　ここを無視して突つっ切るのは司令長官にも無理な話だった。

「あれだけ派手な一いつ斉せい射しや撃げきをかまされておいて、むざむざと本丸への踏み込みも見過ごすなんて、いくら『傲慢派プライド』だからって傲ごう慢まんすぎるっしょ」

「本丸っていうのは、やっぱりこの船の一番上にある……」

「ペントハウスね。ヒルダと攫さらってやった真祖なら、そこでよろしくやってるわよ」

　伊吹の予想は的中していた。

　ふと上階へと意識を向ける葉月だったが、

「ま、行かせはしないけど」

　そう言うと小蕾はテーブルから立ち上がり、空中に浮ういた。

　物理法則をまったく無視した光景でも、驚おどろくのは今さらである。

「率そつ先せんして侵しん入にゆう者を排はい除じよしようとするなんて、意外と忠義深いのね。飴あめ細工よりも脆もろいのが吸血鬼の主従関係ってものじゃないの？」

「忠義、とは違ちがうし」

　葉月の皮肉を受け流し、小蕾は答える。

「他の眷属連中はどうなのか知らないけど、私に関してはギブアンドテイクだし。高次存在への昇しよう華かにヒルダが成功すれば、その手法ノウハウを眷属にも指導してくれるっていうから、色々と協力してあげてるって感じ」

「高次、昇華……？」

「そ、吸血鬼以上に至ろうって試み」

「……いくら何でも荒こう唐とう無む稽けいがすぎるけど、放ほうっておけるはずもない、か」

　状じよう況きようが状況なので深く考え込みはしない葉月であった。

　どうせろくな試みではないのだろうから、遠えん慮りよなくロングコートの内側に手を伸のばす。

　取り出したのは一丁のサブマシンガン。

　抜ぬき打ちの要領で即そく座ざに引き金が引かれ、静せい寂じやくの中に連続する銃じゆう声せいが鳴り響ひびく。

　毎分八百発の勢いで大量の銃じゆう弾だんが放たれるが、その全すべてが小蕾の身体をすり抜ける。

　掠かすり傷一つなくまったく効いていない。

　それでもなお葉月はしつこく撃うつ。

「目め障ざわり」

　言葉の通り鬱うつ陶とうしげに小蕾が手をかざす。

　すると時間が止まったかのように、空間が凍こおったかのように、その身を襲おそわんとする銃弾が空中で固定される。

　さらに手をくるりと回せば、一個一個が反転し、射手の方向へと弾だん頭とうを突きつける。

「げっ」

　顔をしかめた葉月の予想は正しい。

　次の瞬しゆん間かんには火薬も雷らい管かんも使用せず、銃弾の群れが撃ち込まれる。

「なんって精度！」

　悪態を吐つきつつ葉月はテーブルの一つを引っくり返し、その後ろに隠かくれる。

　銃弾を食くらって振しん動どうする即そく席せきの盾たては、豪華客船の備品らしい頑がん丈じようさで機能する。

　ただし無敵などはありえず耐久限界を知らせるひび割れの悲鳴が聞こえてきたので、銃じゆう撃げきが収まったのを見計らい、葉月は飛び出す。

　同時にまたロングコートから新たな武器を取り出し、投げ放つ。

　それは『急きゆう急きゆう如によ律りつ令りよう』と書かれた呪じゆ符ふ。

　近代火器サブマシンガンとはまったく趣おもむきが異なる一枚の紙し片へんは、小蕾の眼前まで迫せまるや渦うず巻まく大たい炎えんと化す。炎えん上じようの規模は瞬またたく間まに膨ふくれ上がり、少女の全身をすっぽりと吞のみ込む。

　骨すら焼き尽つくす勢いがあるが、葉月は容よう赦しやなく畳たたみかける。

「ナンモ・サンマンダ・バサラタン・オン・キリク・ヒチリキ・ビキリタダノウ・ウン・サバセトラク・ダシャリ・サタバヤ・サバタサバタ・ソワカ！」

　真しん言ごんが唱えられると、フロア全体に重圧が発生する。

　一部の吸血鬼が扱う重力に干かん渉しようする特とく殊しゆ能力とは似て非なる。脅きよう威いの度合いとしては呪符によるそれよりもさらに上なのか、燃え上がる炎は押し潰されるようにして消え去る。

　大おお技わざの重ね掛がけは、並の吸血鬼なら十回は殺し得る。

　だが重圧が収まったところで、空中には結ゆい髪がみの少女の姿が平然と漂ただよっていた。

「効きまっせーん」

　何の損傷も見られない小蕾は軽く手を振ふり、甚じん大だいな衝しよう撃げき波はを生み出す。

　テーブルを紙かみ屑くずのように吹ふき飛ばす威い力りよくの前に、葉月は踏み止とどまれず、軽々と壁かべへと叩たたきつけられる。

「がっ、ぐぅ……」

「陰おん陽みよう術じゆつの火行符に大だい威い徳とく明みよう王おう法ね。なになに、もしかして呪じゆ術じゆつ師しの末まつ裔えいか何かだったりする？」

　苦しげに蹲うずくまる葉月を、小蕾はにやけ顔で分ぶん析せきする。

　サブマシンガンの代わりに披ひ露ろうした二つの攻こう撃げきは、まさしく呪じゆ術じゆつと呼ぶべき戦せん闘とう技術に他ほかならなかった。

　平逆家はその筋の名門であり、古くから吸きゆう血けつ鬼きのみならない魔ま性しようの退治を請うけ負っている。そして未いまだ十代にして多方面の術を高水準の域で修めた才さい媛えんこそが葉月である。

「私は道どう士し上がりの身の上だから、その腕うで前まえは正当に評価できるのよね。有あり体ていに言って、並々ならぬ努力と才能が感じられる。ま、私には全然効かなかったけど」

「ええ、そうみたいね……」

　立ち上がり、葉月はにやけ顔を睨にらみつける。

「でも、ネタは何となくわかったわ」

　銃弾がすり抜ける様子は、訓練を受けた猟血官ハンターならまず実体を持たない『霊ゴースト』の属性の偏かたよりを疑う。その手の吸血鬼に物理的な手段で挑いどんでも、柳やなぎに風といった調子であしらわれるので、別の手段に切り替かえなくてはならない。

　しかし霊れい体たいすら焼く陰陽術の炎ほのおに、悪あく霊りよう調ちよう伏ぶくに絶大な効果を発揮する大威徳明王法をも無効化するのは、他に類を見ない。

　あるいはだからこそ、葉月は見み抜ぬいたのかもしれない。

「精神体。アンタは『念動力』そのものなのね」

　攻撃手段として『念動力』による衝撃波を多用している。その一点だけではこの結論には至らない。葉月が注目したのはその精度であった。

『念動力』を行使する感覚は、見えない手を伸ばす、というのが一いつ般ぱん的らしい。遠くの物体を引き寄せるのは朝飯前だが、やはり実際の手ではないために大おお雑ざつ把ぱになりがちで、そこまで細かな芸当はできない。

　そのはずなのに、小蕾の『念動力』の精度は一つ次元が違うように見えた。

　無数の弾だん丸がんを空中で停止させるまではまだ許容範はん囲い内だ。不可視の壁を作るなどして受け止めればいい。しかしそこから一個一個を丁てい寧ねいかつ一いつ斉せいに反転させた上で発射するなど、あの真祖ですら音を上げる精密作業である。恐おそらく小蕾にとって『念動力』はもはや『実際の手』と同じなのだろう。

「ふうん、さすが司令長官。確かな観察眼をお持ちみたい」

「やっぱり……」

　自らの見解を否定されず、葉月は笑えみを浮かべる。

　その表情が小蕾の癇かんに障った。

「でも、だから何？　未だ肉体の枷かせに囚とらわれてる分際で、あんまりいい気にならないで」

　手をかざす。

　そのものならば、精度だけでなく出力調整の自由度も高い。少なくとも人間一人を挽ひき肉にくに変える程度は一いち撃げきで成し遂とげる。

　放たれた衝撃波は、今度はテーブルを粉ふん砕さいしながら葉月に迫る。

　壁に叩きつけられたダメージを引きずる足では回かい避ひは不可能。

　果たして──

「あん？」

　小蕾は実体のない眉まゆをひそめる。

　狙ねらいは外さなかったが、葉月は無事だった。

　その前に躍おどり出た二つの人ひと影かげが盾となって衝撃波を防いだからだ。

「誰だれ？　ていうか何？」

　どちらとも大の男。身に纏まとうタクティカルベストの黒服は、血戦局の構成員の一般的な服装である。

　だが、一般的な構成員ではないことは明白だった。

　意思が欠片かけらも感じられない虚うつろな瞳ひとみに、仰ぎよう々ぎようしい首輪。人体を容易に破壊し得うる衝撃波を生身で受け止めても両足で立っていられる並外れた身体強度。
















「式しき神がみよ。ここが出し所だと思って」

　男たちの隙すき間まから葉月が答える。

　式神とは呪術師が操あやつる手て駒ごま。吸血鬼の特殊能力の一つである『使い魔ま』とは似通った点が多々ある。

「こいつらにはヘリの運転だとか、墜つい落らくから脱だつ出しゆつする際に私を抱かかえさせたりだとか、雑用をさせてたんだけど、当然、戦闘にも使える。使い方としては今みたいに盾役をさせるのと、私も含ふくめた三人がかりで袋ふくろ叩だたきにする二通り。今回は後者で行こうと思うわ」

「あっそ。好きにすれば」

　サブマシンガンの弾倉マガジンを交こう換かんする葉月に、小蕾は呆あきれの眼まな差ざしをくれてやる。

　この期ごに及およんでも抗あらがうとは何とも諦あきらめが悪い。

　数を増やしたところで、自分を害するにはまるで足りない。

　早い話が悪わる足あ搔がき。時間と労力の無む駄だである。

　そんな格上の思考で漂う少女を支配するのは、圧あつ倒とう的な油断であった。

『傲慢派プライド』の吸血鬼にはよく見られる傾けい向こうではある。自らの耐たい久きゆう性を過信する余り、対応を後手にする。何を仕し掛かけられようと、とりあえず受けてから。

　例えば、胸むな元もとを狙って放たれた弾丸の形状が先さき程ほどとは大分異なっていようと、回避行動には移らない。

　そのような姿勢は文字通りの『痛い目』を招く。

「────っ、────────！」

　総身を駆かけ巡めぐる激痛に、言葉にならない悲鳴を上げる。

　今の身体になってからというもの、小蕾は痛みとは無む縁えんだった。

　だがいくら久方ぶりのとはいえ強きよう烈れつにすぎる。まだ肉体を有していた頃ころの記き憶おくも含め、生しよう涯がい最大の痛みに今襲われている。

「く、釘くぎ!?」

　見開いた目で自分の様子を確かく認にんしてみれば、胸に異物が突つき刺ささっている。銃弾にしては随ずい分ぶんと細長い。

「呪術の道具としては直球よね」

　葉月は銃じゆう口こうを向けたままで言う。

　弾倉マガジンの交換は単なる補ほ充じゆうではなかった。

「んぐっ、が、あ……っ」

　引き抜こうにも叶かなわず、また痛みを覚えた小蕾は、これを為なした相手を強く睨みつける。

　その表情が説明を求めているように見えたので、葉月は言葉を連ねる。

「呪のろいの本質は、原因不明の苦痛。肉体を傷つけるのではなく、その内側にあるより致ち命めい的なモノを突くことによって成し得る。だったら、ねえ、剝き出しの精神なんて、どういう扱あつかいを受けるかわかるでしょ？」

　対吸血鬼を標ひよう榜ぼうする特務機関の司令長官。

　それが平逆葉月である。一つ二つ攻撃を無効化された程度で白旗を上げるようでは立場をあっという間に追われてしまう。

「さあ、藁わらのように殺してあげる」
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「死ね」

　佐伯燦は手刀を振り下ろす。

　ただの手刀ではない。『形態変化』によって『銀』に変じさせた一撃は、弱点として有している吸血鬼ならひとたまりもない。

　現に、首筋から心臓を叩き切られた長なが瀬せ文ふみ佳かは断だん末まつ魔ますらなく消しよう滅めつした。

「次」

　殺した相手には一片の未練もなく、燦は別方向へと意識を向ける。

　そこには長瀬文佳がいた。

　先刻仕留めたはずのおかっぱ頭の少女とまったく同じ姿で、猛もう然ぜんと突っ込んでくる。

「しゃあ！」

「ふっ！」

　拳こぶしと拳が交こう錯さくし、競せり勝ったのは燦の方だった。

　銀手が長瀬の身体に突き入れられ、容赦なく貫つらぬく。

　人間ならば間ま違ちがいなく致ち命めい傷しよう。吸血鬼とて弱点を使っての一撃ならば絶命を免まぬかれないと先刻証明したばかり。

「ふふ、捕つかまえたっとお」

　だが長瀬は問題なく生存していた。

　ばかりか、突き入れられた腕うでを摑つかみ、燦の咄とつ嗟さの身動きを封ふうじる。

「いっ！」

　瞬しゆん間かん、燦の顔面に衝しよう撃げきが走る。

　横合いから三体目の長瀬に殴なぐりつけられたのだ。

　眼鏡が砕くだけるのみならず、顔の半分が血ち塗まみれになる。見た目は酷ひどいものだが、単純な『怪かい力りき』による仕し業わざだったので致命傷には至らずにすぐ再生する。

「こ、の、野や郎ろう……」

　霧きりとなって拘こう束そくから脱だつした燦は『念動力』を発動する。

　衝撃波として用いるのではない。近場のプールから水を塊かたまりで持ち上げ、二体の長瀬に向けて思い切り浴びせかける。

　それは『流水』である。弱点に該がい当とうする吸血鬼にとっては硫りゆう酸さんにも等しく、二体の内の片方は全身が無残に焼け爛ただれる。その上、再生も果たせず力なく倒たおれ、消滅する。

「ふん」

　すっかり元通りに再生した顔にスペアの眼鏡をかける燦。

　しかし表情に喜色はなく、むしろうんざりとした様子でしかめている。

　それもそのはず。

　眼鏡を通した赤色の視線の先には五つの人影。その全すべてが長瀬文佳の姿をしているのだから。

「ああもう、面めん倒どうくさいったらないですね……」

　ヘリコプターの墜落に際し、燦は蝙こう蝠もりと化して飛ひ翔しようすることで脱出した。

　客船には適当に目についた窓から侵しん入にゆうした。

　そこは船内中層、スポーツ用の設備が揃そろったフロアであった。テニスコートやらプールやら、長い船旅でも健康的な生活を両立したい金満趣しゆ味みが存分に反映されている。

　設備全てを使えば半日程度の時間は楽しく過ごせるのだろうが、燦は毛程も興味を抱いだかない。

　──確か最上階が怪あやしいとか言ってましたね。

　ヘリコプター内での伊吹の言葉を思い出し、さっさとその場を後にしようとした。

　その時だ。

「よお、ちょっと付き合ってよ」

　長瀬に声をかけられ、そのまま戦せん闘とうに移行した。

　燦とヒルデガルドは共にヴィクトリアの眷けん属ぞくという出自を持つ同格である。故ゆえに、その眷属は自動的に格下扱いとなり、自分が手間取るなどありえない。

　そんな認識を燦は持っていた。

　だが実際は、中々突とつ破ぱできない。

　殺しても殺しても立ち上がり、行く手を阻はばまれる。

「分身とはまた猪口才ちよこざいな真ま似ねをしてくれます」

　まったく同じ顔をした五体の少女を睨にらみ、燦は吐はき捨てるように言う。

　要所で姿を見せていたように、長瀬文佳は複数いる。命を省みないその連れん携けいは脅きよう威いと呼んで差し支つかえない。

「ただの分身と一いつ緒しよにしてもらっては困るねえ。何せこちとら『傲慢派プライド』だよ？　その方向性は往々にして耐久性によるって寸法さ」

　分身は吸きゆう血けつ鬼きにとっては使い古された戦法トリツクである。

　例えば『使い魔』と『形態変化』を併へい用ようすれば手軽に作り出せる。あるいは『幻げん術じゆつ』を利用すれば百単位を一いつ瞬しゆんで用意できる。

　その利用法は主に攪かく乱らん。『使い魔』を変じさせた分身には本体ほどの戦闘能力は期待できず、『幻術』に至っては実体がない。

　あくまで偽にせ者ものなのだから当然と言えば当然か。

　ただし長瀬についてはその当然が当てはまらない。

　そもそも偽者に手間取る佐伯燦ではない。

　ならば導き出せる結論は──全てが本物だという事実。

「私は元々七つ全ての弱点を持つ雑ざ魚こ吸血鬼で、新米の猟血官ハンターにもびくびくと怯おびえる日々を過ごしてたんだけど、ある時に運よくヒルダに拾われてね。そっから眷属になって指導を受けた結果、克こく服ふくするんじゃあなくって、身体ごと存在ごと弱点を分散させるって手法に辿たどり着いたわけよ」

　長瀬はしみじみと語る。

　自ら耐久性の秘密を明かすのは、絶対的な自信の表れだろうか。

　確かに一いつ斉せいに襲おそいかかれば、燦も後退を余よ儀ぎなくされる。自分同士であるため思考に差異がなく、連れん携けい攻こう撃げきは息が合うどころではない。

　ある一体が『怪力』を。

　ある一体が『形態変化』を。

　ある一体が『念動力』を。

　ある一体が『使い魔』を。

　ある一体が『幻術』を。

　個体ごとに特とく殊しゆ能力も分散させているようで、多た彩さいに攻せめてくる。

　数を減らそうにも、二体を仕留めた『銀』と『流水』はその他に対しては弱点として働かず有効打を与あたえられない。

　おまけにぐずぐずしていると──

「くそっ！」

　燦は思わず大声で悪態をついてしまう。

　襲い来る長瀬の姿が七体に増えている。

　先さき程ほど仕留めた二体が戦線に復帰したのだ。

　長瀬文佳のもっとも厄やつ介かいな点がそこだった。偽者の分身ではなくどれもが本体という性質上、一体でも残っていたなら再生してしまう。

　対処法の最適解は、弱点全てを内包した一いち撃げきによる一いつ掃そう。

　だが燦にその対処法を実現するのは不可能だった。『銀』と『流水』には耐たい性せいがあるので攻こう撃げき手段として用いることができるものの、燦自身も吸血鬼として『日光』など弱点をいくつか有している。

「ヒルダが目的を果たすまで、邪じや魔ま者ものは上に行かせない。絶対に。私の忠義にかけて」

　長瀬は断言する。どうやらこの吸血鬼は、弱小の身の上から救い上げられた過去の恩を原動力としているらしい。

　そんな眷属に相応ふさわしい姿勢を、燦は鼻で笑う。

「貴方あなたの忠誠とか、知ったことじゃないです」

「おや、そっちも必死になって真祖を取り返そうとしてるから、てっきり同類かと思ってたんだけど、違うんだ？」

「ふん、貴方みたいな忠犬と私が同類なんて、冗じよう談だんにしても笑えないですね」

　長瀬の推測に対し、燦は今度は表情を険しくする。

「私は、ヴィクトリアの打だ倒とうを目指しています。寝ね首くびを搔かくために所属先を同じにしてるっていうのが現状です。だから、今回貴方たちが攻めて来た時は『好機』とも捉とらえていました。結果的にヴィクトリアが潰つぶれるなら、他ほかに任せてもいいかなと」

　と、そこで目を伏ふせる。

　数時間前の出来事を思い返してから、言葉を続ける。

「けど、実際に打ち倒されたヴィクトリアを目まの当たりにしたら、どうにも納なつ得とくできない。心臓に棘とげがささったみたいにもどかしい、いいえ、苛いら立だたしい。一時は貴方たちの行動を見過ごしましたが、このまま放置することを私はしません」

　そして次に言い放つ。

「陳ちん腐ぷな言い回しになりますけど──私以外があいつを傷つけるのは許さない」

　何とも愛あい憎ぞうが入り混じった感情である。まさしくコンプレックスでもあり、しかし燦にとっては存在意義と言っても過言ではない。

「そういうわけで、どいてもらいます」

　燦の圧力が増す。

　ヴィクトリアを救出するべく、一歩を踏ふみ出す。

「殺せるかな、私を、私たちを？」

　だが長瀬もまた譲ゆずらない。

　七体が並び、殺意には殺意で返す。時間稼かせぎの足止めだけに留とどまらず、機を見てヒルデガルドの仇あだとなる邪魔者を始末する。

　そこに対して燦は指を三本立てて突つきつける。

「吸血鬼を殺し切る方法は主に三つ。一つは弱点を突く。一つは失血死。一つは精神破は壊かい」

　分散した弱点を突くのは、先述の通り不可能。

　失血死は実力差のある格下でなくては現実的ではない。一体を吸い取っている内に、先に仕留めた一体が再生するのが予想できてしまう。

　精神破壊については高度な専門技術が必要であり、燦は習得していない。

　こうしてみると詰つんでおり、状じよう況きようを突破する術すべはないように思えるが、七体の長瀬を睨む燦の瞳ひとみに諦あきらめの色は微み塵じんも浮うかんでいない。

「ただ、殺し切るんじゃなくて無力化となると、もう一つ方法が追加されます」

　突きつけた三本の指を折り、燦は笑う。

「封ふう印いんです。再生する身を封じ込めることで、生存は許しつつも行動の一いつ切さいを禁じます」
















　そう言うや、片かた腕うでを口元に持っていく。

　そのまま口を開き、鋭えい利りな牙きばで手首を嚙かみ裂さく。

「な!?」

　突とつ然ぜんの自傷行こう為いに、長瀬は目を丸くする。

　傷口から血が盛せい大だいに噴ふき出し、燦の手を真っ赤に染める。

　ただし無意味な行為でないことは、その顔に浮かび上がったより凄せい惨さんな笑えみを見れば理解できる。

「……っ！」

　燦は突とつ貫かんする。

　狙ねらいは七体の内の一体。

　赤色の手を振ふり抜ぬき、急所たる心臓に突き入れる。

　しかし長瀬は平然と指し摘てきする。

「無む駄だだって」

　単なる貫ぬき手てなど通用しない。今さらその事実は説明するまでもないだろうに。

　まさか諦めてやぶれかぶれになっただけなのか。

　長瀬が呆あきれの溜ため息いきを漏もらそうかというその寸前──異変が起きる。

「は、ああ、ん、あ、ああああ、なん、ああああああああああああああああ、あああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ──」

　突き入れられた燦の手を起点として肌はだに赤色が広がっていく。胸から上半身全体、さらに頭部と下半身も容よう赦しやなく染め上げる。

　突き放そうにも燦が内側から摑つかんで離はなさない。

　そうこうしている間にやがて全身が赤一色に覆おおわれると、長瀬は蠟ろう人にん形ぎようのように固まり、そこから一切動けなくなる。指先一つ、まばたき一つすら叶かなわない。

　他の六体が息を吞のむ中、燦は告げる。

「最近私が新たに開発した特殊能力です。名前もまだ決めていませんが、まあ、身をもって体験したなら、細かい説明はいりませんよね」

　その言葉の通り、長瀬は理解していた。

　何しろ七体全すべてが本体なのである。我が身に起きた異変を最さい期ごの瞬しゆん間かんまで体験して、その特殊能力を理解してしまった。

　自分は、侵しん食しよくされた。

　何にと問われれば、それは燦である。

　突き入れられた手に塗まみれた血液が、自らの内に流れる血液を押し退のけていった。まるでデータを食くい潰すウィルスか何かのように。そして全身を侵おかされた時にはもはやその身体は自分の思い通りに動くものではなく、今は無残に固まっている。

　封印とはよく言ったもの。

　死んではいないが、生きているとも言い難がたい。

　ただここで重要なのは死んではいないというその状態である。七体全てを同時に滅めつせられない限り再生し続ける耐たい久きゆう性が長瀬の持ち味である。だがこれでは再生できず、動けるのは六体のまま。

「次！」

　呆あつ気けに取られている隙すきを見み逃のがさず、燦はすぐさま次の一体に赤せき手しゆを放つ。

　この特殊能力は血液操作の類たぐいである。

　相手の血液を自らのもので侵食し、疑ぎ似じ的な眷けん属ぞくと化すことで身体の支配権を奪うばうのだ。首筋に牙を突き立て血液を注入する正式な手順を踏まず、強ごう引いんな手段で打って出ているため操あやつることはできないが、無力化するにはその状態で充じゆう分ぶんだった。

「さあ、次はどれにしましょうか！」

　燦が吠ほえる度たびに、赤い人形が生み出される。

　長瀬とて総出で必死の抵てい抗こうを試みるが、数が減れば連れん携けいの強度が下がるのは自明の理。

　半数以上の四体を封印されてからは、燦が完全に状況を掌しよう握あくした。

「ヒルダ、ごめ──」

　最期の一言も満足に残せずに、最後の一体が行動不能となる。

　これにてヒルデガルド・バートリーの眷属──長瀬文佳は無力化された。

「ふう……」

　一息つく燦。

　断っておくと、決して楽勝ではなかった。

　そもそもこの封印は誰だれにでも効果を及およぼせるわけではない。

　長瀬が自ら分散させて、つまり血を薄うすめていたからこそ通用したのだ。七体全ての血が一つに集中していたら封印ができたかどうかわからない。

「まだまだ改善の余地あり、ですね」

　言いつつ、上を向く。

　視線の先には当然天てん井じようがあるが、意識はそのさらに上へ。

　入船の目的はヴィクトリアの救出。そのヴィクトリアというとどうやら船の最上部に囚とらわれているらしい。

　障害を排はい除じよしたのだからすぐにでも向かうべきだが、燦は少しだけ思案する。

「ここから一々階段を上がるのは、時間のロスですね」
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「あらら、随ずい分ぶんと騒さわがしくなってきたね」

　ヒルデガルドはふと呟つぶやいた。

　船内各所で繰くり広げられる激げき闘とうの気配は、最上部のペントハウスまで伝わっている。何しろ一つは近くの甲かん板ぱんにて行われているのだから。

「私だって目立ちたい」

　心の底からそう言って、作業を急ぐ。

　その手には血ち塗まみれの拷ごう問もん具。

　その面前には血塗れの真祖。
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　平逆葉月は呪じゆ術じゆつ師しである。

　習得した様々な呪術の中でもっとも得意とするのは『丑うしの刻こく参り』である。

　藁わら人にん形ぎようの中に対象の髪かみの毛けや血液などの身体の一部を入れ、釘くぎを打ちつけることで対象を呪のろい殺す。

　それが広く知れ渡わたった『丑の刻参り』だろう。

　厳密には、七日間をかけて行う、衣い装しようは白しろ装しよう束ぞく、紅べにの化け粧しようなどの細かな決まり事がある。

　だが葉月は実戦を考こう慮りよし、簡便化と強化を施ほどこしている。

　その方法はある意味では呪術にあるまじき力ちから業わざ。

　対象に釘を直接打ち込む。しかもサブマシンガンから釘を大量に撃うち放つのだ。無論、既き成せいのサブマシンガンは釘を放つどころか装そう塡てんできる構造にもないので、持ち出しているのは特注品であったりする。

　人間が相手なら呪いが効力を発揮する以前に仕留められそうなものだが、葉月が相手にするべきは人ならざる吸きゆう血けつ鬼き。そして吸血鬼に対し、葉月の呪術は非常に効果的だった。

「あぐ……っ！」

　足に釘が突き刺ささり、小蕾は悲痛な呻うめきを漏らす。

　物理的な干かん渉しようを無効化する身体だろうが関係ない。

　なぜなら呪いとは精神への打だ撃げき。

　呪術をかけられた対象は、肉体的には健康であっても苦しみ衰すい弱じやくし死に至る。

　猟血官ハンターとして前線で活かつ躍やくしていた時分の葉月は、これは使えると確信した。

　吸血鬼の肉体は人間の常識を超こえて頑がん丈じよう。さらに、やっと傷を負わせようとも再生してしまう。そんな相手と真正面からぶつかるのは如い何かにも分が悪く、また効率も悪い。

　だからこその呪術である。

　肉体は人間時代からは大きく変質していようと、その精神は元のまま。

　つまり葉月ほどの術者ならば呪殺は充分可能であり、実際、不死を謳うたう吸血鬼を何体も仕留めてきた。

「っざけんなあ！」

　痛みに我を忘れ、小蕾は衝しよう撃げき波はを連続して放つ。

　レストランフロアにこれを防ぐに足る物品はなく、散々に破壊される。食器も椅い子すもテーブルも、乗客のために揃そろえられた品々は全て破は片へんと化す。

　葉月も一人でこの破は壊かいに晒さらされていては、同じく五体を飛び散らせていたことだろう。

　呼び寄せた式しき神がみが盾たてにすることで、破壊から逃のがれる。

　ただしここは何も防戦一方の展開ではない。

　小蕾の行動は悪あく手しゆである。衝撃波とは『念動力』によるものであり、『念動力』とは意思の力──精神の延長線上にある。

　そこに釘を打ち込まれでもしたら──

「ぐがあああああああああああああああああ！」

　乱れ撃ちを食くらい、絶ぜつ叫きようを張り上げる。

　ほとんど滅めつ多た打ちにされているようなものであり、衝撃波自体も攻こう撃げきの役割を果たせず霧む散さんしてしまう。

　さらに、葉月は手を緩ゆるめない。

「やれ！」

　命じられ、盾の役割をしていた式神二体が葉月のもとから飛び出し、小蕾に接近する。

　その手にはいつの間にかそれぞれ大おお振ぶりの金かな槌づちが握にぎられており、あろうことか小蕾に突つき刺さった釘に向けて振りかぶられる。それこそ藁人形に対するかのように。

　空中を浮ふ遊ゆうする小蕾は危機を察知し、遮しや二に無む二に遠ざけようとする。

　だが式神たちは壁かべを蹴けり、天井を伝い、時には互たがいを足場にして肉にく迫はくする。人間ではないにしても、その動きは明らかに人間離ばなれしていた。

　ついに挟はさみ込んだところで、金槌を勢いよく振ふり下ろす。

　本来の『丑の刻参り』は藁人形に刺さった釘を何度も打ちつけることで呪いの強度を増加させる。

　よって、打たれてさらに深くめり込んだ釘は、より深刻な激痛を与あたえる。

「っ……、う………、は、はあ…………」

　しかし小蕾は何とか耐たえてみせ、相手と距きよ離りを取る。

　余りの痛みに意識を失いかけた。精神体にとっては致ち命めい的だ。自意識によって存在しているこの身で失神するということは、死と同義である。食らってはいけない。あの金槌はもう二度と食らってはいけない。

「その式神……」

　思わず訊たずねようとすると、先回りして答えられる。

「私が過去に呪じゆ殺さつした吸血鬼よ。精神は徹てつ底てい的に破壊されてるけど、肉体の方は無事だからこうして利用させてもらってるの。何しろ血戦局は人材不足が常なもので。使えるものは何でも使わないと」

　葉月はどこか疲つかれ切った様子で言ってのける。

　できるのなら、今戦っているこの吸血鬼も手元に置きたい。これほどの『念動力』を操る吸血鬼を戦力として扱あつかえるのなら、血戦局の明日は明るい。

　だが、小蕾は耐えた。

　式神に金槌を振るわせた段で仕留めたと思ったが、小蕾は耐え切った。さすがは『傲慢派プライド』。さすがはヒルデガルド・バートリーの眷属である。

　こうなれば取るべき選せん択たく肢しは限られる。

　攻撃を小出しにしていては痛みに慣れ耐たい性せいを持ってしまう恐おそれがあるので、式神の金槌を上回る強力な呪いを打ち込むのだ。

　そのためにはまず──

「行け！」

　葉月の指示を受け、式神の片方が小蕾に飛びかかる。

「誘さそってるの？　私はそんな単たん細さい胞ぼうじゃないんだけど」

　一度痛い目を見た以上、小蕾はもう大おお雑ざつ把ぱに衝撃波を放つことはしなかった。

　金槌を振り上げる式神だけを精密に『念動力』で縛しばり、動きを封ふうじる。銃じゆう弾だんの群れを止めるよりは随分と容易たやすい。

「哈ハ！」

　さらにその肉体を捩ねじり切り、腹部を境に上半身と下半身に分断する。精神をやられて意識がない吸血鬼では再生は果たせず、本当の意味で再起不能となる。

「ちっ、大事な戦利品を……」

　舌打ちをしつつ、葉月はもう片方の式神にも突とつ撃げきを命じる。

　そして自らもまた猛もう然ぜんと走り出す。朽くち葉ば色いろのロングコートを翻ひるがえし、サブマシンガンを構えて小蕾に接近する。

「なっ！」

　両側から挟み込むように。

　先さき程ほどの再現だ。ただし片方が葉月だということで異なる状じよう況きようでもある。

　どちらを優先的に排除するか、小蕾は一いつ瞬しゆん判断に迷った。

　そして結果、式神の方を向く。

　確実性を求めてだ。

　式神による援えん護ごがなければ葉月はとっくに敗れ去っているはずなのだ。だからその援護を潰つぶしておけば確実に勝利を手中に収められる。すでにもう一体の方は再起不能しているのだから、これで終わりだ。

　そう確信して式神の肉体を『念動力』で破壊する。

「よし！」

　葉月の方を向く。

　片方に意識を向けていたために必然、反応は遅おくれたが、銃じゆうを撃つなら撃てばいい。

　どれだけ釘が突き刺されようと自分は死なない。

　しかし、そんな小蕾の傲慢を、葉月は文字通り打ち砕くだく。

「人の世を乱す吸血鬼に呪いあれ」

　コン！

　フロアに小気味好よい音が響ひびく。

　銃じゆう声せいではない。葉月はサブマシンガンの他に、その手に武器を持っていた。『丑の刻参り』には釘と並んで必ひつ須すの金槌である。

　ふと見てみれば破壊された式神の手には何も握られていない。突撃する寸前、葉月へと渡していたのだ。

　事前に式神を一体放っていたのが効いた。

　あれがあったから小蕾は続く挟きよう撃げきにおいて判断を誤った。

　銃じゆう撃げきではなく接近からの直接攻撃を選んだ葉月に、懐ふところまで踏ふみ込ませてしまった。

　金槌が打つのは、初めに突き刺した胸の釘。

　術者が直接注ぎ込む呪いの強度は、それまでとは段だん違ちがい。

「あ、あ、あ──ああああ──あ、あ、あ、あああ、ああ、ああ──」

　激痛すらも超えた埒らち外がいの痛みはたちまちの内に小蕾の総身を支配する。

　一瞬で数百の発はつ狂きようを繰くり返した果てに意識を維い持じすることは叶かなわず、その精神は完かん膚ぷなきまでに破壊される。すなわち精神のみによって構成されたその存在は消しよう滅めつしたのだ。

　不死なる吸血鬼の呪殺、ここに成る。

　しかし葉月の表情は些いささか優すぐれない。

「しまった、精神体だから呪いで仕留めたって肉体は残らないのね」

　貴重な式神を二体も失ったというのに、その代わりを回収できなかったのは大きな痛手だった。これではヴィクトリア救出という目的を果たしたところで採算が取れない。

「かくなる上は、より有用な大物を血戦局に引き入れないと……」
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「はっはははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははは──」

　伊吹の笑い声が甲かん板ぱんに響く。

　伊吹は二丁拳けん銃じゆうを得物としているが、銃手ガンナーではない。吸血鬼と戦いという形で触ふれ合うに当たって銃がもっとも適しているので使っているだけであり、銃そのものにこだわりはない。

　もしもより適した武器が開発されたならあっさりとそちらを選ぶだろう。

　ただし、二丁拳銃とは別に今回持ち出した対物ライフルに関しては例外だった。普ふ段だん使いができないだけに回ってきた使用の機会は見み逃のがさない。

「ははははっはははっはははははははは」

　乱射狂トリガーハツピーの気はない伊吹であっても、一発を撃うつごとに笑えみを零こぼしてしまう。

　対物ライフル『竜りゆうの喉のど』。

　それこそ伊吹が持ち出した武器、いや、兵器の名だった。

　フルオートでばら撒まかれる焼しよう夷い徹てつ甲こう弾だんは甲板をたちまち火の海に変える。聖別式の油──聖油が混ぜられた焼夷剤による燃焼効果は吸血鬼にも通用するものの、余りの大威い力りよくのせいで市街地での使用は一いつ切さい禁止されている。

　それに、この手の強力な兵器は得てして人間のたがを外す。どんな善人であろうと眠ねむっていた殺意を露あらわにしてしまう。

　ただ、伊吹に関しては元々たがが外れているようなものである。何しろ今、感情を爆ばく発はつさせている最大の要因は、この大威力を正面から受け止める吸きゆう血けつ鬼きと相対していることにある。

「効かん、豆まめ鉄でつ砲ぽうで倒たおれる私ではない！」

　ラインホルツ・グライリッヒは吠ほえる。

　狼ろう面めんの大口を裂さけんばかりに開き、気合を込こめて咆ほう哮こうする。

　並の吸血鬼なら一発で上半身が消し飛びかねない焼夷徹甲弾を何発もその身に受けようと、ラインホルツは雄お々おしく立ちはだかる。

　そもそも防戦一方ではない。

　床ゆかを蹴り、脅きよう威いの脚きやく力りよくでライフルの間合いを一瞬で潰す。

「オオッ！」

　顔面を狙ねらって拳こぶしを放つ。

　その『怪かい力りき』が直ちよく撃げきしては潰れるどころか破は裂れつしてしまう。

「っ！」

　伊吹は首を飛ばす勢いで動かす。必死で拳を躱かわした次の瞬しゆん間かんには、相手の腹に銃じゆう口こうを押しつけ零ぜろ距きよ離りで引き金を引く、引く、引く。

　ライフルの適正距離などは知ったことではない。

　とにかく量を撃ち込む。

「うっ……ぐ……っ」

　さすがに苦く悶もんの声を漏もらすラインホルツだが、まだ膝ひざを屈くつしはしなかった。

　それどころかさらなる反はん撃げきとして伊吹の身体を摑つかむと、まるで野球ボールか何かのように投げ放つ。

　海に落とされていたら、浮ふ遊ゆう行動などできない伊吹では一巻の終わりだったが、幸い投げられた先には壁かべがあった。ライフルが壊こわれないように抱かかえ込み、衝しよう撃げきは全すべて背中だけに留とどめるように受け身を取る。

「……ふう、危ない危ない」

　体勢を立て直しつつ、伊吹はラインホルツを見み据すえる。

　特注の兵器をもってしても未いまだ倒れる気配はない。

　単純な頑がん強きようさでは、伊吹がこれまで交戦した吸血鬼の中でも間ま違ちがいなく頂点に位置する。

　しかし伊吹は、吸血鬼偏愛家ヴアンプフイリアは怯ひるまない。

　そもそも初めからライフルで勝負を決しようとは思っていない。焼夷徹甲弾はあくまでラインホルツの外装を剝はぐために用意したに過ぎない。

　実際、成果は出ている。

　撃たれたラインホルツの身体の各所からは煙けむりが立っている。そこに生えているはずの金毛は燃え散り、肌はだを晒さらしている。

　頑強さを誇ほこっていようとも、再生力についてはそこまで強力ではないのだ。そしてどれだけ頑強であろうと錬れん金きん術じゆつ理論の防ぼう御ぎよ効果を帯びた金毛がなくては、人狼ウエアウルフのラインホルツには『銀』が通る。

「…………」

　伊吹は懐に忍しのばせたオートマチックに意識を向ける。

　勝負を決するのはこれだ。装そう塡てんされた粒りゆう銀ぎん炸さく裂れつ弾だんを無毛の箇か所しよに撃ち込めさえすれば、一いち撃げきで仕留められる。

「まあ、それがまた至難の業わざなんだけど」

　伊吹は吸血鬼偏愛家ヴアンプフイリアの顔でどこか嬉うれしそうに呟つぶやく。

　ラインホルツは当然、耐たい久きゆう性の要かなめたる金毛が剝がされている事実には当然気付いている。

　そしてだからこそ、ここからラインホルツはより手て強ごわくなる。元より人間を超ちよう越えつした高速挙動を実現している巨きよ体たいは、致ち命めい的な『銀』に対しては感覚が研とぎ澄すまされることもあって、さらに凄すさまじい反応速度を見せることだろう。

「ははっ、やっぱり弱点あっての吸血鬼だよね」

　伊吹は偏へん愛あい家だけに、大たい抵ていの吸血鬼の在り方を受け入れる。上司のヴィクトリアが躍やつ起きになって否定する『傲慢派プライド』の弱点克こく服ふくについても一定以上の理解を示す。

　それでもやはり正しい姿というものはあるのかもしれない。

　弱みがあるからこそ、強みが映はえる。

「楽しいですかな？」

　戦せん闘とう中にもかかわらず終始笑みを絶やさない少年に対し、ラインホルツが問うてくる。

「ああ、楽しいね。引き金を一回引くごとに吸血鬼の素す晴ばらしさを痛感する。決着なんてつけずに永遠に撃ち続けていたいとも思うよ」

　しかし続けて伊吹は言う。

「でも、お前を倒した先には、もっと素晴らしい光景が待ってる。ヴィクトリアにヒルデガルドだ。あの吸血鬼たちがどんな結末に至るのかこの目で見るためにも、ここで立ち止まっているわけにはいかない」

　ライフルを構える。

　銃口は真っ直すぐに。

「そうですか。では──」

　ラインホルツは拳を握にぎり、突とつ貫かんする。

　間合いを潰つぶしての接近戦。圧あつ倒とう的な身体能力を有していてこそ可能だが、銃じゆう器き類に対してはやはりこの方法がもっとも効果的だ。

　一直線に駆かける巨体から伊吹は目を離はなさない。

　横に避よけるか、後ろに下がるか。

　そんな当たり前の行動ばかり取っているといずれ上回られる。そのいずれとは、数時間後かもしれないし、今この時かもしれない。

　人間と吸血鬼。強者は間違いなく後者だ。

　その事実を踏まえた上で、人間が狩かる側に回るには方法は二つ。

　的確に弱点を突つく。

　相手の予想を上回る無茶をする。

「来い！」

　伊吹は回かい避ひという選せん択たく肢しを捨て、迎むかえ撃った。

　しかしライフルの引き金には指をかけていない。

　長大な銃じゆう身しんを両手で持ち、バットのようにフルスイングをする。

　切り札として持ち出したはずの兵器に対してとは思えない乱暴な扱あつかいに、ラインホルツは虚きよを衝つかれ、派手な直撃を許してしまう。

　そして伊吹はスイングの勢いそのままに、ライフルを投げ出す。

　そのシルエットは巨きよ大だいな手しゆ榴りゆう弾だんのようにも見え、実際、中には焼か夷や弾くを満まん載さいしているのだから、細工をしておけば──大爆発を起こせる。

「ゴオオア！」

　爆ばく炎えんをまともに食くらったラインホルツは大きく体勢を崩くずす。

　これでもまだ死なない耐久性には感動すら覚える。

　しかし爆ばく煙えんの向こう側で拳銃を構える伊吹の姿に、ラインホルツは観念する。

　爆発によって上半身前面の『守り』は焼き払はらわれてしまった。

　果たして、『銀』の銃じゆう弾だんは吸血鬼の胸を穿うがつ。

「見事」

　一いつ瞬しゆんで、ラインホルツは塵ちりと化し、消滅した。

　あの巨体など元からこの世には存在しなかったかのような、呆あつ気けない幕引きだった。

　数々の特とく殊しゆ能力を有していながら、死に際ぎわはこの儚はかなさ。

　これこそが吸血鬼の魅み力りよくの一つだ。
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「と、あんまり余よ韻いんに浸ひたっていられる状じよう況きようじゃないか」

　ラインホルツを撃げき破はした伊吹は、次は客船最上部のペントハウスへと目を向ける。

　この甲かん板ぱんからは肉眼で確かく認にんできる。

　あそこにヴィクトリアが囚とらわれている。その救出のためにわざわざ軍用ヘリを用意してまで乗り込んだのだ。

「そう言えば、葉月と燦はどうしてるんだろう？」

　ふと思いついたことを口にする。

　墜つい落らくするヘリコプターから一足早く飛び降りた伊吹は、共に乗っていた少女たちが脱だつ出しゆつした様子をその目で確認できていない。

　あのまま一いつ緒しよに墜落したとは微み塵じんも思っていないが、無事だとも思っていない。

　ヒルデガルドの眷けん属ぞくは三体。内一体は同じ姿を複数見かけているものの、あれはひとまとめにして一体。

　ペントハウスが目視できる甲板で、伊吹はラインホルツと一いつ騎き討うちをしていた。普ふ通つうなら加勢が現れそうなものだが、他の眷属は一時も顔を見せなかった。

　普通に考えれば、それぞれがそれぞれと交戦しているのだろう。

　自分もまた加勢に行くべきかと踵きびすを返そうとする直前。

「ま、いっか」

　伊吹はすぐその考えを捨てた。

　あの二人なら自分よりもずっと速すみやかに撃破しているはずだ。

　そう瞬しゆん時じに思考を切り替かえ、さっさとペントハウスへと足を向ける。

　すると──

「委員長を救い出すのが目的だけど、少しくらい司令長官の身を案じても罰ばちは当たらないんじゃない？」

「おわっ！」

　いつの間にか伊吹の背後にはロングコートの少女が不服そうな顔で立っていた。

「ああ、葉月か。びっくりさせないでよ。あ、でも、その様子だと危なげなく勝利したんだね」

　片手にサブマシンガンを握った司令長官の姿に、伊吹はふっと息を吐はく。

　式しき神がみ二体を失っているので、危なげなく、とはあまり適切な表現ではないが、葉月自身は目立った負傷をしておらず、行動に支障はない。ただもう少しだけ、この際は振ふりでも構わないので心配してくれてもいいのではないか、というのが本音であったりする。

「……アンタの方は、大惨さん事じね。ここまでやって負けてたら目も当てられないわよ」

　甲板に広がった火の海を眺ながめ、葉月は頭が痛くなる。

　伊吹が市街地では使用禁止の兵器を持ち出した時点で、ある程度の損害は覚かく悟ごしていた。相手はそこらの吸きゆう血けつ鬼きではないのだから、無傷の勝利などありえない。

　それでも、破は壊かい的な光景を目まの当たりした途と端たんに懐ふところ事情について考えが及およんでしまうのは、機関を運営する者の悲しい性さがか。

「これ、血戦局うちで弁べん償しようをさせられたりしないでしょうね」

　葉月は頭の中で計算を始めようとするも、それはすぐに無む駄だになる。

　まず甲板が大きく揺ゆれたのだ。

「なに、敵てき襲しゆう!?」

　葉月は警けい戒かいを強め、周囲に視線を巡めぐらせる。

　しかし異常はそこではない。

　だから察知した伊吹が言う。

「下だ！」

　瞬しゆん間かん、甲板の一部が吹ふき飛んだ。

　下からの甚じん大だいな衝撃によって穴が穿うがたれ、客船には当初の設計にない吹き抜ぬけができてしまった。

　誰だれがこのような暴挙に及んだかは言うまでもない。

「ふいー、これでショートカットができました」

　吹き抜けから甲板へと飛び出てきたのは、金きん髪ぱつと眼鏡の組み合わせがよく似合う洒しや脱だつな少女。

「燦も無事だったんだね」

「当たり前じゃないですか。私を誰だと思ってるんですか？」

「真祖の眷属」

「まあ、そうですね。そんな私が真祖の眷属の眷属なんかにやられてたら、これから一生棺かん桶おけの中で過ごさないといけないくらの恥はじですよ」

　自然な流れで会話をする伊吹と燦。

　そこに葉月が司令長官として詰つめ寄る。

「ちょっと、佐伯燦。これはどういうつもり？」

　吹き抜けを指しての質問である。

　改めて見てみれば、随ずい分ぶんと深い。

　すると燦は悪びれもせず言う。

「私は船の中層あたりにいたんですけど、そこから階段を上がるのは時間の無駄かなあって思ってショートカットをした次し第だいです。今は一刻を争う緊きん急きゆう事態ですし、これくらいは大目に見てくれると助かります」

「…………」

　葉月は思わず押し黙だまる。

　合理的と見み做なすには相当な抵てい抗こう感があるが、この緊急事態において三人が合流できたのは喜ばしい。眷属との戦闘はあくまで前座。最大の山場はこれから迎える。

　よって文句を言うのは止やめておく。

　そして現時点での損害規模の計算も止めておく。

　きっとまだ膨ふくれ上がる。面めん倒どうな処理は全すべてを終えてから。

「じゃあ行こうか」

　伊吹が待ち切れない様子で呼びかける。

　ペントハウスはすぐそこだ。

　燃え盛さかる火の海を通り抜け、三人はその前へと辿たどり着く。

「誰から入る？」

　早くも出入り口のドアノブに手をかけながらも、一応尋たずねる伊吹。

「お先に」

「どうぞ」

　葉月と燦が先を促うながすと、伊吹は躊ちゆう躇ちよなく内部へと踏ふみ入る。

　ペントハウスとはまさしく豪ごう邸ていだった。船の上であることを忘れそうになるほど広く整えられたエントランスを進み、廊ろう下かにある扉とびらを三人がかりで手当たり次第に開けていく。

　そしてついに伊吹がリビングルームへと入る。

　そこはこの客船におけるゴールであった。

　部屋の中心には磔はりつけにされたヴィクトリア。

　そのすぐ近くにはヒルデガルド。

「な…………」

　伊吹は目を見開く。

　部屋の床ゆか一面には血ち溜だまりが広がっている。膨ぼう大だいな量だ。その発生源は磔にされたヴィクトリア。血ち塗まみれの全身からは赤色が止とめ処どなく流れ落ちている。

　甲板の惨さん状じようなどこの光景に比べれば可愛かわいいもの。

　しかし伊吹が何より驚きよう愕がくしたのは、そこに対してではない。

　両手に鋏はさみと鋸のこぎりを持ち、間ま違ちがいなくヴィクトリアを血塗れにしただろうヒルデガルドにこそ目を奪うばわれた。

「グッドタイミング。やっと調査を終えたところだったから、人前に姿を見せつけたいと思ってたとこなんだよね」

　そう言うとヒルデガルドは鋏と鋸を放ほうり捨て、両手を腰こしに当てる。さらに胸を張る。

　自分を見せつけるポーズらしい。

　だがそこに微笑ほほえましさは入り込む余地は微塵もない。

「どう？　私ってどうかな？」

　ヒルデガルドは漠ばく然ぜんと尋ねる。

　何がどうなのか、具体的な言葉は何もなく、伊吹は困こん惑わく気味に言葉を返した。

「お前……、吸血鬼か……？」

「あはは、そっか、君の目にはもう私は吸血鬼に映らないんだ。だったら昇しよう華かには成功したってことだね」

　伊吹の反応に、ヒルデガルドは上じよう機き嫌げんに笑う。

　偏へん愛あい家の伊吹はどのような吸血鬼だろうと嬉き々きとして相対する。

　そうなっていない様子を鑑かんがみれば、一つの答えが弾はじき出される。

　ヒルデガルド・バートリーはもはや吸血鬼ではない。

「うわ、な、何これ、どういう状況!?」
















「ああ、間に合いませんでしたか……」

　遅おくれて血溜まりのリビングルームへ葉月と燦が現れる。

　葉月は同じように困惑を見せるが、一方の燦は全てを察した様子でヒルデガルドに声をかける。

「神になった気分はどうですか？」

「控ひかえ目めに言っても最高。不完全な弱点を全て捨て去って、真祖の奥底に隠かくされた神格を自己に反映させることで、私はやっと、やっと完全になれた。うん、これこそが私らしい。私はこうでなくっちゃ！」

　唐とう突とつに大声を張るヒルデガルド。

　その行こう為いだけで空間が軋きしむようだった。

　神。

　その単語については半信半疑の伊吹と燦だが、吸血鬼を凌りよう駕がする気配は感じ取っていた。

　ヴィクトリアを奪い返すには、このヒルデガルドを倒たおさねばならないのか。

　しかし覚悟を固める前に、当のヒルデガルドはあっさりと告げる。

「ヴィクトリアなら、このまま持ち帰ってもいいよ」

「……どういう風の吹き回し」

「裏はないよ。言葉通りの意味。私は目的を果たしたから、もう用済みなの。というか、そんな不完全なモノはあんまり視界に入れたくないから、できればさっさと回収してくれるとありがたいな」

　十数秒ほど沈ちん黙もくがあった。

　その後、葉月は伊吹に目配せをする。

「わかった」

　意図を汲くみ取った伊吹は、磔のヴィクトリアの拘こう束そくを解いていく。

　足元の『大蒜にんにく』の花を散らし、『銀』の鎖くさりを断たち、『白木の杭くい』を抜き、基き礎そとなっていた『十じゆう字じ架か』を後ろに倒す。

　同時に倒れ込んできたヴィクトリアの身体を抱だき止める。

「…………っ、……………………、……」

　まったく無事ではないが、息はまだある。

　これにて一応、ヴィクトリアの救出は果たされた。

「本当に、このまま帰ってもいいわけ？」

　葉月が恐おそる恐る尋ねる。

「うん。お大事に」

　眷けん属ぞくを打ち倒した面々が揃そろっているというのに、ヒルデガルドは戦意も興味もまるで示さない。

　その底知れなさは恐きよう怖ふを抱いだくには充じゆう分ぶんすぎる。自分たちは吸血鬼を逸いつ脱だつした相手ならば管かん轄かつ外だ。葉月は血戦局の司令長官として撤てつ退たいを本気で考え始める。

　しかし徹てつ底てい抗こう戦せんの構えを取る者がいた。

「このまま、逃にがすわけ、ないだろうが！」

　ヴィクトリアである。

　未いまだ血塗れのまま立ち上がり、限界まで握にぎり締しめた拳こぶしを振ふりかぶり、ヒルデガルドの顔面を殴なぐり抜く。










　第五章　血の楔くさび




　壁かべという壁を突つき破り、ペントハウスの外へと吹ふき飛ばされるヒルデガルド。

　しかし苦く悶もんの声を上げたのはヴィクトリアの方だった。

「くっ、そ……」

　殴りつけた拳は太陽の光を浴びた時と同じように焼け焦こげていた。

　再生することもなく、見るからに痛ましい。

　つい先さき程ほどまで弱点で雁がん字じ搦がらめになっていたその消しよう耗もう具合はとても計り知れない。また拘束は外されたが、全てから解放されたわけでもない。豪ごう華か客船の内部という環かん境きようは『流水』と『敷しき居いの呪のろい』が適用され、現在進行形で脅おびやかされている。

　すぐにでも血溜まりの中に倒れ込んでもおかしくないはずなのに、それでもヴィクトリアは意地でも踏み止とどまった。

「風紀のために、粛しゆく正せいする」

　そして宣言する。

　力なく、だからこそ力強く。

「ははっ」

　伊い吹ぶきなどは思わず見み惚とれてしまった。

　自らに歯向かう相手を決して許さず、自らの目的にひたすら執しゆう着ちやくするその姿勢、その在り方はこれ以上なく吸きゆう血けつ鬼きらしい。

　思えば、初めて出会った時、封ふう印いんからの復活直後にも、ヴィクトリアは吸血鬼の風紀を正すべくすぐさま動き出していた。

　どれだけ消耗していようと関係ない。







　ただ勿もち論ろん、全員が全員そのような心持ちなわけがなく、無ぶ遠えん慮りよに水が差される。

「それって本気？」

　声は外から聞こえた。

　軽かろやかながら厳おごそかで、自然と従ってしまいそうになる声こわ色いろ。

　その方向に目を向ければ、瑠る璃り色いろのワンピースを揺蕩たゆたわせるヒルデガルドがいた。

　海への落下という結末は当然のように否定し、ペントハウスと同じ高さに浮ふ遊ゆうしている。

　否いな、浮遊というのは違う。

　吸血鬼が浮遊行動をする際には『念動力』によって自らの身体を浮うかび上がらせるのが常じよう套とう手しゆ段だん。ヴィクトリアとてそのようにしている。弱点を削けずる過程で同時にほとんどの特とく殊しゆ能力を捨てたヒルデガルドでは本来不可能のはず。

　つまり常ならざる手段を行使しているわけだ。

　否、行使とも違う。

　今のヒルデガルドはただ在るがまま空中に留とどまっていられる。

「神……」

　葉は月づきが途と方ほうに暮れたように呟つぶやく。呪じゆ術じゆつ師しとしての感受性がある少女は、ついに知覚してしまった。

　今のヒルデガルドはまさしくそれだ。

　──藍ラン小蕾シヤオレイが言っていた昇華とはこれか。

　──いくら常識外れの吸血鬼だからといってそこまでは。

　──根本的に相反する存在にまで至れるはずがない。

　──いや、あらゆる神話の要素を取り込んでいるんだから、根本的ではないのか。

　幾いく多たの疑問が脳のう裏りに押し寄せるが、第六感を通じて力ちから尽ずくで説得されてしまったので、早々に認にん識しきを改めなくてはならない。

　ヒルデガルド・バートリー。

　それはもはや吸血鬼ではない。

「もう一度言うよ、本気？」

　ヒルデガルドは言う。

　ヴィクトリアは鬱うつ陶とうしそうに返す。

「何がだ？」

「本気で私と事を構えるのかって聞いてるの。今の私は最高の気分だから、一回殴られた程度なら笑って許してあげる。引き返すなら今しかないよ」

「戯たわ言ごとは聞き飽あきた。そんな醜しゆう態たいを晒さらしている貴様を放置するなど、この私に、できるはずがない」

「あっそ。なら気が済むまで、灰になるまでどうぞ。不完全極きわまるその身への哀あわれみも込めて、二撃目もそちらに譲ゆずってあげる」

　完全へと至った少女の言葉と態度に、真しん祖そは奥歯を嚙かみ締める。

　ともすれば即そく座ざに飛びかからんとする雰ふん囲い気きに、葉月が慌あわてて声をかける。

「ちょっと、やれるの？」

　気き遣づかいであり、退ひかないヴィクトリアを非難する含ふくみもあった。

　自分たちはあくまで対吸血鬼を標ひよう榜ぼうする特務機関。

　神に対するのは明らかな管轄外である。

　そんな葉月の心中を読み取ったかのように、ヴィクトリアは指し摘てきする。

「言っておくが、この状じよう況きようは未だ吸血鬼の範はん疇ちゆうにあるからな」

「へ？」

「今回における奴やつの目的は、私の内に秘ひめられた神格を暴あばき、自身にもその格を反映させることで存在を昇しよう華かする──つまりそのまま、神になる、というわけだ」

「う、うん」

「この私にしても反へ吐どが出るほどに傲ごう慢まんな所業だが。事はここで終わりではない。奴にはすでに次の目的がある。あるいは真の目的か」

「真の目的、それって……」

　これ以上の展開があるのかと固かた唾ずを吞のむ葉月。

　ヴィクトリアは忌いま々いましそうに答える。

「所々で口走っていただろう、ヒルデガルドは、完全とやらになったあの姿を見せびらかすつもりだ。人目に、衆目に、世間に、世界に見せびらかすことで、自己顕けん示じ欲よくを満たそうという魂こん胆たんを持っている」

　要は目立ちたい、と。

　そこらで騒さわいでいる吸血鬼と同じ動機だ。

　だがヴィクトリアはそこにこそ強きよう烈れつな危機感を抱いていた。

「これは由ゆ々ゆしき事態だ。吸血鬼と神、どちらが素す晴ばらしいかは言うまでもないが、世の中には正しい分別ができない節穴が大勢いる。奴がＳＮＳなどで自分を晒せば、同じように神格を獲かく得とくせんとして真ま似ねをするフォロワーが次々と現れるだろう。何たる乱れだ」

　圧あつ倒とう的な力には否いやが応でも魅みせられるものだ。ヒルデガルドの威い容ようを見せつけられては、人間だけではなく吸血鬼すらも影えい響きようを受けるのは想像に難かたくない。

　これによって吸血鬼の価値が貶おとしめられるのを、ヴィクトリアは危き惧ぐしている。

　吸血鬼よりもさらに高位の存在がある。

　そんな勘かん違ちがいが広まっては堪たまらないので、ヒルデガルドの自己顕示は何としても阻そ止ししなくてはならない──ならないのだが。

「あ」

　葉月が不ふ穏おんな声を上げた。

「ああ」

　次いで燦さんも。

「あー……」

　さらに伊吹までも。

「何だ貴様ら、揃いも揃って？」

「ごめん、もう手て遅おくれかも」

　怪け訝げんな顔のヴィクトリアに、伊吹が申し訳なさそうに歩み寄る。

　そして携けい帯たい端たん末まつを取り出し、少々操作してからその画面を見せる。

　覗のぞき込んでヴィクトリアは怪訝を強める。

　そこには、黒くろ髪かみ金眼の美少女、つまり自分が映っているではないか。

「何で私が？」

『何で私が？』

　時間差で同じ動きをするので、写真ではなく動画。しかも今まさに撮さつ影えい中である。

「すごいよなあ、最近のカメラは。吸血鬼の姿だってばっちり捉とらえて」

「いや本来は映らない、これだけ血を流して格が低下しているからであって……ではなく、これはどこから撮とっている」

「ここ。僕の胸ポケットから。葉月と燦も上半身のどこかに仕し込こんでるよ」

「何のために撮っている？」

「えっと、配信。生配信」

「なっ」

　ヴィクトリアを攫さらわれた失態を挽ばん回かいし、血けつ戦せん局きよく健在をアピールするための措そ置ちであった。

　この現代社会ではやはり吸血鬼への関心は高いようで、本部ビルを飛び立つ前に公式サイトで動画配信の告知がされた時点で、チャンネル登録者数は普ふ段だんの倍を優に超こえた。豪華客船へと到とう達たつし、伊吹たちが眷けん属ぞくたちと激げき闘とうを繰くり広げる段階になるとさらに秒単位で増加していった。

　そして今、ヒルデガルドの姿はばっちりと全世界に晒されてしまった。明らかに通常の吸血鬼とは隔かく絶ぜつしている雰囲気はカメラを通しても伝わったようで、今夜の配信では一番の盛り上がりを見せている。

「すぐ切れっ……、…………、いや、こうなったらむしろ都合がいいのか……」

　状況を理解した途と端たんにカメラを破は壊かいするものかと思いきや、ヴィクトリアはそうはしなかった。焼け焦こげた手を顎あごにやり、思案の姿勢を取る。

　切せつ迫ぱくした状況を理解しているからこそ、下手な手は打てない。

　全すべては吸血鬼の風紀を正すため。

　ヴィクトリアが出した結論は──

「撮影と配信は続行していい。私がヒルデガルドを打だ倒とうする様を諸もろ々もろに見せつけてやれ」

「え、いいんだ？」

　生配信を決めた張本人である葉月はばつが悪そうに顔を背そむけていたが、ヴィクトリアの言葉に驚おどろきき視線を向ける。

「苦肉の策であり、上策とも言える。社会の暗がりに潜ひそむべき吸血鬼が広く人目に触ふれるのを私は好まないが、ヒルデガルドを根本から叩たたき潰つぶすにはこうする他ほかない」

　どういうことなのか。

　そう問う前に、ヴィクトリアはこの場に集まった三人に指示を出す。

「貴様らも、棒立ちの撮影班にはさせないからな。機を見て、奴に一いち撃げきなり何なりを食くらわせてやれ」

　有う無むを言わさぬ委員長命令。

　しかし燦が臆おくさずに聞き返した。

「へえ、私たちの手を借りるんですか？」

　それは挑ちよう発はつの色を明らかに含んでいた。

　真祖が他者に頼たよるのか、と。

　普段のヴィクトリアならプライドを刺し激げきされて発言を翻ひるがえしてもおかしくはなかったが、冗じよう談だんではなく吸きゆう血けつ鬼き全体に関かかわる問題を前にしては、判断を間ま違ちがえることはしなかった。

「貴様らの手を借りるのにも意味がある。単に私の消しよう耗もうだけが問題ではない。だから……頼たのむ」

「ふふふ、そこまで言うなら、協力してあげますよ。まあ私だって、たかが神ごときになったくらいでいい気になってるヒルデガルドには、苛いら立だちの一つ二つはぶつけたかったですから」

　燦にとってヴィクトリアこそ打倒を狙ねらう標的であり、超えて行くべき目標なのである。自分以外の手で潰されてしまっては堪らないが故ゆえに、敵対感情を持ちながらも手を貸すことに矛む盾じゆんはない。

「では、腹はら拵ごしらえだ」

　厄やつ介かい者ものの協力を取りつけたところで、ヴィクトリアは屈かがみ込み、床ゆかに手をつけた。焼け焦げた方の手を。

　そこには自らの血液が大量に広がっている。

　吸血鬼にとって血液とは、生存と活動を続ける上でなくてはならないエネルギー。これを大量に失った状態で『格上』に挑いどむのは身投げにも等しいため、ヴィクトリアは体内へと戻もどす。

　ズ、ズズズ、ズズズズ、ズズズズズズズズズズズ……

　中々に恐おそろしい音と共に、床ゆか面めんの赤色はヴィクトリアの手に吸い込まれていく。真祖ともなれば吸血行こう為いは口からでなくとも問題ないらしい。

「よし……」

　手を離はなし、立ち上がる。

　いくらか消耗からは回復したらしく、焼け焦げた手は元通りに再生する。

　しかし床にはまだ結構な量が残っている。

「あれ、全部吸い尽つくさないんだ？」

「ああ、残りは伊吹、貴様が使え」

　尋たずねる伊吹に、ヴィクトリアが命じる。

「リボルバーの方だ。タイミングは任せるぞ」

　それだけの言葉で、伊吹は頷うなずいた。

　この局面である。無意味に残したわけではない。それにしたとしても説明不足だが、吸血鬼偏愛家ヴアンプフイリアは時に眷属以上に真祖と通じ合っている。

　とはいえ、だからこその心配もある。

「でも大だい丈じよう夫ぶ？　エネルギー補給が大切だってことは、僕よりもヴィクトリアの方が痛感してると思うけど」

「不足分は別で補うから、問題ない」

　そう言うや否いなや、ヴィクトリアは伊吹に抱だき着いた。

　首筋に手を回して服をはだけさせると、そこへ牙きばを突つき立てる。

「んっ」

　吸血。故に吸血鬼。

　喉のどを一度鳴らし、ヴィクトリアは伊吹から離れる。

「これで、色々と補給できた。ありがとう」

　吸血鬼の血と人間の血では、エネルギーの吸収効率が違う。良質なのは後者であり、たった一いつ滴てきだけでも前者よりも身体を潤うるおす。

　また吸血鬼にとって吸血とは単なる食事ではなく、様々な感情を表現する手段でもある。

　例えば愛情表現、転じて愛情確かく認にんなど。

　二人は別に恋れん愛あい関係ではない。ただ、吸血鬼を偏へん愛あいする伊吹の思い、つまり人間からの憧あこがれはヴィクトリアには心ここ地ち好よく、また決して裏切れないものである。だから、ここではある種の『気つけ』として活用させてもらった。

　ここまでして敗れるなどありえない。

「吸血鬼を見せてくれ」

　伊吹の言葉を背に受けながら、ヴィクトリアは神と対たい峙じする。
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「本当に本当に、やり合うつもりなんだ。せっかく逃にげる猶ゆう予よを与あたえてあげたのに」

　ヒルデガルドは心底から呆あきれた様子で言った。

「諸々、聞いてたよ。どうやら私の姿はもう世界中に知れ渡わたってるとか」

　わざとらしく自らの耳に手を当てる。大声で話していたわけではないが、全て聞き取っていたらしい。人ならざる聴ちよう力りよくなら容易たやすい。

「こうなったらもう流れるがままだ。皆みなが私を認め、憧れ、夢中になって、我先にと後に続こうとする。実際に反応を見てないからまだ実感は薄うすいけど、すでに私の目的は達成されちゃってる」

　自己顕けん示じ欲よくであり承認欲よつ求きゆうでもある。

　多くの者が持つ当たり前の欲よく望ぼうも、究極的に高まれば神にまで至れる。吸血鬼が氾はん濫らんして常識が疑われるこの乱れた現代社会においてもまだ信じ難がたい事態が、ここに実現してしまった。

「だから無む駄だだよ。今さらどう足あ搔がこうと無駄。大人しく引き下がるのをお勧すすめする」

　浮ふ遊ゆうして自らの面前に構えるヴィクトリアに対し、ヒルデガルドはあくまで諭さとすように言い聞かせる。

　戦意を滾たぎらせるヴィクトリアとは嚙かみ合わない。

　別に慈じ悲ひ深いわけではなく、ただ単に興味がないのだ。

　戦せん闘とうとは相対した者たちの優劣を分ける行為であり、ならばその裁定は終わっている。不完全なヴィクトリアと完全な自分。どちらが優すぐれているかは生まれたばかりの赤子にさえ判別できる。

　格下を躍やつ起きになって排はい除じよしようとするほど、ヒルデガルドは暇ひまではない。できるならすぐにでも自分に関するネットの反応を一つ一つ楽しみたい。

　しかしヴィクトリアは断固として認めない。

「貴様の目的は、自らを見せつけること。であるなら、私もまた同じ方法を選ぶ。それこそが貴様にはもっとも効果的だろう」

　瞬しゆん間かん、拳こぶしを振ふるう。ただ今度は直接殴なぐりつけることはしなかった。

　聖せい性せいに満ち満ちたヒルデガルドの身体は、今や『銀』よりも『日光』よりも吸血鬼を害する。勢いに任せて素す手でで触れたのは、相当な無理だったのだ。

「散れ！」

　拳に合わせて衝しよう撃げき波はが発生する。

　吸血鬼が誇ほこる特とく殊しゆ能力『念動力』。

　これを使えば、直接殴りつける必要はない。

　損傷を与えられるかはまた別の話ではあるが。

「何かした？」

　これ見よがしに首を傾かしげるヒルデガルド。

　真祖が生み出した衝撃波は、強きよう靭じんな吸血鬼の肉体であろうと確実に捻ねじ曲げる威い力りよくを有している。

　けれども、ヒルデガルドの前では呆あつ気けなく霧む散さんした。

　無効化。

　かつて『傲慢派プライド』の頃ころから備えていた能力であり技術は今に至っても健在であり、その性能はより高まっている。もはや意識を働かせることもない。空中に留とどまっていられるのと同じく、ただその在り方でもって吸血鬼の力を打ち消してしまう。

「っ！」

　しかしヴィクトリアは構わず次を撃うち放つ。シャドーボクシングでもしているかのように両の拳を交こう互ごに振るい、衝撃波を連発、乱発する。

「許してあげるって言ったのは、二撃目までなんだけど……」

　さすがに鬱うつ陶とうしく思ったのか、ヒルデガルドはゆるりと手をかざす。

　だが、先んじてヴィクトリアが次の行動に移る。

「逆巻け」

　その言葉に呼応して、空が唸うなった。

　吸血鬼が誇る特殊能力『天候制せい御ぎよ』。

　嵐あらしが襲しゆう来らいする。

　夜よ闇やみにあってもはっきりと見て取れる大量の雲が空を埋うめ尽くし、猛もう烈れつな雨を降らす。

　そして雷らい鳴めいが轟とどろく。一度ならず二度、三度、途と切ぎれることなく連続して上から下へと空間を引き裂さくようにして走り、夜を照らす。

　極きわめつけは、巻き起こる激しい風だ。突とつ風ぷう、烈れつ風ぷう、旋せん風ぷう、そのような形容では足りない激しさは勢力を増し、やがて眼下の客船を吞のみ込んでも余りある巨きよ大だいな竜たつ巻まきを形成する。

　真祖の面めん目もく躍やく如じよ。

　このような終末的な光景を作り出せる吸血鬼は、ヴィクトリア・リードをおいて他ほかにいない。まして攻こう撃げきに転用できるなど、常識はずれの吸血鬼たちでさえ夢にも思わない。

「弾はじけろ！」

　ほとんど怒ど号ごうに近い叫さけびをヴィクトリアが発した瞬間──雷かみなりの雨がヒルデガルドという一点に降り注ぐ。

　光と音が世界を支配する。

　絨じゆう毯たん爆ばく撃げきを軽く凌りよう駕がする破は壊かいの中に少女の姿は消える。

　塵ちり一つ残さない。

　黒雲より飛来する雷らい撃げきの一本一本にヴィクトリアの意思が込こめられているかのようだった。そう、まさしく意思だ。自然現象とはかけ離れた軌き道どうの雷撃は『念動力』によって操あやつられ、確実かつ執しつ拗ようにヒルデガルドへと落ちる。

　この時点ですでに過剰殺戮オーバーキルの感があるが、ヴィクトリアはまるで満足せず竜巻へと意識を向ける。

　古代の巨きよ塔とうのごとく屹きつ立りつする破壊そのものすら御ぎよし、一いつ瞬しゆんの迷いもなくヒルデガルドにぶつける。

　攪拌機ミキサーと表現するのは侮ぶ辱じよくでしかない。

　逆巻く大規模破壊はまさしくヴィクトリアの感情の具現だった。

　しかもこの間も、雷撃は止めていない。

　帯電する竜巻などそうそうあるものでもない。

　このような異常現象に対する耐たい性せいなど、真祖ですら持っている自信がない。

　故ゆえに、ヴィクトリアは笑う。

　その時を待っていたと言わんばかりに異常が起こった。




「失うせろ」




　轟ごう音おんの中でもはっきりと聞き取れた。

　聴ちよう覚かくではなく魂たましいに響ひびく声こわ音ね。

　だが、そこを不思議に思っている場合ではない。

　ヒルデガルドが意識的に行使した無効化能力の効果は絶大だった。

　その時、何もかもが消失したのだ。

　雲も、雨も、雷も、風も、竜巻も、ヴィクトリアが作り出した嵐は冗じよう談だんのように消え失せ、静かな夜空に戻もどされる。

「なるほど。確かに真祖は神の領分に手をかけているみたい」

　素直な称しよう賛さんの後には、正直な嘲ちよう笑しよう。

「でも届かない。吸きゆう血けつ鬼きである限り、永遠に」

　そう言ってヒルデガルドは率そつ直ちよくに見下すべく、視線を向ける。

　しかし先刻まで構えていた位置にヴィクトリアの姿はない。

　嵐と一いつ緒しよに無に帰した、とは思わない。

　なぜなら、真上から有り有りとした殺気を感じるからだ。

「玉ぎよく砕さい覚かく悟ごの突とつ撃げき？　いくら何でも芸がなさすぎでしょ」

　ヒルデガルドは慌あわてず騒さわがず、軽かろやかに片手を持ち上げる。

　頭から突っ込んできたヴィクトリアと五指が触ふれ合う。

　途と端たんに黒くろ髪かみ金眼の少女の全身が文字通り崩くずれ落ち、塵一つ残さず消え去った。

「むむ？」

　あまりにも拍ひよう子し抜ぬけする展開に、ヒルデガルドは自らの迂う闊かつさを認識した。

　ヒルデガルドを殴り抜ぬいた際、ヴィクトリアは拳を焼け焦こげるだけで留めた。真祖の意地か、触れ合う程度ではまだ生存を維い持じできるのだ。

　つまり今消え去ったのは偽にせ者もの。『使い魔ま』と『形態変化』を併へい用ようした格落ちも格落ちの分身だ。

　ヒルデガルドが騙だまされたのは、相手の必死さが故だろう。

　この局面でそんな安い手を打つ余よ裕ゆうのなさ。

　今や高位存在となったその目が見落とすのも無理からぬ。

「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお──！」

　背後から本物のヴィクトリアが拳を振るう。

　勢いに任せて殴りつけるのではない。衝撃波を放つのでもない。

　その両方──『怪かい力りき』と『念動力』の全力併用だ。

　圧あつ倒とう的な力ちから業わざは、ヒルデガルドに届いた。

　拳に伝わる確かな手て応ごたえと共に振り抜き、傲おごり高ぶった神とやらを吹ふき飛ばす。

　一いつ矢しは報むくいた。

　だが、この程度で満足できるなら、ヴィクトリアはそもそも『風紀委員会』など立ち上げていない。吸血鬼全体を考える委員長は、風紀を正すためにこそ神を討うつ。
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　ヒルデガルドが吹き飛ばされた先は、客船の甲かん板ぱんだった。

　焼夷弾の乱射によって火の海と化したそこに逆ぎやく戻もどりしたのは、偶ぐう然ぜんではなくヴィクトリアの意図によるもの。

　ここでなら援えん軍ぐんを期待できる。

「はっ」

　自らも甲板へと降り立ったヴィクトリアは、愉ゆ快かいそうに表情を綻ほころばせた。

　まんまと吹き飛ばされたヒルデガルドではあるが、倒たおれ込むような無様は晒さらさず、火の海の中でも平然と佇たたずんでいる。腕うでも足も両方ともつながっており、行動に支障をきたす損傷は見受けられない。

　ただ口元から、か細い赤色を一筋流すだけ。

　だがヴィクトリアにとってその赤色こそが打だ倒とうの光明であった。

「ちょっと吐と血けつしたくらいで、そこまで喜ぶ？」

「当然だろう。何しろ吸血鬼なのだから」

　見み栄えからかあえて口元を拭ぬぐわないヒルデガルドに対し、ヴィクトリアは傲ごう然ぜんと言い放つ。

「血が流れているのなら、紛まがうことなく吸わ血た鬼しの獲え物ものだ。その神こう々ごうしい首筋を味わわせてもらう」

　牙きばを剝むいた表情に恐おそれの色はない。誇り高く、まさしくヴィクトリア・リードにこれ以上なく相応ふさわしい。

「……不愉快だね」

　反対に、眉み間けんを寄せているのがヒルデガルド。

　邪じや悪あくと定義される吸血鬼と聖なる神は絶対的な力関係がある。たった一筋の血を吐はかせた程度でよくも強気に出られたものだ。

　それ以前に、吸血鬼のままでどうしてそこまで誇りを持てるのか。弱点に塗まみれた見苦しい吸血鬼のままでありながら。完全を志向するヒルデガルドにはまるで理解できず、苛いら立だちすら覚える。

「ふん……」

　ここでヒルデガルドは初めてそれらしい構えを取った。

「無効化に留まらず無力化して消しよう滅めつさせてやるのも簡単。でも、そんな顔を私に向けるっていうなら、話は別。丁度世界中に配信されてることだし、痛めつけて苦しめて、私を引き立たせるサンドバッグにしてあげる」

「ああ、やってみろ」

　ヴィクトリアは退ひかずに応じる。

　圧を加えても変わらない表情に、ヒルデガルドはより一層苛立ちを募つのらせながら、正面から間合いに踏ふみ込む。

　振ふるったのは拳こぶしではなく、平手打ちだった。

　蠅はえでも払はらうように、右から左へと無造作に。

「なっ!?」

　しゃがみ込んで回かい避ひをしたヴィクトリアは振り向き、目を見張った。

　彼女の遠く背後には自らが囚とらわれていたペントハウスが建っている。

　豪ごう華か客船の施し設せつの中でも取り分け目を引く豪ごう邸ていは、土台から削そぎ飛ばされ、あろうことか丸ごと宙を舞まった。

　何者の仕し業わざなのかは言うまでもない。

　ヴィクトリアの背後とはつまり、相対するヒルデガルドの正面。

　平手打ちは振るった実際の範はん囲いだけでなく、その延長線上までにも威い力りよくを及およぼした。

　ヴィクトリアが先刻放った渾こん身しんの拳撃を彷ほう彿ふつとさせるが、もはや吸血鬼の範はん疇ちゆうにないヒルデガルドなので同一ではない。

「いぶ──」

　内部にいるだろう者たちの身をヴィクトリアが案じる前に、ヒルデガルドはもう片方の手を上下に動かす。

「もう用済みだし」

　その言葉と共に宙を舞うペントハウスは、距きよ離りなど無視して海面に叩たたき落とされた。

　ヴィクトリアは再度の驚きよう愕がく。

『怪力』と『念動力』の全力併用は、真祖といえども乱発できる能力ではない。

　まず溜ためが必要であり、単独での戦せん闘とうでは中々発動の機会に恵めぐまれない。ヴィクトリアは分身による一か八かの囮おとりで意識を逸そらすことで拳を振るう機会を手た繰ぐり寄せた。

　また反動も大きい。強きよう靭じんな吸血鬼の肉体にも響く負荷が蓄ちく積せきし、振るった直後の腕は痙けい攣れんが止まらない。

　故にここぞという時を見定めての乾けん坤こん一いつ擲てきのはずなのだが、ヒルデガルドは即そく座ざの二連発をした。しかも二発目に至ってはヴィクトリアを狙ねらったのではない適当さである。

「よっと」

　そしてさらに三発目が振るわれる。

　いや、三発目どころではない。次も、その次も、ヒルデガルドの平手打ちは全すべてが巨きよ大だいな威力を保っていた。

「ぐ、途と轍てつもないなっ！」

　直ちよく撃げきを受ければ全身が爆散してそのまま絶命しかねないため、ヴィクトリアは必死で回避する。

　標的を捉とらえられなかった『力』は甲板に吹き荒あれ、余計な施設をミニチュアのように破は壊かいする。元々火の海と化していただけに、ヴィクトリアが呼び寄せた嵐あらしとはまた異なる終末の風景が具現化される。

　吸血鬼の『念動力』は『見えない手』を操あやつる感覚だが、ヒルデガルドのそれは大げさではなく天より降る『神の見えざる手』と呼んで差し支つかえなかった。

「まったく、よくよくすばしっこいね。小人に翻ほん弄ろうされる巨きよ人じんの気持ちだよ」

　と、ヒルデガルドは一いつ旦たん猛もう攻こうを止めた。

　消しよう耗もうした様子は一いつ切さい見受けられない。

　圧倒的な暴力はあくまで基本性能。溜めも反動もなく、当たり前に行使できる。

「ぜっ、はっ、は……」

　一方、消耗が激しいのはヴィクトリアである。

　ヒルデガルドはいつか自ら言っていたように、戦闘それ自体は得意ではない。動きの切れは素人しろうとに毛が生えた程度で、いくら巨大な威力を伴ともなっていようとヴィクトリアの眼力をもってすれば見み極きわめは容易たやすい。

　だが、相手が神ともなれば気軽に反はん撃げきは繰くり出せない。

　一歩一歩が命いのち懸がけである。濃のう密みつな聖せい性せいを纏まとい、放つその身は、相対するだけでこちらの身を害する。視線を合わせた時などは、内側から引き裂さかれるような苦痛に転げ回りそうになった。

　存在の相あい性しよう。

　絶対的な力関係。

　神聖なるものが弱点である。

　吸血鬼をそのように設定したのは他ほかならぬ真祖であり、誰だれよりも理解している。世界に受け入れられる形として成立させるために必ひつ須すの要素であったとはいえ、厄やつ介かいな重荷を背負ったものだと呆あきれる。

　とはいえ、後こう悔かいはしていない。

　真祖でさえこの有様というのは、効果的な状じよう況きようである。

「吸血鬼は不完全だからこそ、完全を上回り得る」

　息を整え、ヴィクトリアは呟つぶやく。

「口ではどうとでも言えるよ。それとも、もう口しか動かせなかったりする？」

　聞き逃のがさず、ヒルデガルドは応じる。

「だとしたら拍ひよう子し抜ぬけもいいところなんだけど。サンドバッグなんて立ってるだけの簡単な仕事も全まつとうできないなんて」

「安心しろ。私は未いまだ健在だ。貴様も思うままに暴れるといい。派手に立ち回って、画面の向こうの連中を楽しませようではないか」

「……初めて共通の思いを持てたね。そう、見られてるんだから、盛り上げないと！」

　ヒルデガルドは両手を振りかざす。

　昂たかぶったためか、その言葉にある違い和わ感かんには気付かなかった。

　画面の向こう。

　カメラで撮とられていることを意識していないと出てこない言葉である。

　撮さつ影えい者たちはペントハウスにいた。そのペントハウスはすでに客船にはない。普ふ通つうに考えれば諸もろ共とも海の藻も屑くずとなって然しかるべき光景を目まの当たりにしたが、ヴィクトリアは撮影者たちの安否については確信があった。

　何しろ、彼らはすでに配置についている。
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「むぐっ!?」

　ヒルデガルドは横合いから頰ほおに一いち撃げきを食くらった。まったく想定していなかった方向から食らわされたので、効いてはいないが、思わずたたらを踏んでしまった。

　視線を真横に滑すべらせれば、百メートルほど離はなれた位置に、かつての同どう胞ほう、佐さ伯えき燦の姿があった。

「盛り上がりどころなら、是ぜ非ひ私も参加させてもらいたくって」

　遠えん距きよ離りから手をかざしている様子を見るに、恐らく『念動力』を使ったのだろう。

「ああ、燦、まだ生きてたんだ。私は別に構わないけど、そっちはいいの？」

　ヒルデガルドは特に痛くもない頰をさすりながら、ヴィクトリアへと言葉を投げかける。

　それは質問ではない。誇ほこり高い真祖が助けを借りるのかと、暗に嘲ちよう笑しようしているのだ。

　だがヴィクトリアは冷静に応じる。

「数が増えた方が派手で見所を多く作れるだろう」

　どれだけ強力であろうと同族が相手なら断固として拒きよ否ひしたかもしれないが、事が神殺しとなれば話が変わってくる。それこそ吸きゆう血けつ鬼きへの対たい抗こう手段のように、格上には複数で挑いどむのが常道。吸血鬼特有の弱さを理解している以上、もっとも確かな選択をするのは、何よりも風紀を重んじる委員長にとっては自然な流れだった。

「では遅おくればせながら、よろしくお願いします」

　燦はそう言って、まるで効果がなかった『念動力』からすぐに次なる攻こう撃げき手段に切り替かえる。

　その身体の内から四つの影かげが飛び出る。

　影の形は四足歩行の獣けもの。オオカミともハイエナともつかない異い形ぎようこそ、燦がその身内に飼う『使い魔ま』だ。無論だが山林に生息する通常の動物ではなく、魔ま性しようの血の影えい響きようを強く受けた怪かい物ぶつの類たぐいである。

　それを、四頭もまとめて襲おそいかからせる。

　同時に前後左右から、揃そろいも揃って喉のど笛ぶえを引き裂きに。

「はっ」

　しかしヒルデガルドは鼻で笑う。

　無理もない。何もせずとも獣たちは接近しただけで消滅したのだ。

「真祖でさえひれ伏ふすこの聖性の前に、ちょっと野生から逸いつ脱だつした程度のケダモノが届くはずないでしょ」

「ヴィクトリアの分身は寸前まで行ったからワンチャンあると思ったけど、駄だ目めか」

　言いつつ、燦は一本のステッキを取り出す。

　握にぎり締しめた手が銀色に変じ、ステッキもまた同色に染まる。

　吸血鬼が誇る特とく殊しゆ能力『形態変化』。

　一定の技量があれば身に纏った衣服も含ふくめて変化できるが、燦はさらにその先に行っている。『銀』への変化は片手からそこに収まったステッキにまで及およぶ──だけに留とどまらず、その先せん端たんが鋭えい利りに尖とがり、禍まが々まがしく枝分かれする。

　こうして魔ま槍そうが作り出される。

　不死なる吸血鬼をも一ひと刺さしで仕留めかねないそれを、燦は思いきり投とう擲てきする。

「……」

　が、またも一切の効果がなかった。

　ヒルデガルドは失しつ笑しようすらしてくれない。今度は接せつ触しよくする段階にまでは至ったものの、その瞬しゆん間かんに魔槍は粉こな微み塵じんに砕くだけ散る。

「あーあ、せっかくの高級品が一いつ瞬しゆんでお陀だ仏ぶつだなんて……」

　言葉ではそう言いつつ、燦は落らく胆たんなどしない。

　予想の範疇だ。

　手間取った長なが瀬せの主あるじなのだから、耐たい久きゆう性については折り紙つきだ。

　特殊能力の扱あつかいの細かさでは真祖すら上回る自信のある燦ではあるが、威力についてはまだ及ばないとの自覚もある。こうなると吸血鬼が誇る既き存そんの特殊能力だけでは太た刀ち打ちできない。

　だから、目配せをする。

　ヴィクトリアはとても苦い顔をしたが、特に何かを言いつけはしなかった。

「よっし、正式な許可も下りたことだし、ここからが本番ですよ」

　燦は両手を組んだ。右手で左の手首を、左手で右の手首をそれぞれ摑つかみ、ざくりと引き裂く。

　噴ふき出る鮮せん血けつはしかし飛沫しぶきとなるのではなく、細い触しよく手しゆとなって操られる。

　武器としてヒルデガルドへと向けられるのではなく、甲かん板ぱんの床ゆかへと下ろされる。するとまるで植物の根のように張り巡めぐり、瞬またたく間まに甲板全体を赤色で侵おかす。

「何をするつもり？」

　あからさまに不ふ穏おんな光景に、警けい戒かいまではせずともヒルデガルドは思わず尋たずねていた。

　言葉の代わりに、燦はさらなる異変で答える。

　圧あつ倒とう的な破壊に巻き込まれた甲板には、大小の瓦が礫れきが散乱している。

　その瓦礫の数々は赤い触手によって束ねられ、不格好な人形となって立ち上がる。

「どういう仕組みなの？」

　特殊能力を削そぎ落としたヒルデガルドでは思い至らない。

　これこそは吸血鬼の血液に秘ひめられた支配力を利用した新式の特殊能力。

　それを注入されれば思い通りに動く従順な下僕と成り果てるが、燦は内部からではなく外部から縛しばりつけることで意思なき無機物にさえ支配力を及およぼすことに成功した。

　瓦礫の人形は百体を数える。

　先さき程ほどの『使い魔』もそうだが、数で押す手法は、分身を主体とする長瀬の厄介さから着想を得ているのかもしれない。

　触手を成す血液は燦の肉体の一部であり、一いつ滴てきにまで意識が通っているため、人形は命じる必要もなく攻撃態勢に移行する。

「はあ、こんな『念動力』で事足りる手品なんて、目め眩くらましにもならないのに」

　ヒルデガルドは目を伏せる。

　未知だろうと、元々特殊能力には特段興味もない。

　目を開ければ、聖性が拡散して周囲を浄じよう化かする。人形に巡っていた血は霧む散さんし、瓦礫は瓦礫に還かえる。

「目眩ましとは、言ってくれますね」

　燦は牙きばを剝むいて笑っていた。

「でも的を射ています。そうです。これは壮そう大だいな目眩ましですから」

　その手首からは懲こりずに血の触手が伸のびている。

　広大な甲板はすでに余さず侵しん食しよく済み。燦が何か仕し込こんでいるのは明らか。俯ふ瞰かんの視点があったなら、その目もく論ろ見みにはいち早く気付いただろう。

「無効化無効化無効化、一いつ辺ぺん倒とうのつまらない神様には、多た彩さいにして多才なる吸血鬼の力を堪たん能のうさせてあげましょう」

　足場が大きく傾かたむいた。

　自在に空中へと立つヒルデガルドもさすがに面食らった。

　戦場となっている豪ごう華か客船が、船首を持ち上げ、垂直に起き上がろうとしているではないか。

　悲劇の船タイタニツクさながらの有様は、紛まぎれもなく吸血鬼の特殊能力が引き起こした。

　血の触手はもはや甲板だけではなく、客船全体に張り巡らされている。無機物とはいえ巨きよ大だいな動力を有しているのなら、構造上不可能な状態にも持っていける。威い力りよく不足の『念動力』ではこのような無理は通せない。

「な、に、が？」

　瓦礫が滑り落ちていく傾けい斜しやの中で、ヒルデガルドは困こん惑わくしていた。

　驚きよう愕がくしたのは認める。

　だが実害はない。ド派手な光景は攻撃行動ではない。

　何がしたいのか？

　そう。

　まさしくその逡しゆん巡じゆんが狙ねらいだった。

「とったぞ！」

　いつの間にか。

　ヒルデガルドの目の前にはヴィクトリアがいた。

　貫ぬき手ての形に尖らせた片手を、顔面に向けて全力で突つき出す。
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「何が殺とっただ！」

　どこまでも小こ賢ざかしいヴィクトリアに、ヒルデガルドは吠ほえた。

　その時、その全身から常ならざる神こう々ごうしい光が放たれる。

　それはまさしく邪よこしまを打ち払はらう威い光こうであったか。

　肉にく薄はくしていたヴィクトリアは一いつ片ぺんの抵てい抗こうも許されず、吹ふき飛ばされる。

　怒いかりを伴ともなう無効化は、嵐あらしに対応した際よりもずっと攻撃的だった。光の規模は膨ふくれ上がり、客船全体に根を張った血の触手を全すべて消し去る。

　すると必然、支配から解き放たれた船体は起き上がるのを止め、再び正常な状態に戻もどろうとする。船底が海面に叩たたきつけられ、津つ波なみと見み紛まがう大量の水みず飛沫しぶきを上げる。衝しよう撃げきで船体は真っ二つに折れかねなかったが、まさしく奇跡的に無事だった。

　傾斜から平へい坦たんに直った甲板では、大たい勢せいが決しているように見えた。

「万ばん策さく尽つきたって感じ？　まあ、あんな陽動、ただ派手なだけで策と言うのも烏お滸こがましいけど」

　まるで負傷のないヒルデガルドは飽あき飽きとした調子で敵対者を眺ながめる。

　大部分の血液を失い顔面蒼そう白はくの燦。

　神の威光の直ちよく撃げきで全身を焼かれたヴィクトリア。

　比ひ較かくしてみれば際きわ立だつその無様。吸血鬼では到とう底てい実現できない完全性を骨身に思い知ったはずだ。もはや諦あきらめの念に吞のまれてもいい頃ころ合あいだが、ヴィクトリアは見苦しく焦こげた身のまま笑ったのだ。

「いいや、とったさ。間ま違ちがいなくな」

　そう言って、片手を前に出す。貫手を放った方だ。

　そこは、指先だけ赤く濡ぬれていた。

　傷口まで焼かれているので、ヴィクトリア自身の血ではない。

　顔面を狙った貫手は、吹き飛ばされる直前に紙かみ一ひと重えで触ふれていたのだ。ただし負傷を与あたえた証あかしではなく、あくまで紙一重である。

　この甲板に殴なぐり落とされた時、ヒルデガルドはわずかながら吐と血けつしていただろう。見み栄えからかあえて拭ぬぐわずそのままにしていたその口元に、必死に突き出した貫手が触れていたのだ。

　ヒルデガルドは舌打ちする。そしてにわかに警戒する。

「私の血液を取り込んで、そっちも神格を高めようって算段？」

「馬ば鹿かめ。誰だれがそんなつまらない展開に持ち込むか。神対神など、泥どろ仕じ合あいも甚はなはだしい」

　ヴィクトリアは失笑する。

　散々に圧倒されようと断言できる。

　神とは吸きゆう血けつ鬼きを彩いろどるための一つの要素にすぎない。

　だから、こちらからわざわざ同じ位置にまで至ろうとするのは違う。あちらがこちらへと降りてくるのが正しい筋だ。

「私には必要ない」

　ヒルデガルドの血は濃のう密みつな聖せい性せいを帯びているが故ゆえに、指先は激痛を訴うつたえている。

　こんなものでいつまでも濡らしているのはそれこそ馬鹿らしく、ヴィクトリアは後ろに向けて腕うでを振ふるう。鋭するどい勢いによって血が払われるが、そのまま床の染しみになることはなかった。

「受け取ったわよ」

　ヴィクトリアの後方には、目の下に濃こい隈くまを張りつけた少女がいた。

　ヒルデガルドとしては取り分け眼中に入れていなかったので、ここで初めてその存在を認にん識しきしたのかもしれない。

　平ひら逆さか葉月はヴィクトリアが払った血をその手に受け取り、触しよく媒ばいとして利用する。

「人の呪のろいは神に効かないけど、祈いのりなら届くでしょ」

　そう嘯うそぶき、両手を合わせる。

　あらゆる呪じゆ術じゆつを習得している葉月がこの局面で行使したのは、霊れい的てき存在を呼び寄せる降こう霊れい術じゆつ。

　悪あく霊りようや怨おん霊りようを戦力として用いようなどとは思っていない。

　呼び寄せるのは他ほかならぬヒルデガルドである。

　いくら葉月が才能に溢あふれていようと、高位存在である神しん霊れいを呼び寄せるのは至難以上の無理がある。九割九分はまず失敗で終わる。

　だが、この局面においては好条件が揃そろっている。

　まず確かな触媒が手元にある。呼び寄せたい対象と縁えんのある物品を用意しておけば、降こう霊れいの成功率は上がる。血液となれば最上級だ。

　そして神が『そこに』いるのが何よりも重要である。本来神はどこにいるのかもわからない曖あい昧まいな存在であり、祀まつられた専用の場であっても降霊に至るまでは煩はん雑ざつな手順と時間を要する。

　ところが、ヒルデガルドはすでにこの世界に実在している。

　これで失敗するようでは、司令長官など一生名乗れない間ま抜ぬけだ。

「ヒルデガルド・バートリーよ、血の求めに応じ来たれ！」

　果たして祈りは聞き届けられた。

　神を受け入れる巫み女このように、葉月は自身にヒルデガルドの霊、つまりはその精神を降ろすことに成功した。この現象を指して神かみ憑がかりと呼ぶ。濃い隈には似つかわしくない聖性が少女の内側から滲にじみ出る。

『なんて馬鹿な、いや、無む駄だな真ま似ねを』

　だが葉月は否定した。

　いや、葉月ではない。ヒルデガルドの声質で、葉月の口から発せられた。

　人と神とでは精神の質量に隔かく絶ぜつの差がある。降霊中の巫み女こが聖せい句くを口走るように。葉月の精神はどこか隅すみへと追いやられ、肉体の支配権を得たのはヒルデガルドの方だった。

『人の身のまま神の力でも振るおうとでも思ってたのか……。だとしたら余りにも浅はかだったね』

　葉月は降霊には成功した。だが呪術に精通しているとはいえ専用に育てられた巫女ではないのだから、ヒルデガルドをその身に留とどめていられるのは、せいぜい数秒が限界だろう。現に精神のヒルデガルドは、早くも肉体の方に引っ張られるのを感じていた。

　葉月は何をすることもなく、状じよう況きようは戻る。

　無駄な真似と言ったのはそのため。

『はあ……』

　もう何度目かもわからない呆あきれの溜ため息いきの後に、元の肉体に精神が戻る。

　その寸前。

　葉月の横からリボルバーの銃じゆう口こうがのびた。

　照準を定めているのは伊吹だ。

　数秒だけ無防備となったヒルデガルドの肉体に向けて引き金を引き、心臓へと正確に銃じゆう撃げきを見み舞まう。

　人間ならばまず致ち命めい傷しようだろう。

　とはいえヒルデガルドは特に動どう揺ようしなかった。聖性が機能していない状態なので傷は負ったようだが、精神が肉体に戻れば何の問題もない。

　完全なる神に死は訪おとずれない。

　そんな傲ごう慢まんがついに思い違いと切り捨てられるのは、この直後。

「っっっっっ、があっ──！」

　肉体に精神が戻った瞬しゆん間かん、ヒルデガルドは強きよう烈れつな苦痛に襲おそわれた。灼しやく熱ねつの杭くい百本で全身を貫つらぬかれる、そんな表現でもまだ足りない痛みに、みっともなく悲鳴を上げる。

　何が起こっているかわからない。

　だが誰が何かをしたのかは明らかだ。

「何をした、私に、何を撃うち込んだ!?」

　大声を張り上げるヒルデガルド。

　片手で銃じゆうを握にぎっている伊吹は、自分に向けての言葉とわかっていながらすぐには受け答えず、それはもう嬉うれしそうに苦しみ悶もだえる様子を観察する。

　そして再び問い詰つめんと口を開ける寸前までを見計らい、種明かしをする。

「これだよ」

　披ひ露ろうしたのはリボルバーのシリンダーに装そう塡てんされた銃じゆう弾だん。

　それは真っ赤に染まっていた。ペイント弾なわけはない。そんなものでヒルデガルドに苦痛は与えられない。銀の弾だん丸がんであろうと焼夷弾であろうと無理な話だ。では何なのか、伊吹は端たん的てきに説明してやる。

「吸血済みの吸血徹てつ甲こう弾だん。名付けるなら供血徹甲弾ってとこかな。真祖の血をたっぷりと吸い込んだ魔ま弾だんの味は如何いかがかな？」

「真祖の血……、……ってことは!?」

「あ、気付いた。でもここは野や暮ぼに言わせてもらうよ──真祖の血に侵おかされたお前の身体はもう神のそれじゃなく、元々の吸血鬼だ」

　ペントハウスの床ゆか面めんに大量に広がっていたヴィクトリアの血液。体力回復のためにヴィクトリアは吸収し直したが、全てではなく多くを残した。

　その残りを伊吹が利用した。

　銃撃対象を吸血鬼へと変じさせる弾丸など、猟血官ハンターにはあるまじき武装だ。だが神が相手となれば、後で始末書と反省文を束で提出すれば何とか許されるはず。

「くそ、くそ、くそくそくそくそくそ、何てこと、何てことを！」

　吸血鬼の肉体に、聖性を帯びた精神。決して相あい容いれることのない矛む盾じゆんがヒルデガルドを蝕むしばむ。

　やっと手に入れた完全性が音もなく崩くずれ、刻一刻と不完全な自分に戻ろうとしている。

　その時、気付いた。

　現状は全て撮さつ影えいされ、配信されているのだ。

「止やめろお！」

　こんな惨みじめな姿が晒さらされるなど我が慢まんできない。

　ヒルデガルドは伊吹、葉月、燦が取りつけているカメラに対して反射的に怒ど鳴なってしまう。

　それこそがもっとも迂う闊かつだった。何よりも注視すべき存在を一時とはいえ忘ぼう却きやくするなど、戦せん闘とうではありえない。

「どうだ！」

　ヴィクトリアが床ゆかを砕くだき蹴けり、突とつ撃げきする。

　撃ち放った貫ぬき手ては、今度こそ、ヒルデガルドに届いた。
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　脇わき腹ばらを貫かれ、ヒルデガルドはか細い一筋ならぬ塊かたまりで血を吐はき出した。

　執しつ務む室での顔合わせから、初めて損傷らしい損傷を与えられた。

　高めに高めたその耐たい久きゆう性は、神に至っていない段階からして超ちよう絶ぜつ的。心臓を潰つぶされても平然と活動を続け、瞬まばたきの内に傷を塞ふさぐ再生力をも有する。

　それがヒルデガルド・バートリーだった。

　あくまで過去形である。

　貫かん通つうした傷は傷のまま鮮せん血けつを垂れ流す。

　だが、傷の具合ならヴィクトリアの方が余よ程ほど酷ひどい。

　神の威い光こうによって焼かれた全身は、自力での再生には相当な時間を要するだろう。

「あああああああ！」

　ヒルデガルドは痛みに任せて乱暴に身体を振り、ヴィクトリアを遠ざける。

　ヴィクトリアもまた堪たまらず片かた膝ひざを突つく。

　これはこれで見るに堪たえない泥仕合ではないか。

　誰かがそう思った矢先──銃じゆう声せいが立て続けに鳴り響ひびいたのだ。

　先の銃撃から一分と経たっていない。

　ヒルデガルドは反射的に身構えるも、被ひ弾だんしたのは彼女ではない。

「っぐ、お……！」

　ヴィクトリアに八発の銃弾が突き刺ささる。

　その後方では伊吹が硝しよう煙えんを吐くリボルバーを握っている。

　照準は真っ直すぐに、間ま違ちがいなくヴィクトリアへと突きつけているので、誤射という可能性はないだろう。かと言って裏切りでもないことは、次のヴィクトリアの反応で明らかになった。

「ふう、味気ないが、ここでエネルギー補給だ」

　焼け焦こげたその身体は見る間に再生し、白磁の肌はだを取り戻もどす。

　片かた腕うでをぐるぐると回し、これ見よがしに回復をアピールする。

　供血徹甲弾と言っていたか。

　真祖の血を吸った銃弾は一発限りではなかった。

　被弾者を吸きゆう血けつ鬼きへと変えるおぞましき武装は、その材料の提供者を撃つ時に限り、回復薬の一種として作用するようだ。元々は自分の内に流れていた血であるのだから、エネルギーとして取り込むことに無理はない。

「これで整った。さあ、ヴィクトリア・リード、ヒルデガルド・バートリー、存分に血に塗まみれてくれ」

　伊吹は吸血鬼偏愛家ヴアンプフイリアとして両方に熱い視線を送る。そこに神への畏おそれや敬いなどは欠片かけらも込こめられていなかった。

「そんな目で、私を見るな！」

　ヒルデガルドが踏ふみ出す。

　あいつさえ、あの赤あか髪がみさえいなければと、怒いかりが痛みを凌りよう駕がする。全すべての責をただ一人に押しつけることで方向を定め、苦痛に苛さいなまれる身体を動かす。

　その前にヴィクトリアが立ちはだかる。

「人を餌え食じきとせんとするその姿勢、まさしく吸血鬼そのものだな」

「……対等になったとでも思ってる？　だとしたら恥はずかしい勘かん違ちがいだよ」

　この期ごに及およんでもあくまで見下したまま、ヒルデガルドは相対する。

　しかし虚きよ勢せいではない。無様に成り果てても真祖を滅するにはまだ充じゆう分ぶんに足りる。

「弱点知らず。世界中が注目すべき無欠こそが私！」

　言葉にして自らがもっとも強く抱いだく欲よつ求きゆうを刺し激げきし、ヒルデガルドはそれまでと同様に聖性を放つ。

　その効果範はん囲いでは吸血鬼の存在は著いちじるしく乱れ、弱まり、退ける。

　行使者とて例外ではない。吸血鬼に逆ぎやく戻もどりした肉体は最大限の苦痛に支配され、内側から地じ獄ごくが顕けん現げんするかのような有様。

「おご、が、あ、は、は、はは……」

　だがヒルデガルドに収める気配はない。

「ははっ、いっそここで花々しく爆散でもした方が話題になるかも。一帯の次元ごと道連れにして最新の神話として語り継つがれるのも悪くないんじゃないかな」

　自己顕けん示じ欲よくここに極きわまれり。

　浅はかにして壮そう大だいなその気き迫はくは、もはやそれだけで万ばん物ぶつを退ける勢いがあった。

　そこに踏み込むには、上回る熱量がなくては通用しない。

　故ゆえにヴィクトリアもまた躊ちゆう躇ちよを見せない。相あい性しよう云うん々ぬんなどこの際度外視して、再三の拳こぶしを放つ。

「っつあ、ああ、まったくいい加減にしろと叫さけびたくなるしぶとさだ……」

　せっかく再生したというのに、聖性によってまたも負傷する。

「だが確かに、いい加減にこの痛みにも慣れてきたのも事実だな！」

　そう威い勢せいよく叫び、ヴィクトリアは連打を仕し掛かける。

　握り込んだ拳と尖とがらせた貫手。時には五指を開いて引き裂さく。

　足も使う。腰こしを基点として身体全体で回転するようにしたハイキックが、こめかみを抉えぐらんと炸さく裂れつする。

　これこそ吸血鬼と言わんばかりの『怪かい力りき』だ。『念動力』との全力併へい用ようには及ばないながらも、溜めも反動もないので一いち撃げき一撃の回転率は高い。

　ただし肉にく弾だん戦ばかりではない。

「衝しよう撃げき波はは無効化されそうだし、こう使うか」

　ヴィクトリアは眼力だけで『念動力』は行使する。

　狙ねらいはヒルデガルドの足元。床ゆか板いたを何枚も引き剝はがし、ヒルデガルドへと結集させて閉じ込める。まるで棺ひつぎのような外観になったのは偶ぐう然ぜんではない。自らの棺を破は壊かいされたことに対するヴィクトリアの意い趣しゆ返がえしだ。

「落ちろ！」

　そして意趣返しならば正確になぞってこそ。

　ヴィクトリアは片手を上空へとかざし、振ふり下ろす。

　その動作に呼応して雷らい鳴めいが轟とどろく。『天候制せい御ぎよ』である。

　ただ落とすのでは芸がない。あろうことか自分へと落とすと、速度・威い力りよくを殺さずに雷かみなりと一体となって拳を放つ。

　刹せつ那なの早はや業わざにして埒らち外がいの力ちから業わざであった。

　即そく席せきの棺を破壊するのは当然として、聖性の防ぼう御ぎよをも突き破る。閉じ込められていたヒルデガルドを放たれた砲ほう弾だんのごとく、甲かん板ぱんの端はしまで吹ふき飛ばされる。

「はっ、こっちの腕うでは、当分使い物にならないな」

　だが、ヴィクトリアにとって聖性はあくまでも弱点であり、無効化などは施ほどこされていない。雷を自らに落とすというほとんど捨て身の一いち撃げきは、むしろヴィクトリアの方にこそ負傷を被こうむる結果となった。

「…………無む駄だとはもう言えないけどさ、よくやるよね」

　何とか踏み止とどまったヒルデガルドは、食いしばった表情で口を開いた。

　ヴィクトリアはとにかく全力で、必死だ。

　それが疑問だった。

「自じ滅めつを待とうっていう考えはないの？　今の私はひたすら儚はかない存在なのに」

　もはや自じ暴ぼう自じ棄きのヒルデガルド。

　対してヴィクトリアは毅き然ぜんと告げた。

「私は猟血官ハンターではなく、吸血鬼を討うち滅ほろぼすこと自体を目的にはしてない。風紀を正す、これに尽つきる。貴様のような規則違い反はん者は特に完かん膚ぷなきまで叩たたき潰し、かつ、叩き直すことに意味がある」

　瞬しゆん間かん、追つい撃げきに移る。

　吸血鬼を超こえて完全になる。

　そんな戯たわ言ごとは二度と言わせないし、そんな考えの伝でん播ぱも許さない。

　吸血鬼以上の存在などありえないのだから。

「っ!?」

　ヒルデガルドは予想を超えた追撃に目を見張った。

　聖性に身を焼かれることにはもはやまるで頓とん着ちやくせず間合いへと踏み込んだヴィクトリアは、その眼前に携けい帯たい端たん末まつを差し出したのだ。

「な、何なの……？」

「見ろ」

　疑問を絞しぼり出すヒルデガルドに、ヴィクトリアはただ一言。

　命令に従う義務はない。けれども、視線は反射的に画面に吸い寄せられてしまった。

　そこには互たがいにボロボロの二人の少女──ヴィクトリアとヒルデガルドが映っている。

　伊吹、葉月、燦が三方向から撮さつ影えいする動画である。

　今まさに自分の活かつ躍やくが世界中に配信されている様子を、ヒルデガルドはここに至り初めて目まの当たりにした。

「さあ思い知れ」

　するとヴィクトリアは画面を切り替かえる。

　次に表示されたのはとあるＳＮＳであった。短文が続々と投とう稿こうされるそこは、ヒルデガルドにとっては衝しよう撃げき的な様相を呈ていしていた。

「どうして、えっ、なに、どうして──」

　検けん索さくしたのは『♯ヒルデガルド・バートリー』『♯ヴィクトリア・リード』。

　吸血鬼から神へと至った段階では真祖をも圧あつ倒とうする在り方を示した。実際、その反はん響きようは凄すさまじくトレンドを全て埋うめ尽くしている。

　その事実を認にん識しきして悦よろこびを得たのはほんの一いつ瞬しゆんだった。

　なぜなら、反響の多くは批判的な内容であったからだ。

　──『私は私を周囲に万人に世界に、見せつけたい。そしていっぱいちやほやされたい』
















　──『吸血鬼らしさなんて知らない！　完全に完成された私こそ私らしい！　その方が皆みんなが褒ほめてくれる！』

　ヒルデガルドがいつか語っていた目的であり持論である。

　目的は果たされた。今この時、あらゆる者の目がヒルデガルドに注がれている。

　しかし持論はまったく結実しなかった。

　人間にも吸血鬼にも程ほど遠とおい完全を実現した先に待っていたのは、無責任で無ぶ遠えん慮りよな批判、悪態、糾きゆう弾だん、酷こく評ひよう。まるで嵐あらしのように押し寄せている。

　不完全なる吸血鬼から脱だつ却きやくすれば、皆に受け入れられ、惜おしみない称しよう賛さんを全身で浴びられると思っていたヒルデガルドにとっては、悪夢そのものの状じよう況きようだった。

　さらにまた衝撃的なのは、無様に抗あらがうヴィクトリアの方にこそ好意的な反響が多いことである。不完全の極みのような存在が、自分よりも評価を集めている現実など到とう底てい受け入れられない。

「はっ」

　何もかも忘れて硬こう直ちよくするヒルデガルドに、ヴィクトリアは満足の笑えみを浮うかべる。

　これこそが神殺しの最終兵器であった。

「弱点を克こく服ふくした完全な存在。なるほど、まさしく崇あがめ奉たてまつるには最適な対象だろう。だが貴様が求めるのはもっと身近で浅はかな思いだ。その志向で吸血鬼を捨てるのは、本ほん末まつ転てん倒とうだったな。世界とは愚おろかにして賢けん明めいだ。自分の矮わい小しようさを浮き彫ぼりにしてくれる『神』など、この現実では受け入れられない」

　ヴィクトリアは自信満々に断言する。

「その点、吸血鬼ほど憧あこがれを抱きやすい存在は他ほかにない。強さと弱さ、美しさと醜みにくさ、矛む盾じゆんを平気で抱かかえる不完全な在り方は、つけ入る隙すきだらけで気軽に夢を見られる」

　故に吸血鬼は神にも勝まさる。

　ヴィクトリアは早くも勝ち誇ほこる。

「吸血鬼こそが一番格好いい」

　締しめの言葉は落らく雷らいと同じく、あるいはそれ以上に効果的だった。

　吸血鬼は認識一つで一変する。

　神に至っても一いつ切さい歪ゆがまなかったヒルデガルドの精神に、ついに綻ほころびが生じる。

　だがしかしこのまま折れるほど軟なん弱じやくでもないのもヒルデガルド・バートリーだった。

「あああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ──！」

　自らの身体が崩くずれるのも無視して聖性を最大放出する。

　神こう々ごうしい光が朝焼けのように輝かがやき、至近にいるヴィクトリアに襲おそいかかる。

　差し出していた携帯端末が床ゆかに落ちる。

　こうなったら真祖を潰して自分の正しさを証明する。

　ヒルデガルドがそのような単純な思考に支配される前に、ヴィクトリアは最後の反はん撃げきに出ていた。

「もっとも相応ふさわしい罰ばつ則そくを与あたえてやる」

　耳元で囁ささやき、ヒルデガルドの首筋に牙きばを突つき立てる。

　行うのは吸血ではない。

　属性も特とく殊しゆ能力も削そぎ落として弱点を克服した規則違反者には『奪うばう』のではなく『与える』ことが罰ばつとなる。

　そうだ。たった一発撃うち込むだけでは足りない。

　ヴィクトリアはヒルデガルドに自らの血を注ぎ込む。

　これ以上の屈くつ辱じよくがあろうか。

　今や精神も揺ゆらいだ状態で肉体が強くその属性に偏かたよれば、ヒルデガルドは真に吸きゆう血けつ鬼きへと成り果てる。

「あ……………………あ…………………………………………」

　弱点が戻もどってくる、不完全な自分が戻ってくる。

　だが抵てい抗こうの意識は薄うすい。

　完全が完全ではないことを、ヒルデガルドはすでに知ってしまった。

　血液が不足すれば吸血鬼は弱体化する。精神をも赤色に染めんとヴィクトリアは大量に注ぎ込むと、必然、聖性に対する耐たい性せいも低下するわけであり、苦痛は慣れるどころではなかった。

　だがまだ牙を突き立てたまま。

　相手が人間だったなら潔いさぎよく灰に帰するのも悪くはないが、ここは当てつけのようにひたすら耐たえる。

　吸血鬼本来の素す晴ばらしさを知って欲しい。

　乱れた風紀を正さんとするヴィクトリアの行動原理には、そんな健けな気げな思いも含ふくまれている。

　聖なる光は徐じよ々じよに勢いを失い、やがて完全に消え失うせる。

「粛しゆく正せい、完かん了りよう」

　重なり合っていた影かげが離はなれる。

　そこには二体の吸血鬼がいた。

　神などもはや、影も形もなかった。










　エピローグ




　夏の日差しは激しさを増すばかりで、吸血鬼には過ごしにくい今日この頃ごろ。

　上からだけではなく路面のアスファルトからの熱放射もまた殺人的で、できることなら冷れい房ぼうの効いた室内から一歩も出たくない。

　しかし悲しいかな、血けつ戦せん局きよくは今日も今日とて絶賛稼か働どう中であった。

　もの寂さびしい晩秋の夜よ更ふけこそが相応しい舞ぶ台たいなのだろうが、今時の吸血鬼に季節感を重んじる風ふ情ぜいは期待できない。いつ何時でも好き勝手に振ふる舞まい、欲よく望ぼうの赴おもむくままに牙きばを剝むくのだから。

　特に今年は活発だ。

　いや、今年というよりも、数日前からだろうか。

「ふう、一件落着」

　とある路地裏にて、新しん宮ぐう伊い吹ぶきは気持ちのいい表情で額を拭ぬぐう。

　訓練された猟血官ハンターだろうと普ふ通つうに汗あせをかく。誰だれもが嫌いや気けが差す夏の暑気は、この少年にとっては日々を照らす恵めぐみであった。

　ただ残念ながら爽さわやかな印象は毛程もない。

「いや、そこじゃないでしょう」

　指し摘てきしたのは燦さんだった。

　路地裏の物もの陰かげから、伊吹の頰ほおを指差す。

　そこには血がべったりとついていた。

　傷を負っているのではない。それは返り血である。

「もうちょっと余よ韻いんを堪たん能のうさせてよ。吸血鬼退治っていうのはいつだって最高潮の興奮をくれるんだから」

　拳けん銃じゆうを片手に言ってのける伊吹。

　血戦局が多た忙ぼうなように、その内部部門の一つである伊吹たち『風紀委員会』も出動中の現在である。

【本日正午、都庁にてバイオハザードを起こします！　飛び入り参加は大だい歓かん迎げい！】

　委員会活動の矛ほこ先さきを向けられたのは、そんな予告をした吸血鬼の集団。

　幸い迅じん速そくな対応によって、正午を過ぎてもツインタワーに惨さん劇げきが巻き起こることはなかった。

「いつまでもその変態的思考には付き合ってられませんよ。それに一件落着でもないです。まだ全員を狩かり終えてないんですから」

　燦の言う通り、事態は未いまだ進行中。

　吸血鬼たちの棲すみ処かを急きゆう襲しゆうし、その時点で大半を仕留めた『風紀委員会』だったが、何体かは取り逃にがしてしまった。

　そのため、今は残党狩がりの時間である。伊吹の返り血はその内の一体を始末した名残なごり。

「もたもたしてると理り不ふ尽じんな体たい罰ばつを食くらいますよっ」

　委員会活動には積極的ではない燦だが、さぼると容よう赦しやなく鉄てつ拳けんが放たれるため仕方ない。

「そんな急がなくても大だい丈じよう夫ぶだって。丁度優ゆう秀しゆうな新入りも加入したことだし」

　伊吹はのんびりと答え、銃じゆうを収めてしまう。

　仕事は完かん了りようだと言わんばかりに。

　すると、わあっ、と湧わき上がる声が聞こえた。

　方向は路地裏の外。人々が行ゆき交かい、日差しが直じかに降り注ぐ。

　ゲリラライブだとかそういう明るい事態にしては、聞こえてきた声には切せつ迫ぱく感がある。有あり体ていに言ってしまえば悲鳴の類たぐい。十中八九、吸血鬼関連である。

「行きますよ」

「はいはい」

　伊吹と燦は顔を見合わせ、悲鳴の方向へと赴く。

「おっと」

　大通りへと出ると、逃げ惑まどう人々の中心で佇たたずむ二人の少女がいた。

　まず一人は、この暑気の中でもロングコートを着た葉は月づき。

　いつも通り隈くまの濃こい顔で、腕うで組ぐみをして立っている。

「調子はどう？」

「……ぼちぼちね」

　軽かろやかに話しかけてくる伊吹に、葉月は複雑な表情で答えた。

　その足元には血ち溜だまりが広がっている。

　間ま違ちがいなく吸血鬼退治の痕こん跡せきであるが、葉月の仕し業わざではない。呪じゆ殺さつを得意とする司令長官なら再利用するために死体を残す。

　つまり手を下したのはもう一方。小麦色の肌はだが眩まぶしい少女である。

「ヒルダ、お疲つかれ」

「うん、ありがと伊吹」

「決定力に欠ける中でもちゃんと仕留め切るなんてさすがだね」

「とにかく粘ねばって粘っての勝利だよ。ショットガンの弾倉マガジンは全部使っちゃったし」

　すでに伊吹と親しげに会話を交わすのは、誰あろうヒルデガルド・バートリー。

　豪ごう華か客船の死し闘とうにてせっかく至った神の座より引きずり下ろされた少女は、数々の規則違い反はんへの罰ばつとして、『風紀委員会』に加入させられることとなった。

　かつての燦と流れは同様だが、ヒルデガルドは自ら志願した点で異なっている。

　その覚かく悟ごは本物のようで、身に纏まとうワンピースも規則通りのデザインに変へん更こうされている。

　鮮あざやかな瑠る璃り色いろは夜空に溶とけ込こむ黒色に染め直し、軽やかなノースリーブは廃はい止ししてレースの袖そでを追加。中々に吸血鬼らしい装よそおいだ。

「実戦では何とか使い物になるわね」

　葉月のお墨すみ付つきも得た。司令長官がわざわざここに付き添そっているのは、その有用性を見み極きわめるため。再生力に関してはそのまま吸血鬼へと戻もどっているので、持久戦には滅めつ法ぽう強い。

「はあ、それにしても暑いよね～。こんな日は流れるプールに浮うき輪わを持ち込んで涼すずんでいたいなあ」

　とはいえヒルデガルドはまだ加入して数日。状じよう況きようには完全に対応できていないので、そんな愚ぐ痴ちをこぼしてしまうことも。

「だが、それはもう叶かなわない」

　すかさず注意が飛んでくる。

　現れたのはヴィクトリア。日ひ傘がさを差したまま、報告をする。

「残党は狩り尽つくした。都庁舎前で待ち構えていたら、目立ちたいだけの馬ば鹿かがぞろぞろと集まってきたぞ」

　誰よりも活動熱心な委員長である。片手が塞ふさがった状態でも雑ざ魚こならば問題はない。

「では、執しつ務む室に帰るぞ。いつまでも弱点のただ中にいられるか」

　と、注意しておきながら自らも愚痴を交える。

　そして愚痴は文句へと転じる。

「そうだ弱点だ。ヒルデガルド、流れるプールで涼すずみたいなどとは二度とほざくな。それはもはや貴様にとっては致ち命めい的なのだから」

「はいはい、わかってますよーだ」

　ヒルデガルドは軽く応じる。

　ヴィクトリアに注入された血と共にその身には弱点も数多く付与された。『日光』については少々の耐たい性せいを持つが、その他は厳しい。流れるプールに飛び込もうものなら肌は爛ただれ、ペペロンチーノは臭においだけで目め眩まいを起こし、シルバーアクセサリーを身につけるなどもっての外。

　しかしヒルデガルドはそんな弱点をもう嘆なげくことはない。彼女は思い知ったのだ。

「弱点を持つっていうのは、セレブやらが大衆店で買い物をして庶しよ民みんアピールをするようなものだね。遠い存在なのかと思いきや親近感が湧わいて途と端たんに人気が出る、注目度が上がる。うん、確かに、ちやほやされるためには必要だ」

「…………」

　ヴィクトリアは何か言いたげだったが、止やめた。

　ヒルデガルドの見解は必ずしも間違いではない。いや、嚙かみ砕くだいて言ってしまえば、そういうことである。そしてだからこそやはり、吸きゆう血けつ鬼きにとっては欠いてはいけない要素なのだと実感する。

「身を焦こがしながらも諦あきらめずに戦うヴィクトリアの様子は……不覚にも『格好いい』と思ったし、認める。ヴィクトリアが言う吸血鬼らしさ、風紀とやらは大切なものだ」

　と、神しん妙みような面おも持もちで呟つぶやくヒルデガルド。

　だが、すぐに不敵に微笑ほほえむ。自己顕けん示じ欲よくに溢あふれる根底までは変わっていないのだ。

「まあ、色々と弱体化しても再生力は据すえ置きな私だし、真祖を超こえる人気を得るのは時間の問題だと思うけど」

「ちょっと待ってください。ヴィクトリアを潰つぶすのは私ですよ。他ほかには絶対に渡わたしません」

　不ふ穏おんな言葉に燦がすぐに嚙みつく。

　それから話はさらに妙みような方向に流れていく。

「私は別に直接的に打だ倒とうしようとは思ってないよ。あくまで相対的に、周りからの評価で差を見せつけたいなあって」

「あ、そうでしたか、これは早とちり」

「でもこれって協力態勢を組めるんじゃない？」

「成なる程ほど。別方面からそれぞれ攻せめるってわけですか。これは効果的かもしれませんね」

　このように、形は異なれども眷けん属ぞくから狙ねらわれるのは、ヴィクトリアにとって決して悪い気分ではなかったりする。それはつまり吸血鬼として目標とされているということである。

　世界中に映像を配信した甲か斐いがあったものだ。

「ふっ……」

　口元をわずかに綻ほころばせ、ヴィクトリアはその場を後にしようとする。

「あれ、どこに行くの？」

「執務室に帰る、そう言っただろ。今日は新調した棺ひつぎが届く予定になっているから、留守にしておきたくはない」

　尋たずねる伊吹に、きっぱりと答える。

　吸血鬼の最さい期ごの拠より所どころ、それが棺である。ヒルデガルドによってヴィクトリアのそれは粉々に爆散されたが、そのまま何もせず放置しておくなど、由ゆい緒しよ正ただしき吸血鬼にはありえない。

「可能な限り破は片へんを拾い集めて業者に持ち込んだが、完全な修復は無理と言われてな。だから、ここは思い切って大改造することにした。縦・横・奥行のサイズは倍にして、蓋ふたの裏には液えき晶しようタブレットを埋うめ込み、自動歩行機能も搭とう載さい。ふふんっ、これならば朝あさ更ふかしすることなくゲームやらの趣しゆ味みに勤いそしむことができるだろう？」

「何そのハイテクコフィン……そこに入って寝ねる気ある？」

　妙に俗ぞくっぽい。由緒正しい吸血鬼としてどうなのかとも思うが、これもまた弱点と同じくヴィクトリアの魅み力りよくである。直すのはそれこそ愚ぐの骨こつ頂ちようと罵ののしられるだろう。

　だが伊吹は知っている。ヴィクトリアがもっとも輝かがやくのは、漫まん画がを読んでいる時でも、ゲームのコントローラーを持っている時でもなく、牙きばを剝むいている時なのだと。

　するとだ。

　折よくヴィクトリアの足を止める事態が起こった。

「はい、こちら葉月──」

　葉月が着信音を鳴らした携けい帯たい端たん末まつを手に取る。

　ヴィクトリアたちの様子を呆あきれ混じりに眺ながめていたその顔は、連れん絡らくを聞くと見る間に険しいものへと変わっていく。

「──、ちょっとやばい」

　通話を切り、葉月が蒼あおい顔で切り出す。

「血戦局の本部ビルが占せん拠きよされたって。『憤ラ怒ー派ス』の一団に……」

　言こと葉ば尻じりはほとんど空気に消え入る。

「『憤ラ怒ー派ス』とはどういう性質だったか？」

「吸血鬼優勢主義者ですよ。吸血鬼こそが至高の種族だって口うるさく主張してます」

「特にこの国の連中は過激派で、人間絶ぜつ滅めつをスローガンに掲かかげてたはず」

　ヴィクトリアの問いに、燦とヒルデガルドがそれぞれ答える。

「このタイミングってことは、もしかして、都庁の襲しゆう撃げき予告は最大戦力を本部から離はなす陽動だったのかしれませんね」

　間違いなく、由ゆ々ゆしき事態だ。

　神を落とした真しん祖そは、見事吸血鬼の正しい在り方を示した。

　が、これにて風紀が完全に正されるほど甘くはない。

　配信映像を目にしてヒルデガルドと同様に感化された者はたくさんいたようだが、全員が全員、正しい方向に向かうのは品行方正が過ぎる。

「うああああああああああ、映像配信で上げた巨きよ額がくの利益を元手に、まさにこれから名めい誉よ挽ばん回かいって時にい！」

　尽ことごとく苦労を抱かかえ込む葉月を横目に、伊吹は不ふ謹きん慎しんにも盛せい大だいな笑えみを浮かべる。

「ははあ、やってくれるね」

　期待を裏切らない。

　次から次へと新しい方向から災難たのしみをもたらしてくれる。

　これだから吸血鬼は堪たまらない。

「本部ビルが占拠されたとなると、棺の受け取りはできないけど、どうする？」

「決まっている」

　ヴィクトリアは姿勢を正す。

　このままでは棺の中でのエンジョイライフが大おお幅はばに遠のく。

　それに何より人間を絶滅させるなどという妄もう言げんは、自らが示した風紀をまったく履はき違えている。弱点によるアピールからわかるように、人間がいてこその吸血鬼だというのに。

　とにかく理解の及およばない規則違反者が多すぎる。

　やはりこの委員長が立たなくては話にならない。

「粛しゆく正せいする」

　断言して、牙を剝くのだった。



















　　　あとがき




　どうもこんにちは、長は谷せ部べ雄ゆう平へいです。

　ジャッジメント／ブラッドの２巻をお買い上げありがとうございます。




　書き上げられたのを喜ぶよりも先に、ほっと胸を撫なで下おろしています。

　いや本当、ぎりぎりでした。周りが某ぼうゲームの世界でモンスターと戦っている様子を横目にしつつの執しつ筆ぴつ作業は、何度も血の涙なみだを流す場面があったとか、なかったとか。

　それもこれも、何もかも吸きゆう血けつ鬼きのせいです。

　たくさんの作家さんによって日々新しい要素を追加され続ける彼ら彼女らは、色々な意味でまさしくモンスターなのだと、今回の執筆で痛感しました。引き出しはほぼ無限にも思え、ぺーぺーの新人が相手するのはもう大変も大変。なので、風紀風紀とうるさいヴィクトリアに取とり締しまられる規則違い反はん者たちのやられっぷりは、若じやつ干かんというか非常にいい気味だと思っていたりします。ざまあみろ。

　とはいえです。弱点という吸血鬼になくてはならない要素を書くのは、とても楽しかったです。ニンニクの臭においにむせるコミカルな様子も、十じゆう字じ架かを突つきつけられて悲鳴を上げるホラーな様子も、どちらも紛まぎれもなく吸血鬼らしさです。そんな『お約束』を克こく服ふくするなんてとんでもない、という考えが本巻の根底にあります。

　強さと弱さ、まさしく、二つが合わさり最強に見える、です。

　吸血鬼とは本当によくできています。これから十年先二十年先も、きっとたくさんの作品で活かつ躍やくすることでしょう。つまりこの調子だと、司令長官の隈くまが取り払はらわれる日はまだまだ訪れないということです。ああ何て残ざん酷こくな。でも、人間が吸血鬼に振ふり回まわされるのはそれはそれでお約束ということで。




　では最後に御お礼れいを。

　早くも締め切きりをぶち破った馬ば鹿か野や郎ろうに根気よく付き合ってくれた担当様。

　加えて迷めい惑わくをかけられながらも出版までこぎつけてくれた編集部の皆みな様さま。

　自分の想像を超こえた素晴らしいイラストを提供してくれたビョルチ様。

　この巻を手に取りあとがきまで目を通してくださった読者様。

　本当にありがとうございました。








長谷部雄平

●はせべゆうへい



第30回ファンタジア大賞、伊藤智彦特別賞受賞。本作「ジャッジメント／ブラッド」でデビュー。２巻ですので、ここは堅実に自分の好きなものを紹介しておきます。ずばり、卵、毛布、小説、です。どれか一つでも切れると精神に多大なダメージを負いますが、逆にこれらの三つを与えておけば大人しいもの。


















カバー・口絵・本文イラスト／ビョルチ

カバーデザイン／百足屋ユウコ＋たにごめかぶと（ムシカゴグラフィクス）










ジャッジメント／ブラッド２




鉄てつ血けつの航こう路ろ








長は谷せ部べ雄ゆう平へい
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